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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、要件、Oracle Universal Installer の新機能、インストールに影響する
Oracle Application Server の概念、インストール手順およびトラブルシューティングのヒント
について説明します。また、Oracle Application Server をインストールし、実行するためのサ
ンプル・トポロジも提供します。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、ユーザーやグループを作成したり、ユーザーをグループに追加するなどの
システム管理業務を問題なく遂行できる読者を対象としています。

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/を参照し
てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だ
けの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アク
セスが提供されています。TTY サポートについては、 (800)446-2398 にお電話ください。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次のマニュアルを参照してください。

� 『Oracle Application Server 管理者ガイド』

� 『Oracle Application Server 概要』

� 『Oracle Application Server 高可用性ガイド』

表記規則表記規則表記規則表記規則
本文では、次の表記規則を使用します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、操作に関連するグラフィカル・ユーザー・インタフェース要素、
または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を
示します。

イタリック イタリックは、特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、パラグラフ内のコマンド、URL、例に記載されている

コード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
viii



サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス

オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳細は、
次の URL を参照してください。

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル

製品のマニュアルは、次の URL にあります。

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング

研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報

オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。

http://www.oracle.co.jp
http://otn.oracle.co.jp

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の
情報については、前述の URL を参照してください。
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製品およびインストールの
1

製品およびインストールの概要製品およびインストールの概要製品およびインストールの概要製品およびインストールの概要

この章では、Oracle Application Server の概要と推奨トポロジについて説明します。内容は次
のとおりです。

� 1.1 項「製品の概要」

� 1.2 項「基本インストールと拡張インストール」

� 1.3 項「推奨されるトポロジ」
概要 1-1



製品の概要
1.1 製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、サービス指向アーキテクチャを作
成、デプロイおよび管理するためのサービス・インフラストラクチャ・コンポーネントの完全
なセットである Oracle SOA Suite が提供されます。Oracle SOA Suite によって、サービスの作
成、管理、コンポジット・アプリケーションおよびビジネス・プロセスへの編成が可能になり
ます。

Oracle SOA Suite は、次のコンポーネントで構成されています。

� Oracle BPEL Process Manager

� Oracle Enterprise Service Bus（ESB）

� Oracle Web Services Manager（OWSM）

� Oracle Business Rules

� Oracle Application Server（Oracle HTTP Server、Oracle Containers for J2EE（OC4J または
J2EE サーバー）、Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control、Oracle 
Process Manager and Notification Server および OC4J Java Single Sign-On を含む）

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）は、10g リリース 2（10.1.2）または 10g
（10.1.4.0.1）の OracleAS Infrastructure を含む既存の Oracle Application Server 環境と統合でき
ます。

1.2 基本インストールと拡張インストール基本インストールと拡張インストール基本インストールと拡張インストール基本インストールと拡張インストール
 表 1-1 に、各インストール・タイプで使用できるサービス・グループの概要を示します。

基本（ワンクリック）インストールでは、最初のインストール画面にいくつかの質問が表示さ
れ、それ以降、ユーザーの操作を必要とせずに製品がインストールされます。すべてのコン
ポーネントについてデフォルト値が使用されます。

拡張インストールでは、より柔軟に製品をカスタマイズできます。これにより、追加言語のイ
ンストール、ポート構成オプションの指定およびクラスタ構成が可能になります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10g リリース 3（10.1.3.1.0）と互換性のあるバージョンの詳細
は、『Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド』を参
照してください。

表表表表 1-1 Oracle Application Server 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0））））のインストール・タイプのインストール・タイプのインストール・タイプのインストール・タイプ

インストール・モードインストール・モードインストール・モードインストール・モード 利用可能なインストール・タイプ利用可能なインストール・タイプ利用可能なインストール・タイプ利用可能なインストール・タイプ

基本インストール � J2EE サーバーと SOA スイート

拡張インストール � J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイート

� J2EE サーバーと Web サーバー

� J2EE サーバー

� Web サーバー
1-2 Oracle Application Server インストレーション・ガイド



推奨されるトポロジ
表 1-2 に、基本インストールと拡張インストールのカスタマイズ・オプションの相違の概要を
示します。

1.3 推奨されるトポロジ推奨されるトポロジ推奨されるトポロジ推奨されるトポロジ
表 1-3 に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）でサポートされるトポロジと、その情報の参照先を示し
ます。

表表表表 1-2 基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能

操作またはオプション操作またはオプション操作またはオプション操作またはオプション 基本インストール基本インストール基本インストール基本インストール 拡張インストール拡張インストール拡張インストール拡張インストール

Oracle ホームの指定 あり あり

Oracle Application Server インスタンス名および

oc4jadminのパスワードの指定

あり あり

Oracle Olite データベースのインストール（Windows
のみ）

あり なし

Oracle データベースの指定 なし（Windows）

あり（他のオペレーティング・
システム）

あり

Real Applications Clusters データベースの指定 なし あり

追加言語の選択 なし あり

管理設定の指定 なし あり

自動または手動ポート構成の指定 なし あり

Application Server Control の構成 自動構成 構成するかどうかの選択

デフォルトの OC4J インスタンス名の指定 なし あり

クラスタに属するインスタンスの構成 なし あり

OC4J Java Single Sign-On のデプロイ あり あり

OC4J Java Single Sign-On の構成および起動 あり なし

Configuration Assistant あり あり

表表表表 1-3 基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能

トポロジトポロジトポロジトポロジ 参照先参照先参照先参照先

10.1.3.1.0 中間層トポロジ中間層トポロジ中間層トポロジ中間層トポロジ

単一の OC4J インスタンスを含む、1 つの Oracle ホーム内に存在する 1 つの中

間層。

1.3.1 項「スタンドアロンの OC4J イン

スタンスのインストール」

Oracle HTTP Server と統合された OC4J インスタンスを含む、1 つの Oracle
ホーム内に存在する 1 つの中間層。Application Server Control は、この中間層

にデプロイされません。

1.3.2 項「統合された Web サーバーお

よび OC4J 中間層のインストール」

Oracle HTTP Server と統合された OC4J インスタンスを含む、1 つの Oracle
ホーム内に存在する 1 つの中間層。Application Server Control は、この中間層

にデプロイされます。このトポロジは、SOA スイートの管理に適しています。

1.3.3 項「SOA 管理インスタンスのイン

ストール」

SOA アプリケーションがデプロイされた単一の OC4J インスタンス含む、1 つ

の Oracle ホーム内に存在する中間層。

1.3.4 項「J2EE サーバーおよび SOA ス

イートのインストール」
製品およびインストールの概要 1-3



推奨されるトポロジ
2 つの OC4J インスタンスおよび Oracle HTTP Server を含む、1 つの Oracle
ホーム内に存在する中間層。SOA アプリケーションもデプロイされています。

一方の OC4J インスタンスに SOA アプリケーションが含まれ、もう一方の

OC4J インスタンスに Application Server Control および Java SSO が含まれて

います。

1.3.5 項「J2EE サーバー、Web サー

バーおよび SOA スイートのインストー

ル」

一方に Oracle HTTP Server を含み、もう一方に 2 つの OC4J インスタンスを含

む 2 つの中間層。一方の OC4J インスタンスに SOA アプリケーションが含ま

れ、もう一方の OC4J インスタンスに Application Server Control および Java 
SSO が含まれています。

1.3.6 項「J2EE サーバー、SOA スイー

トおよびリモートの Oracle HTTP 
Server のインストール」

一方に Oracle HTTP Server を含み、もう一方に 4 つの OC4J インスタンスを含

む 2 つの中間層。4 つの OC4J インスタンスには、それぞれ ESB、BPEL、
OWSM、Application Server Control および Java SSO が含まれています。

1.3.7 項「J2EE サーバー、個別の SOA
アプリケーションおよびリモートの
Oracle HTTP Server のインストール」

1 つに Oracle HTTP Server を含み、もう 1 つに SOA アプリケーションがデプ

ロイされた 1 つの OC4J インスタンスを含み、最後の 1 つに SOA アプリケー

ション、Application Server Control および Java SSO がデプロイされた 2 つの

OC4J インスタンスを含む 3 つの中間層。

1.3.8 項「複数の SOA 中間層およびリ

モートの Oracle HTTP Server のインス

トール」

ユーザー認証に次のいずれかの方法を使用する SOA アプリケーション用のエ

ンタープライズ・データ・センター。

� Java Single Sign-On および Oracle Internet Directory

� Oracle Single Sign-On

� Oracle Access Manager

これらの各トポロジには、Web 層、アプリケーション層およびデータ層が含ま

れています。3 つの層はファイアウォールで分離されています。

『Oracle Application Server エンタープ

ライズ・デプロイメント・ガイド』の
「mySOACompany」

高可用性トポロジ高可用性トポロジ高可用性トポロジ高可用性トポロジ

複数の中間層インスタンスで同じコンテンツを提供する OracleAS Cluster 構
成。ロード・バランサにより、リクエストがアクティブなインスタンス間で均
等に分散されます。

6.2 項「アクティブ - アクティブ・トポ

ロジの作成」

複数の中間層インスタンスで同じコンテンツを提供するが、常に 1 つのインス

タンスのみがアクティブである Oracle Application Server Cold Failover 
Cluster 構成。

6.3 項「アクティブ - パッシブ・トポロ

ジの作成」

スタンバイ・サイトが本番サイトをミラーリングする OracleAS Disaster 
Recovery 構成。正常動作時には、本番サイトがすべてのリクエストを処理し

ます。本番サイトが停止すると、スタンバイ・サイトが引き継ぎ、すべてのリ
クエストを処理します。

6.4 項「OracleAS Disaster Recovery 構

成の作成」

BPEL、ESB、BAM および OWSM を含む Oracle SOA Suite コンポーネントの

高可用性ソリューション。

『Oracle Application Server 高可用性ガ

イド』の Oracle SOA Suite の高可用性

に関する項

既存の既存の既存の既存の 9.0.4 またはまたはまたはまたは 10.1.2 環境の環境の環境の環境の 10.1.3.1.0 中間層中間層中間層中間層

10.1.2 Oracle HTTP Server: 一方に 10g リリース 2（10.1.2）Oracle HTTP 
Server および OracleAS Web Cache コンポーネントを含み、もう一方に 10g リ

リース 3（10.1.3.1.0）OC4J インスタンスを含む 2 つの中間層。Oracle HTTP 
Server および OracleAS Web Cache は、J2EE and Web Cache 中間層インス

トールの一部としてインストールされます。

『Oracle Application Server 管理者ガイ

ド』の「Oracle Application Server 
10.1.3 での Oracle Application Server 
10.1.2 の構成」

表表表表 1-3 基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能（続き）（続き）（続き）（続き）

トポロジトポロジトポロジトポロジ 参照先参照先参照先参照先
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推奨されるトポロジ
この項の後半では、Oracle HTTP Server および OC4J インスタンスをインストールするための
推奨トポロジについて説明していきます。内容は次のとおりです。

� 1.3.1 項「スタンドアロンの OC4J インスタンスのインストール」

� 1.3.2 項「統合された Web サーバーおよび OC4J 中間層のインストール」

� 1.3.3 項「SOA 管理インスタンスのインストール」

� 1.3.4 項「J2EE サーバーおよび SOA スイートのインストール」

� 1.3.5 項「J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストール」

� 1.3.6 項「J2EE サーバー、SOA スイートおよびリモートの Oracle HTTP Server のインス
トール」

� 1.3.7 項「J2EE サーバー、個別の SOA アプリケーションおよびリモートの Oracle HTTP 
Server のインストール」

� 1.3.8 項「複数の SOA 中間層およびリモートの Oracle HTTP Server のインストール」

1.3.1 スタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンの OC4J インスタンスのインストールインスタンスのインストールインスタンスのインストールインスタンスのインストール
図 1-1 は、スタンドアロンの OC4J インスタンスをインストールするトポロジを示しています。
このトポロジは、J2EE 開発者に適しています。

図図図図 1-1 スタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンの OC4J インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

10.1.4 またはまたはまたはまたは 10.1.2 OracleAS Infrastructure: 10g（10.1.4）または 10g リリース

2（10.1.2）Oracle Identity Management を使用する 10g リリース 3（10.1.3.1.0）
中間層インスタンス。このトポロジでは、次の場合、10g リリース 3
（10.1.3.1.0）中間層インスタンスと新しい 10g（10.1.4）または 10g リリース 2
（10.1.2）Oracle Identity Management との関連付けもサポートされます。

� 新しいホストへ移行する

� フェイルオーバー環境を作成する

『Oracle Application Server 管理者ガイ

ド』の 10.1.4 および 10.1.2 の Oracle 
Identity Management を使用するため

のインスタンスの構成に関する項

『Oracle Application Server 管理者ガイ

ド』の新しいホストへの 10.1.4 または

10.1.2 Identity Management の移動に関

する項

10.1.2 OracleAS Web Cache インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス :10g リリース 3（10.1.3.1.0）中間層

のリバース・プロキシとして動作する単一の 10g リリース 2（10.1.2）
OracleAS Web Cache。この中間層には、Oracle HTTP Server と統合された

OC4J インスタンスが含まれます。

『Oracle Application Server 管理者ガイ

ド』の「リバース・プロキシとしての
10.1.2 OracleAS Web Cache の構成」

10.1.2 OracleAS Web Cache クラスタクラスタクラスタクラスタ :10g リリース 3（10.1.3.1.0）中間層のリ

バース・プロキシを提供するクラスタとして構成された複数の 10g リリース 2
（10.1.2）OracleAS Web Cache。この中間層には、Oracle HTTP Server と統合

された OC4J インスタンスが含まれます。

『Oracle Application Server 管理者ガイ

ド』の「リバース・プロキシとしての
10.1.2 OracleAS Web Cache の構成」

表表表表 1-3 基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能基本インストールと拡張インストールの機能（続き）（続き）（続き）（続き）

トポロジトポロジトポロジトポロジ 参照先参照先参照先参照先
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推奨されるトポロジ
要件要件要件要件

この要件は、第 2 章「要件」に示したものと同じです。

インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

5.2.4 項「J2EE サーバーのインストール」で説明しているとおりに、J2EE サーバーの拡張イン
ストールを実行します。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行し
ます。

� 「管理 (Administration) 設定」画面で、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」は選択しませ
ん。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP Server
からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」は選択しません。

1.3.2 統合された統合された統合された統合された Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび OC4J 中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール
図 1-2 に示されているように、拡張インストール・モードの「J2EE サーバーと Web サーバー」
インストール・タイプでは、Oracle HTTP Server と OC4J 中間層インスタンスが同じ Oracle
ホームに統合されます。このトポロジは、J2EE 開発者に適していますが、SOA スイートは管理
できません。

図図図図 1-2 統合された統合された統合された統合された Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび OC4J 中間層中間層中間層中間層

要件要件要件要件

この要件は、第 2 章「要件」に示したものと同じです。

インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

5.2.3 項「J2EE サーバーおよび Web サーバーのインストール」で説明しているとおりに、J2EE
サーバーおよび Web サーバーの拡張インストールを実行します。インストール時、表示される
メッセージに従って、次の手順を実行します。

� 「管理 (Administration) 設定」画面で、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」は選択しませ
ん。
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推奨されるトポロジ
1.3.3 SOA 管理インスタンスのインストール管理インスタンスのインストール管理インスタンスのインストール管理インスタンスのインストール
このトポロジは、前述の 1.3.2 項の例に類似しています。前述のとおり、このトポロジでは、
Oracle HTTP Server と OC4J 中間層インスタンスが同じ Oracle ホームに統合されますが、図
1-3 に示されているように、このトポロジには Application Server Control および Java Single 
Sign-On も含まれます。このトポロジは、SOA スイートの管理に適しています。

図図図図 1-3 SOA 管理インスタンス管理インスタンス管理インスタンス管理インスタンス

要件要件要件要件

この要件は、第 2 章「要件」に示したものと同じです。

インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

5.2.3 項「J2EE サーバーおよび Web サーバーのインストール」で説明しているとおりに、J2EE
サーバーおよび Web サーバーの拡張インストールを実行します。インストール時、表示される
メッセージに従って、次の手順を実行します。

� 「管理 (Administration) 設定」画面で、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択しま
す。
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推奨されるトポロジ
1.3.4 J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートのインストールスイートのインストールスイートのインストールスイートのインストール
図 1-4 に示されているように、基本インストール・モードでは、SOA スイート、OC4J 中間層
インスタンスおよび Oracle Database Lite が同じ Oracle ホームに統合されます。このトポロジ
は、SOA 開発者に適しています。

図図図図 1-4 J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートスイートスイートスイート

要件要件要件要件

この要件は、第 2 章「要件」に示したものと同じです。

インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

4.2 項「基本インストールの手順」で説明しているとおりに、基本インストールを実行します。
1-8 Oracle Application Server インストレーション・ガイド



推奨されるトポロジ
1.3.5 J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートのインストールスイートのインストールスイートのインストールスイートのインストール
図 1-5 に示されているように、拡張インストール・モードの「J2EE サーバー、Web サーバーお
よび SOA スイート」インストール・タイプでは、SOA スイート、Oracle HTTP Server および
OC4J 中間層インスタンスが同じ Oracle ホームに統合されます。このトポロジは、SOA 開発者
に適しています。

図図図図 1-5 J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートスイートスイートスイート

要件要件要件要件

この要件は、第 2 章「要件」に示したものと同じです。

インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

5.2.2 項「J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストール」で説明している
とおりに、J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートの拡張インストールを実行しま
す。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行します。

� 「管理 (Administration) 設定」画面で、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択しま
す。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP Server
からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」は選択しません。
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推奨されるトポロジ
1.3.6 J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、SOA スイートおよびリモートのスイートおよびリモートのスイートおよびリモートのスイートおよびリモートの Oracle HTTP Server のののの
インストールインストールインストールインストール

図 1-6 は、一方のコンピュータに Oracle HTTP Server、もう一方のコンピュータに OC4J イン
スタンスおよび SOA スイートをインストールするトポロジを示しています。インストール後、
ノードの動的検出を使用してこれらのインスタンスをクラスタ化します。このトポロジでは、
Oracle HTTP Server から OC4J にリクエストをルーティングしたり、アプリケーションをデプ
ロイする際の新しいアプリケーション・バインドについて OC4J から Oracle HTTP Server に動
的に通知したりできます。また、このトポロジは、柔軟性および拡張性も備えています。

図図図図 1-6 J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、SOA スイートおよびリモートのスイートおよびリモートのスイートおよびリモートのスイートおよびリモートの Oracle HTTP Server が含まれているが含まれているが含まれているが含まれている

クラスタクラスタクラスタクラスタ

要件要件要件要件

この要件は、第 2 章「要件」に示したものと同じです。
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推奨されるトポロジ
インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

このトポロジをインストールするには、次の手順を実行します。

1. 最初の中間層として、Web サーバー・インスタンスをインストールします。

5.2.5 項「Web サーバーのインストール」で説明しているとおりに、Web サーバーの拡張イ
ンストールを実行します。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を
実行します。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの Oracle HTTP Server インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle 
Application Server クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成」を選択し、クラスタの検出アドレス
を指定します。指定するマルチキャスト・アドレスは、224.0.1.0～
239.255.255.255の有効なアドレス範囲内である必要があります。

このページで入力したアドレスとポートをメモしておきます。これらの値は、この後
の手順で必要になります。

� Oracle HTTP Server インスタンスのホスト名とポートをメモしておきます。これらの
値は、この後の手順で必要になります。

2. 2 つ目の中間層として、J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートインスタンス
をインストールします。

5.2.2 項「J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストール」で説明して
いるとおりに、J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートの拡張インストールを
実行します。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行します。

� 「管理 (Administration) 設定」画面で、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択し
ます。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP 
Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」を選択します。前述の手順 1 でインストールした中間層のホス
ト名とポートを指定します。

同じ画面で、「このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジの
一部として構成一部として構成一部として構成一部として構成」を選択し、前述の手順 1 で指定したクラスタ検出アドレスと同じク
ラスタ検出アドレスを指定します。

3. Java Single Sign-On を構成します。インストールした 2 つ目の Oracle Application Server
インスタンス（図 1-6 の Oracle_Home2）で次の手順を実行します。

a. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソールにアクセスしま
す。

b. 「管理」セクションにスクロールし、「Java SSO 構成構成構成構成」をクリックします。

「Java SSO 構成」ページが表示されます。

c. 「関連アプリケーション関連アプリケーション関連アプリケーション関連アプリケーション」をクリックします。

アプリケーションが表示されます。

d. 次のアプリケーションのチェック・ボックスをクリックして、Java SSO を有効にしま
す。

– orabpel（Oracle BPEL Process Manager 用）

– esb-dt（Oracle Enterprise Service Bus 用）

– ccore（Oracle Web Services Manager 用）

– ascontrol（Application Server Control コンソール用）

e. 「適用適用適用適用」をクリックします。

SSO 構成が完了し、インスタンスの再起動後に有効になることを示す確認メッセージ
が表示されます。

f. 「再起動再起動再起動再起動」をクリックします。

確認メッセージが表示されます。
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推奨されるトポロジ
g. 「はいはいはいはい」をクリックします。

インスタンスが再起動されます。

h. OWSM 用の JSSO を構成するには、次の手順を実行します。

– ORACLE_HOME¥owsm¥binにナビゲートします。

– ORACLE_HOME¥owsm¥bin¥install.propertiesファイルを編集して、
install.sso.supportプロパティを trueに設定します。

– 次のコマンドを実行します。

C:¥> wsmadmin.bat deploy password console

前述のコマンドで、passwordは、OC4J 管理者のパスワードです。

i. 『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の第 8 章の Oracle Identity 
Management セキュリティ・プロバイダの使用手順に関する項および Oracle Identity 
Management を使用した認証方式の設定に関する項の説明に従って、OID セキュリ
ティ・プロバイダを使用して owsm コンソール・アプリケーションを再構成します。

1.3.7 J2EE サーバー、個別のサーバー、個別のサーバー、個別のサーバー、個別の SOA アプリケーションおよびリモートのアプリケーションおよびリモートのアプリケーションおよびリモートのアプリケーションおよびリモートの Oracle 
HTTP Server のインストールのインストールのインストールのインストール

このトポロジは、前述の 1.3.6 項の例に類似しています。前述のとおり、このトポロジでは、1
つのホームに Oracle HTTP Server、別の Oracle ホームに OC4J および SOA アプリケーション
が含まれています。前述の例と異なり、図 1-7 に示されているように、SOA アプリケーション
は分離されており、それぞれに独自の OC4J インスタンスが存在します。

図図図図 1-7 J2EE サーバー、個別のサーバー、個別のサーバー、個別のサーバー、個別の SOA アプリケーションおよびリモートのアプリケーションおよびリモートのアプリケーションおよびリモートのアプリケーションおよびリモートの Oracle HTTP Server がががが
含まれているクラスタ含まれているクラスタ含まれているクラスタ含まれているクラスタ
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推奨されるトポロジ
要件要件要件要件

この要件は、第 2 章「要件」に示したものと同じです。

インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

このトポロジをインストールするには、次の手順を実行します。

1. 最初の中間層として、Web サーバー・インスタンスをインストールします。

5.2.5 項「Web サーバーのインストール」で説明しているとおりに、Web サーバーの拡張イ
ンストールを実行します。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を
実行します。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの Oracle HTTP Server インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle 
Application Server クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成」を選択し、クラスタの検出アドレス
を指定します。指定するマルチキャスト・アドレスは、224.0.1.0～
239.255.255.255の有効なアドレス範囲内である必要があります。

このページで入力したアドレスとポートをメモしておきます。これらの値は、この後
の手順で必要になります。

� Oracle HTTP Server インスタンスのホスト名とポートをメモしておきます。これらの
値は、この後の手順で必要になります。

2. 2 つ目の中間層として、J2EE サーバーインスタンスをインストールします。

5.2.4 項「J2EE サーバーのインストール」で説明しているとおりに、J2EE サーバーの拡張
インストールを実行します。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順
を実行します。

� 「管理 (Administration) 設定」画面で、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択し
ます。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP 
Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」を選択します。

同じ画面で、「このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジの
一部として構成一部として構成一部として構成一部として構成」を選択し、前述の手順 1 で指定したクラスタ検出アドレスと同じク
ラスタ検出アドレスを指定します。

3. 図 1-7 に示されているように、Oracle_Home2 の各 SOA アプリケーションに対して OC4J
インスタンスを作成する必要があります。次の手順を使用して、SOA アプリケーションに
対して次の OC4J インスタンスを作成します。

� OC4J_BPEL

� OC4J_ESB

� OC4J_WSM

a. インストール中に設定したパスワードを使用して、Application Server Control コン
ソールにログインします。

「クラスタ・トポロジクラスタ・トポロジクラスタ・トポロジクラスタ・トポロジ」ページが表示されます。

b. Oracle_Home2 のアプリケーション・サーバー・インスタンスの「メンバーメンバーメンバーメンバー」リスト
にあるリンクをクリックします。

そのインスタンスの「アプリケーション・サーバー」ページが表示され、「システム・
コンポーネント」リストに Admin OC4J インスタンスが表示されます。

c. 「OC4J インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成」をクリックします。

「OC4J インスタンスの作成」ページが表示されます。

d. 「OC4J インスタンス名」フィールドに OC4J_BPELと入力します。グループのデフォ
ルトはそのままにして、インスタンスを起動するボックスを選択します。
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推奨されるトポロジ
e. 「作成作成作成作成」をクリックします。

メッセージとともに「処理中」画面が表示された後、新しいインスタンス、およびイ
ンスタンスが作成されてグループに追加されたことを示す確認メッセージとともに

「アプリケーション・サーバーアプリケーション・サーバーアプリケーション・サーバーアプリケーション・サーバー」ページが表示されます。

f. 「OC4J_BPEL」インスタンスをクリックします。

「OC4J」ページが表示されます。

g. 「管理管理管理管理」をクリックします。

「管理タスク」表が表示されます。

h. 「プロパティ」リスト内の「サーバー・プロパティ」の「タスクに移動タスクに移動タスクに移動タスクに移動」をクリックし
ます。

「サーバー・プロパティ」ページが表示されます。

i. デフォルト Web サイトの未使用の AJP ポートを指定し、「適用適用適用適用」をクリックします。
次のコマンドを実行して AJP ポートの状態を確認できます。

netstat -an

AJP ポートの範囲は、12501 ～ 12600 です。

ステータス・メッセージとともに「処理中」画面が表示され、確認メッセージが表示
されます。

j. OC4J_ESBおよび OC4J_WSMインスタンスに対して、手順 a ～ i を繰り返し、その範
囲から各インスタンスに異なる一意のポートを割り当てます。

k. Oracle_Home2 で次のコマンドを実行します。

C:¥> ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl stopall
C:¥> ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl startall

4. Oracle_Home2 に SOA アプリケーションをデプロイします。

a. Oracle BPEL Process Manager（10.1.3.1.0）CD を使用して BPEL をインストールしま
す。『Oracle BPEL Process Manager インストレーション・ガイド』の手順に従います。

インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行します。

– 「OC4J インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名」に「OC4J_BPEL」を指定します。

– 「HTTP のホストのホストのホストのホスト : ポートポートポートポート」フィールドに、前述の手順 1 でインストールした中間
層のホスト名とポートを指定します。

b. Oracle Enterprise Bus（10.1.3.1.0）CD を使用して ESB をインストールします。
『Oracle Enterprise Service Bus インストレーション・ガイド』の手順に従います。

インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行します。

– 「OC4J インスタンス名」に「OC4J_ESB」を選択します。

– 送信 HTTP プロキシとして、手順 1 でインストールした中間層のホスト名とポー
トを指定します。

c. Oracle Web Services Manager（10.1.3.1.0）CD を使用して OWSM をインストールしま
す。『Oracle Web Services Manager インストレーション・ガイド』の手順に従います。

インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行します。

– 「OC4J インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名」に「OC4J_WSM」を指定します。

– 「HTTP のホストのホストのホストのホスト : ポートポートポートポート」フィールドに、前述の手順 1 でインストールした中間
層のホスト名とポートを指定します。
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推奨されるトポロジ
5. Java Single Sign-On を構成します。インストールした 2 つ目の Oracle Application Server
インスタンス（図 1-7 の Oracle_Home2）で次の手順を実行します。

a. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソールにアクセスしま
す。

b. 「管理」セクションにスクロールし、「Java SSO 構成構成構成構成」をクリックします。

「Java SSO 構成」ページが表示されます。

c. 「関連アプリケーション関連アプリケーション関連アプリケーション関連アプリケーション」をクリックします。

アプリケーションが表示されます。

d. 次のアプリケーションのチェック・ボックスをクリックして、Java SSO を有効にしま
す。

– orabpel（Oracle BPEL Process Manager 用）

– esb-dt（Oracle Enterprise Service Bus 用）

– ccore（Oracle Web Services Manager 用）

– ascontrol（Application Server Control コンソール用）

e. 「適用適用適用適用」をクリックします。

SSO 構成が完了し、インスタンスの再起動後に有効になることを示す確認メッセージ
が表示されます。

f. 「再起動再起動再起動再起動」をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

g. 「はいはいはいはい」をクリックします。

インスタンスが再起動されます。

h. OWSM 用の JSSO を構成するには、次の手順を実行します。

– ORACLE_HOME¥owsm¥binにナビゲートします。

– ORACLE_HOME¥owsm¥bin¥install.propertiesファイルを編集して、
install.sso.supportプロパティを trueに設定します。

– 次のコマンドを実行します。

C:¥> wsmadmin.bat deploy password console

前述のコマンドで、passwordは、OC4J 管理者のパスワードです。

i. 『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の第 8 章の Oracle Identity 
Management セキュリティ・プロバイダの使用手順に関する項および Oracle Identity 
Management を使用した認証方式の設定に関する項の説明に従って、OID セキュリ
ティ・プロバイダを使用して owsm コンソール・アプリケーションを再構成します。
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推奨されるトポロジ
1.3.8 複数の複数の複数の複数の SOA 中間層およびリモートの中間層およびリモートの中間層およびリモートの中間層およびリモートの Oracle HTTP Server のインストールのインストールのインストールのインストール
このトポロジは、1.3.6 項の例に基づいて構築されます。図 1-8 に示されているように、このト
ポロジでは、OC4J インスタンスおよび SOA スイートがさらに追加されます。このクラスタ・
トポロジでは、1 つのコンピュータに Oracle HTTP Server をインストールし、2 つの異なるコ
ンピュータに OC4J インスタンスおよび SOA スイート・インスタンスをインストールして、ク
ラスタ設定を指定します。OC4J インスタンスの 1 つを、Application Server Control コンソー
ルを実行するための管理 OC4J インスタンスとして指定し、 この Application Server Control コ
ンソールのインスタンスから両方の OC4J インスタンスを管理します。

図図図図 1-8 複数の複数の複数の複数の SOA 中間層およびリモートの中間層およびリモートの中間層およびリモートの中間層およびリモートの Oracle HTTP Server が含まれているクラスタが含まれているクラスタが含まれているクラスタが含まれているクラスタ

要件要件要件要件

この要件は、第 2 章「要件」に示したものと同じです。
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推奨されるトポロジ
インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

このトポロジをインストールするには、次の手順を実行します。

1. 最初の中間層として、Web サーバー・インスタンスをインストールします。

5.2.5 項「Web サーバーのインストール」で説明しているとおりに、Web サーバーの拡張イ
ンストールを実行します。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を
実行します。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの Oracle HTTP Server インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle 
Application Server クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成」を選択し、クラスタの検出アドレス
を指定します。指定するマルチキャスト・アドレスは、224.0.1.0～
239.255.255.255の有効なアドレス範囲内である必要があります。

このページで入力したアドレスとポートをメモしておきます。これらの値は、この後
の手順で必要になります。

� Oracle HTTP Server インスタンスのホスト名とポートをメモしておきます。これらの
値は、この後の手順で必要になります。

2. 2 つ目の中間層として、J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートインスタンス
をインストールします。

5.2.2 項「J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストール」で説明して
いるとおりに、J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートの拡張インストールを
実行します。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行します。

� 「管理 (Administration) 設定」画面で、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択し
ます。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP 
Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」を選択します。前述の手順 1 でインストールした中間層のホス
ト名とポートを指定します。

同じ画面で、「このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジの
一部として構成一部として構成一部として構成一部として構成」を選択し、前述の手順 1 で指定したクラスタ検出アドレスと同じク
ラスタ検出アドレスを指定します。

3. 3 つ目の中間層として、J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートインスタンス
をインストールします。

5.2.2 項「J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストール」で説明して
いるとおりに、J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートの拡張インストールを
実行します。インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行します。

� 「管理 (Administration) 設定」画面で、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」は選択し
ません。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP 
Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」を選択します。前述の手順 1 でインストールした中間層のホス
ト名とポートを指定します。

同じ画面で、「このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジのクラスタ・トポロジの
一部として構成一部として構成一部として構成一部として構成」を選択し、前述の手順 1 で指定したクラスタ検出アドレスと同じク
ラスタ検出アドレスを指定します。
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推奨されるトポロジ
4. Java Single Sign-On を構成します。インストールした 2 つ目の Oracle Application Server
インスタンス（図 1-8 の Oracle_Home2）で次の手順を実行します。

a. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソールにアクセスしま
す。

b. 「管理」セクションにスクロールし、「Java SSO 構成構成構成構成」をクリックします。

「Java SSO 構成」ページが表示されます。

c. 「関連アプリケーション関連アプリケーション関連アプリケーション関連アプリケーション」をクリックします。

アプリケーションが表示されます。

d. 次のアプリケーションのチェック・ボックスをクリックして、Java SSO を有効にしま
す。

– orabpel（Oracle BPEL Process Manager 用）

– esb-dt（Oracle Enterprise Service Bus 用）

– ccore（Oracle Web Services Manager 用）

– ascontrol（Application Server Control コンソール用）

e. 「適用適用適用適用」をクリックします。

SSO 構成が完了し、インスタンスの再起動後に有効になることを示す確認メッセージ
が表示されます。

f. 「再起動再起動再起動再起動」をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

g. 「はいはいはいはい」をクリックします。

インスタンスが再起動されます。

h. OWSM 用の JSSO を構成するには、次の手順を実行します。

– ORACLE_HOME¥owsm¥binにナビゲートします。

– ORACLE_HOME¥owsm¥bin¥install.propertiesファイルを編集して、
install.sso.supportプロパティを trueに設定します。

– 次のコマンドを実行します。

C:¥> wsmadmin.bat deploy password console

前述のコマンドで、passwordは、OC4J 管理者のパスワードです。

i. 『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の第 8 章の Oracle Identity 
Management セキュリティ・プロバイダの使用手順に関する項および Oracle Identity 
Management を使用した認証方式の設定に関する項の説明に従って、OID セキュリ
ティ・プロバイダを使用して owsm コンソール・アプリケーションを再構成します。
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要件要件要件要件

Oracle Application Server をインストールする前に、使用するコンピュータがこの章で説明し
ている要件を満たしていることを確認してください。

表表表表 2-1 この章の内容この章の内容この章の内容この章の内容

項項項項 説明説明説明説明

2.1 項「最新の Oracle Application Server のハー

ドウェアとソフトウェア要件を取得する
OracleMetaLink の使用」

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の最新の要件を

検索する方法について説明します。

2.2 項「システム要件」 サポートされているオペレーティング・システム、プロセッサ速度、
メモリー、ディスク領域、仮想メモリーなどの要件を示します。

2.3 項「Windows システム・ファイル

（wsf.exe）」
wsf.exeを実行して Windows システム・ファイルを更新する方法に

ついて説明します。インストーラによって、更新するように求められ
た場合にのみ該当します。

2.4 項「ポート」 デフォルト・ポート以外のポートを使用するようにコンポーネントを
構成する方法について説明します。

2.5 項「オペレーティング・システム・ユー

ザー」

インストールを実行するユーザーが Administrators グループに所属

していることを確認する方法について説明します。

2.6 項「データベースの要件」 SOA アプリケーションで使用されるデータベースの要件について説

明します。

2.7 項「データベース・スキーマのインストー

ル」

Oracle データベースへの ORABPEL、ORAESBおよび ORAWSMデータ

ベース・スキーマのインストール方法について説明します。

2.8 項「環境変数」 インストールに必要な環境変数を設定または設定解除する方法につい
て説明します。

2.9 項「ネットワーク関連項目」 Oracle Application Server をリモート・コンピュータにインストール

したり、DHCP を使用するコンピュータにインストールしたり、ネッ

トワークに接続されていないコンピュータにインストールするなどの
ネットワークの問題について説明します。

2.10 項「インストーラにより実行される前提条

件チェック」

Oracle ホーム名の長さや、Oracle ホーム・ディレクトリに別の

Oracle 製品がすでにインストールされているかどうかなど、インス

トーラによってチェックされる項目を示します。
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最新の Oracle Application Server のハードウェアとソフトウェア要件を取得する OracleMetaLink の使用
2.1 最新の最新の最新の最新の Oracle Application Server のハードウェアとソフトウェアのハードウェアとソフトウェアのハードウェアとソフトウェアのハードウェアとソフトウェア
要件を取得する要件を取得する要件を取得する要件を取得する OracleMetaLink の使用の使用の使用の使用

このマニュアルに含まれる Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のハードウェ
アとソフトウェア要件は、このマニュアルが作成された時点では正確でした。ハードウェアお
よびソフトウェア要件の最新情報については、OracleMetaLink を参照してください。

http://metalink.oracle.com/

OracleMetaLink にログインした後、「Certify」をクリックします。表示された Web ページか
ら、製品、プラットフォーム、製品の可用性ごとに、最新の動作保証リストを閲覧できます。

2.2 システム要件システム要件システム要件システム要件
表 2-2 に、Oracle Application Server を実行するためのシステム要件を示します。インストーラ
により、この要件の多くがインストール・プロセス開始時にチェックされ、満たされていない
要件がある場合には警告されます。ユーザーはインストーラによってチェックされない要件の
みを確認して時間を節約できます。インストーラによりチェックされない要件については、表
2-2 を参照してください。

また、次に示す setup.exeコマンドを実行すると、実際にインストールを行わずに、インス
トーラによるシステム・チェックのみを実行することもできます。setup.exeコマンドは、
Oracle Application Server の CD-ROM（Disk 1）または DVD-ROM（application_server
ディレクトリ）にあります。

CD-ROM の場合（E: が CD-ROM ドライブであると想定します）:

E:¥> setup.exe -executeSysPrereqs

DVD-ROM の場合（E: が DVD-ROM ドライブであると想定します）:

E:¥> cd application_server
E:¥application_server> setup.exe -executeSysPrereqs

結果はログ・ファイルに書き込まれると同時に、画面にも表示されます。実行されるチェック
の種類の詳細は、2.10 項「インストーラにより実行される前提条件チェック」を参照してくだ
さい。

表表表表 2-2 システム要件システム要件システム要件システム要件

項目項目項目項目 要件要件要件要件

オペレーティング・
システム

Microsoft Windows 2000 Service Pack 3 以上

Microsoft Windows Server 2003（32-bit）Service Pack 1 以上

Microsoft Windows Server 2003 リリース 2

Microsoft Windows XP Professional Service Pack 2 以上

Windows XP Service Pack 2 を実行している場合は、OracleMetaLink のサイト

（http://metalink.oracle.com）のドキュメント ID 280874.1 を参照してください。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : あり

注意注意注意注意 : Oracle Application Server は、ターミナル・サービスを含む Windows オペレーティング・

システムにインストールできます。ただし、ターミナル・サービスのリモート・クライアントか
ら Oracle Application Server をインストールまたは制御できません。
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システム要件
64 ビットの動作保証 Oracle Application Server for Windows の 32 ビット版は、Intel x86、AMD64 および Intel 
EM64T プロセッサで動作します。詳細は、OracleMetaLink

（http://metalink.oracle.com）を参照してください。

次の 64 ビットのオペレーティング・システムがサポートされています。

� Microsoft Windows XP Professional x64 Edition

� Microsoft Windows Server 2003, Standard x64 Edition

� Microsoft Windows Server 2003, Enterprise x64 Edition

� Microsoft Windows Server 2003, Datacenter x64 Edition

ネットワーク Oracle Application Server は、ネットワークに接続されているコンピュータまたは接続されてい

ないコンピュータ（スタンドアロン・コンピュータ）にインストールできます。

Oracle Application Server をスタンドアロン・コンピュータにインストールする場合、インス

トール後にそのコンピュータをネットワークに接続できます。コンピュータをネットワークに接
続する際、いくつかの構成作業を実行する必要があります（詳細は、『Oracle Application Server
管理者ガイド』を参照）。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : なし

IP Oracle Application Server は、静的 IP または DHCP ベースの IP を使用するコンピュータにイン

ストールできます。

注意注意注意注意 :

� DHCP 接続のコンピュータにインストールする場合の追加の要件については、2.9.1 項

「DHCP 接続のコンピュータへのインストール」を参照してください。

� 静的 IP を持つコンピュータにインストールして、Oracle Application Server をオンラインま

たはオフラインで実行可能にする場合の追加の要件については、2.9.5 項「後でネットワー

クから切断する、静的 IP を持つコンピュータへのインストール」を参照してください。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : なし

ホスト名 ホスト名は 255 文字以下にする必要があります。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : なし

プロセッサ速度 300MHz 以上の Intel Pentium プロセッサを推奨

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : あり

メモリー 512MB

注意注意注意注意 :

� インストーラによってコンピュータのメモリーの容量がチェックされ、コンピュータが最小
メモリー要件を満たしていない場合は、警告されます。

� これらは、Oracle Application Server をインストールして実行するのに必要な最小値です。

ほとんどの本番サイトでは 1 GB 以上の物理メモリー構成が必要です。通信量の多いサイト

では、メモリーをさらに増やすことによってパフォーマンスを向上させることができます。
Java アプリケーションで増量したメモリーを活用するには、OC4J プロセスに割り当てられ

た最大ヒープを増やすか、OC4J プロセスを追加構成する必要があります。詳細は、『Oracle 
Application Server パフォーマンス・ガイド』を参照してください。

� 実際のインストールに最適なメモリーの容量を決定するには、サイトの負荷テストを行うの
が最善です。アプリケーションや利用パターンによって、リソースの要件は大幅に異なるこ
とがあります。また、メモリーを監視するオペレーティング・システムのユーティリティで
は、共有メモリーを示すなどの理由で、メモリー使用を実際より多く報告するものもありま
す。メモリー要件を決定するには、負荷テストの際に、物理メモリーの追加によるパフォー
マンスの向上を監視することをお薦めします。メモリーおよびプロセッサ・リソースをテス
ト用に構成する方法は、各プラットフォーム・ベンダーのドキュメントを参照してくださ
い。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : あり

表表表表 2-2 システム要件システム要件システム要件システム要件（続き）（続き）（続き）（続き）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
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ファイル・システム・
タイプ

NTFS にはファイルに対する権限の制限を設定するなどのセキュリティ機能が含まれているた

め、FAT32 または FAT ファイル・システム・タイプよりも NTFS の使用をお薦めします。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : なし

ディスク領域 � 基本インストール（J2EE サーバーおよび Oracle SOA Suite）: 800MB

� 拡張インストール（J2EE サーバー、Web サーバーおよび Oracle SOA Suite）: 875MB

� 拡張インストール（J2EE サーバーおよび Web サーバー）: 500MB

� 拡張インストール（J2EE サーバー）: 475MB

� 拡張インストール（Web サーバー）: 325MB

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : あり

TEMP ディレクトリ

内の領域

インストーラの実行には 80MB 必要ですが、Oracle Application Server のインストールには

150MB を必要とします。

TEMP ディレクトリに十分な空き領域がない場合は、環境変数 TMP を設定することにより、別

のディレクトリを指定できます。詳細は、2.8.4 項「TEMP」を参照してください。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : あり

総ページング・ファ
イル・サイズ（仮想
メモリー）

512MB の仮想メモリー

OracleAS Clusters を使用する場合は、1GB 以上に設定することをお薦めします。

本番環境では、仮想メモリーを 1GB 以上に設定することをお薦めします。

総ページング・ファイル・サイズ（仮想メモリー）を表示および変更するには、次の手順を実行
します。

Windows 2000 の場合の場合の場合の場合 :

1. 「スタートスタートスタートスタート」→「設定設定設定設定」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」→「システムシステムシステムシステム」を選択します。

2. 「詳細詳細詳細詳細」タブを選択します。

3. 「パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス オプションオプションオプションオプション」をクリックします。

4. 「変更変更変更変更」をクリックして、仮想メモリーの設定を表示および変更します。

Windows XP/Windows 2003 の場合の場合の場合の場合 :

1. 「システムのプロパティ」コントロール・パネルを表示します。

Windows XP の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」を選択し、「システムシステムシステムシステム」をダ

ブルクリックします。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」→「システムシステムシステムシステム」を選択しま

す。

2. 「詳細詳細詳細詳細」タブを選択します。

3. 「パフォーマンス」セクションの「設定設定設定設定」をクリックします。

4. 「詳細詳細詳細詳細」タブを選択します。

5. 「変更変更変更変更」をクリックして、仮想メモリーの設定を表示および変更します。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : あり

モニター 256 色表示機能

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : あり

表表表表 2-2 システム要件システム要件システム要件システム要件（続き）（続き）（続き）（続き）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
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2.3 Windows システム・ファイル（システム・ファイル（システム・ファイル（システム・ファイル（wsf.exe））））

Oracle Application Server では、Windows システム・ディレクトリ（通常、
C:¥Windows¥system32または C:¥Winnt¥system32）の一部のシステム・ファイルに最低
限のバージョンが必要です。Oracle Application Server のインストーラを実行する際に、コン
ピュータの Windows システム・ファイルがチェックされます。これらの古いバージョンの
ファイルが検出され、そのファイルを他のプロセスが使用している場合は、インストーラを終
了して wsf.exeを実行し、最新の Windows システム・ファイルをインストールするように求
められます。（古いバージョンのファイルが検出されても、そのファイルを他のプロセスが使用
していない場合は、インストーラによってファイルが置き換えられるため、wsf.exeを実行す
る必要はありません。）

wsf.exeは、インストーラと同じディレクトリにあります。

wsf.exeを実行するには（インストーラによって要求された場合のみ）、次の手順を実行しま
す。

1. 次のコマンドを使用して wsf.exeを実行します。Oracle Universal Installer が起動され、
Windows システム・ファイルがインストールされます。

CD-ROM の場合（E: が CD-ROM ドライブであると想定します）:

E:¥> wsf.exe

DVD-ROM の場合（E: が DVD-ROM ドライブであると想定します）:

E:¥> cd application_server
E:¥> wsf.exe

サポートされるブラ
ウザ

Oracle Enterprise Manager 10g は、次のブラウザでサポートされています。

� Microsoft Internet Explorer 6.0 SP2（Microsoft Windows の場合のみ）

� Netscape 7.2

� Mozilla 1.7。Mozilla は http://www.mozilla.orgからダウンロードできます。

� Firefox 1.0.4。Firefox は http://www.mozilla.orgからダウンロードできます。

� Safari 1.2、2.0（Apple Macintosh コンピュータ）

サポートされるブラウザの最新のリストは、OracleMetaLink のサイト

（http://metalink.oracle.com）を参照してください。

インストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェックインストーラによるチェック : なし。ただし、サポートされないブラウザで Oracle Enterprise 
Manager 10g にアクセスすると、警告メッセージが表示されます。

注意注意注意注意 : この手順はインストーラによって求められた場合にのみ実行しま
す。

表表表表 2-2 システム要件システム要件システム要件システム要件（続き）（続き）（続き）（続き）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
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2. インストーラの画面に従います。

3. インストール時に「警告 : システムを再起動してください」という画面が表示されると、
インストーラによってコンピュータが再起動されます。再起動されない場合は、続行する
前にコンピュータを再起動します。

2.4 ポートポートポートポート
Oracle HTTP Server など、多くの Oracle Application Server コンポーネントではポートが使用
されます。インストーラにデフォルトのポート番号を割り当ててもらうことも、ユーザーが指
定したポート番号を使用することもできます。

� 2.4.1 項「エフェメラル・ポートの概要」

� 2.4.2 項「ポートが使用中かどうかの確認」

� 2.4.3 項「デフォルトのポート番号の使用」

� 2.4.4 項「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」

2.4.1 エフェメラル・ポートの概要エフェメラル・ポートの概要エフェメラル・ポートの概要エフェメラル・ポートの概要
エフェメラル・ポートは、オペレーティング・システムがサービスやプロセスに一時的に割り
当てることのできるポート番号です。従来、一部のサービスやプロセスには、永続的なポート
番号が割り当てられます。それ以外の場合は、割り当てられたポート番号の範囲からエフェメ
ラル・ポート番号が、一時的に（リクエストが完了するまでの期間）割り当てられます。

エフェメラル・ポートの範囲エフェメラル・ポートの範囲エフェメラル・ポートの範囲エフェメラル・ポートの範囲

Microsoft Windows でのエフェメラル・ポートの範囲は、1024 ～ 5000 です。

Windows では、この範囲の上限値のみ調整できます。他のほとんどのオペレーティング・シス
テムでは、エフェメラル・ポートのデフォルトの範囲が広く、範囲の上限と下限の両方を調整
できます。

Application Server プロセスの 1 つである Oracle HTTP Server SSL は、エフェメラル・ポート
の範囲内のポートを使用します。このプロセスは、必要なポートがクライアントで使用されて
いる場合に起動できません。

表表表表 2-3 Windows システム・ファイルのインストール画面システム・ファイルのインストール画面システム・ファイルのインストール画面システム・ファイルのインストール画面

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. ようこそ 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

2. ファイルの場所の指定 名前名前名前名前 : wsf の Oracle ホームの名前を入力します。

インストール先パスインストール先パスインストール先パスインストール先パス : 任意のフルパスを入力します。インストーラは、このフィールド

に入力された値に関係なく、適切なシステム・ディレクトリにファイルをインストー
ルします。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

3. 警告 : システムを再起動し

てください

この画面が表示された場合、インストーラはこのインストールの終わりにコンピュー
タを自動的に再起動して、Windows システム・ファイルのインストールを完了させま

す。コンピュータで実行しているアプリケーション（インストーラ以外）を保存して
閉じます。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

4. サマリー 「次へ次へ次へ次へ」をクリックして、Windows システム・ファイルのインストールを開始します。

5. インストール終了 「終了終了終了終了」をクリックして、インストーラを終了します。
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問題問題問題問題 : エフェメラル・ポートが競合しているためにコンポーネントを起動できないエフェメラル・ポートが競合しているためにコンポーネントを起動できないエフェメラル・ポートが競合しているためにコンポーネントを起動できないエフェメラル・ポートが競合しているためにコンポーネントを起動できない

まれに、必要なポートが使用不可なために Oracle Application Server プロセスを起動できない
場合があります。プロセスの起動が失敗するか、またはポートにバインドできないことがレ
ポートされる場合があります。この問題は一時的な場合があり、影響を受けたプロセスを後で
再起動すると、正常に起動する場合があります。

この問題の原因は、Oracle Application Server がデフォルトでエフェメラル・ポートの範囲内
のポート番号を使用することです。エフェメラル・ポートは通常、クライアント / サーバーの
TCP/IP 接続のクライアント側で使用されます。通常、クライアント・プロセスは接続のクラ
イアント側で使用されるポートの値と関係ないため、すべての TCP/IP 実装では、クライアン
ト側で使用するポート値の選択をオペレーティング・システムに依存させることができます。
オペレーティング・システムは、このタイプの各クライアント接続用のエフェメラル・ポート
の範囲から 1 つのポートを選択します。

一方、サーバー・プロセス（たとえば、Oracle Application Server プロセス）はエフェメラル・
ポートを使用できません。サーバー・プロセスでは、クライアントが常に同じサーバー・ポー
トに接続してサーバーと通信できるように、固定のポート値を使用する必要があります。

エフェメラル・ポートとのポートの競合は、Oracle Application Server プロセスがエフェメラ
ル・ポートの範囲内のポートを使用するように構成されている場合に発生します。Oracle 
Application Server プロセスが起動しようとすると、必要なポートがクライアント・プロセス

（オペレーティング・システムからエフェメラル・ポートを割り当てられたクライアント）に
よって使用されていることを検出します。このクライアントは、TCP/IP を介して通信可能な
コンピュータ上の任意のプロセスである可能性があります。Oracle Application Server プロセ
スは、必要なポートが使用不可である場合、起動に失敗します。

この問題は、他のオペレーティング・システムと比較して Microsoft Windows で頻繁に発生し
ます。これは、Windows で使用されるエフェメラル・クライアント接続用のポートの範囲が狭
いためです。

エフェメラル・ポートとの競合を回避する方法エフェメラル・ポートとの競合を回避する方法エフェメラル・ポートとの競合を回避する方法エフェメラル・ポートとの競合を回避する方法

エフェメラル・ポートとの競合を回避するには、次の方法があります。

� staticports.ini を使用して Oracle Application Server をインストールします。これによって、
Oracle Application Server コンポーネントがエフェメラル・ポートの範囲内のポートを使
用しなくなります。staticports.ini ファイルでは、1024 より小さいポート番号または 5000
より大きいポート番号を使用します。

詳細は、2.4.4 項「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照してくださ
い。

� Oracle Application Server をインストール済の場合、1024 より小さいポートまたは 5000 よ
り大きいポートを使用するようにコンポーネントを再構成できます。Application Server プ
ロセスが使用している現行のポートを変更する方法の詳細は、『Oracle Application Server
管理者ガイド』を参照してください。

� （この方法はインストール後に実行できます。）コンピュータでエフェメラル・ポートの範
囲を変更します。この方法は、前述の 2 つの方法がいずれも実行できない場合に実行して
ください。この方法では Windows のレジストリが変更され、コンピュータで実行するす
べての製品が影響を受けるため、この方法の優先順位は最も低くなります。

この方法を実行すると、エフェメラル・ポートの範囲が新しい範囲に変更されます。変更
を行う前に、コンピュータで使用しているいずれの製品（Oracle 製品および Oracle 以外の
製品）も、エフェメラル・ポートの範囲内の非エフェメラル・ポートを使用していないこ
とを確認する必要があります。使用している場合、その製品を新しい ReservedPorts の範
囲内（後述を参照）のポートに再配置する必要があります。このポートは、新しいエフェ
メラル・ポートの範囲の上限より大きいか、またはポート 1024 より小さくなります。
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このオプションを実施するには、次の手順を実行します。

– エフェメラル・ポートの範囲の上限値を大きくして、範囲のサイズを拡張します。

レジストリの MaxUserPort 値を 13000 ～ 65534 の範囲で設定します。MaxUserPort
は、エフェメラル・ポートの範囲の上限です

設定手順については、Microsoft Knowledge Base のアーティクル 196271
（http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;[LN];196271）
を参照してください。

– 新しく拡張したエフェメラル・ポートの範囲の一部を Oracle Application Server で使
用するために予約します。

レジストリの ReservedPorts 値を変更し、ポート 1024 ～ 8000 を Oracle Application 
Server 用に予約します。予約した範囲は、Oracle Application Server によって通常使
用されるポートの範囲に組み込まれます。

設定手順については、Microsoft Knowledge Base のアーティクル 812873
（http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;[LN];812873）
を参照してください。

– コンピュータを再起動して、変更を有効にします。

これらの手順を実行すると、1024 ～ 8000 のポートは Oracle Application Server 用に予約
され、8001 ～ 13000 のポートが新しいエフェメラル・ポートの範囲（MaxUserPort を
13000 に設定した場合）になります。予約した範囲は Oracle Application Server によって
通常使用されるポートの範囲に組み込まれ、エフェメラル・ポートの範囲は元のサイズと
同じになります。

2.4.2 ポートが使用中かどうかの確認ポートが使用中かどうかの確認ポートが使用中かどうかの確認ポートが使用中かどうかの確認
ポートが使用されているかどうかを確認するには、netstatコマンドを次のように実行しま
す。

C:¥> netstat -an | find "portnum"

ポート番号は、二重引用符で囲む必要があることに注意してください。

2.4.3 デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用
コンポーネントでデフォルトのポート番号を使用する場合は、特に何もする必要はありません。
デフォルトのポート番号および範囲のリストについては、付録 B「デフォルトのポート番号」
を参照してください。各コンポーネントに対し、ポート範囲内で 1 つ以上のポートが使用でき
ることを確認します。インストーラが空きポートを範囲内で検出できない場合、そのインス
トールは失敗します。

次の点に注意してください。

� インストーラは、デフォルト・ポートが他のアプリケーションによって使用されていない
場合にのみ、そのデフォルト・ポートをコンポーネントに割り当てます。デフォルト・
ポートが使用中である場合、インストーラは、そのコンポーネントに対してポート番号範
囲内の別のポートの割当てを試行します。たとえば、Oracle HTTP Server のデフォルトの
非 SSL ポートはポート 80 です。このポートが別のアプリケーションによって使用されてい
る場合、インストーラは 7777 ～ 7877 の範囲内のポートを割り当てます。

� インストーラは、servicesファイルでポートが使用中であるかどうかを確認しません。
以前のリリースでは、このファイルにポート番号が記載されていた場合、インストーラは
そのポート番号を割り当てませんでした。

servicesファイルは、C:¥%SystemRoot%¥system32¥drivers¥etcディレクトリに
格納されています。ここで %SystemRoot%は、Windows 2000 の場合は winnt、
Windows XP および Windows 2003 の場合は windowsです。
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2.4.4 カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）
インストーラがコンポーネントにカスタムのポート番号を割り当てるようにするには、次の手
順を実行します。

1. コンポーネント名とポート番号の入ったファイルを作成します。ファイルの書式は、
2.4.4.1 項「staticports.ini ファイルの書式」を参照してください。このファイルは通常
staticports.iniファイルという名前ですが、任意の名前を付けることができます。

2. インストーラの「ポート構成オプションの指定」画面で、「手動手動手動手動」を選択し、
staticports.iniファイルにフルパスを入力します。

ファイルへのフルパスを指定しないと、インストーラはファイルを見つけることができま
せん。この場合、インストーラはすべてのコンポーネントにデフォルトのポートを割り当
てますが、警告は一切表示されません。

2.4.4.1 staticports.ini ファイルの書式ファイルの書式ファイルの書式ファイルの書式
staticports.iniファイルの書式は次のとおりです。port_num は、コンポーネントに使用す
るポート番号に置き換えます。

Oracle HTTP Server port = port_num
Oracle HTTP Server SSL port = port_num
Oracle Notification Server Request port = port_num
Oracle Notification Server Local port = port_num
Oracle Notification Server Remote port = port_num
ASG port = port_num

このファイルを作成する最も簡単な方法は、CD-ROM（Disk 1）または DVD-ROM にある
staticports.iniファイルをテンプレートとして使用することです。

1. staticports.iniファイルを CD-ROM または DVD-ROM からハード・ディスクにコ
ピーします。

2. ローカル・コピー（ハード・ディスク上にあるファイル）を編集して必要なポート番号を
含めます。

staticports.iniファイルですべてのコンポーネントのポート番号を指定する必要はあ
りません。ファイルにないコンポーネントでは、インストーラによりデフォルトのポート
番号が使用されます。

次の例では、Oracle HTTP Server のポートといくつかの Oracle Process Manager and 
Notification Server のポートを設定します。指定されていないコンポーネントには、インス
トーラによってデフォルトのポート番号が割り当てられます。

Oracle HTTP Server port = 2000
Oracle HTTP Server SSL port = 2001
Oracle Notification Server Request port = 2002
Oracle Notification Server Local port = 2003

インストールが完了したら、次のコマンドを実行して、割り当てられたポートを確認しま
す。

C:¥> ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl startall
C:¥> ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl status -l

表表表表 2-4 CD-ROM およびおよびおよびおよび DVD-ROM 内の内の内の内の staticports.ini ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所

メディアメディアメディアメディア
staticports.ini ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所
（（（（E: がががが CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM ドライブであると想定）ドライブであると想定）ドライブであると想定）ドライブであると想定）

CD-ROM Disk 1: E:¥stage¥Response¥staticports.ini

DVD-ROM E:¥application_server¥stage¥Response¥staticports.ini
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ポート
インストーラでは、メモリーをチェックすることにより、ファイルに指定されたポートが使用
可能であることが確認されます。つまり、インストーラが検出できるのは、実行中のプロセス
で使用されているポートのみです。アプリケーションで使用されているポートを調べるために
構成ファイルが確認されることはありません。

指定されたポートが使用できないことが検出されると、インストーラにより警告が表示されま
す。インストーラでは、使用できないポートの割当ては行われません。この問題を解決するに
は、次の手順を実行します。

1. staticports.iniファイルを編集して別のポートを指定するか、そのポートを使用して
いるアプリケーションをシャットダウンします。

2. 「再試行再試行再試行再試行」をクリックします。インストーラは staticports.iniファイルの再読取りを
行い、ファイル内のエントリを再確認します。

2.4.4.2 インストーラが指定されたポートではなくデフォルトのポートをインストーラが指定されたポートではなくデフォルトのポートをインストーラが指定されたポートではなくデフォルトのポートをインストーラが指定されたポートではなくデフォルトのポートを
使用する原因となるエラー条件使用する原因となるエラー条件使用する原因となるエラー条件使用する原因となるエラー条件
staticports.iniファイルは念入りに確認してください。間違いがあると、インストーラで
は警告を表示せずにデフォルトのポートを使用します。次のような点を確認します。

� 複数のコンポーネントに対して同じポートを指定すると、インストーラでは最初のコン
ポーネントに指定されたポートを使用し、それ以外のコンポーネントにはそれぞれのデ
フォルトのポートを使用します。インストーラは複数のコンポーネントに同じポートが指
定されていることに対する警告を発しません。

� 1 つのコンポーネントに対して複数行で異なるポートを指定すると、インストーラはそのコ
ンポーネントに対してデフォルトのポートを割り当てます。インストーラは 1 つのコン
ポーネントに異なるポートが指定されていることに対する警告を発しません。

� 1 つのコンポーネントに対して複数行で同一ポートを指定すると、インストーラはそのコン
ポーネントに対してデフォルトのポートを割り当てます。インストーラは複数行に同じ
ポートが指定されていることに対する警告を発しません。

� staticports.iniファイルに構文エラーがある場合（=が抜けている行があるなど）、イ
ンストーラはその行を無視します。インストーラは、このような行で指定されているコン
ポーネントにはデフォルトのポートを割り当てます。インストーラは構文エラーのある行
に対する警告を発しません。

� コンポーネント名のスペルを間違えると、インストーラはそのコンポーネントに対してデ
フォルトのポートを割り当てます。ファイル内のコンポーネント名では大文字と小文字が
区別されます。インストーラは認識できない名前が指定された行に対する警告を発しませ
ん。

� ポート番号に数値以外の値を指定すると、インストーラはその行を無視し、そのコンポー
ネントにはデフォルトのポート番号を割り当てます。これも警告を表示せずに行われます。

� staticports.ini ファイルへの相対パス（.¥staticports.iniまたは単に
staticports.iniなど）を指定すると、インストーラではファイルを見つけることがで
きません。インストーラは警告を表示せずに続行し、すべてのコンポーネントにデフォル
トのポートを割り当てます。staticports.iniファイルはフルパスで指定する必要があ
ります。

ポート番号の選択に関する注意ポート番号の選択に関する注意ポート番号の選択に関する注意ポート番号の選択に関する注意 :

� ポート番号は 65535 を超えることはできません。

� Oracle HTTP Server のポート番号を設定する場合は、2.4.4.3 項
「Oracle HTTP Server のポート」を必ずお読みください。
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2.4.4.3 Oracle HTTP Server のポートのポートのポートのポート
このコンポーネントのポートを設定する場合は、次の点を理解しておく必要があります。

Oracle HTTP Server の httpd.confファイルでは、Portおよび Listenの各ディレクティブ
によって Oracle HTTP Server で使用されるポートが指定されます（図 2-1）。両方のディレク
ティブが同じポート番号を使用するように設定する必要があります。

これらのポートを設定するには、staticports.iniファイルの「Oracle HTTP Server port」
と「Oracle HTTP Server Listen port」の行を使用します。たとえば、次のようになります。

Oracle HTTP Server port = 8080
Oracle HTTP Server Listen port = 8080

これらのポートの SSL バージョンを設定するには、次の行を使用します。SSL 非対応バージョ
ンと同様、ポート番号は同じである必要があります。

Oracle HTTP Server SSL port = 443
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = 443

図図図図 2-1 Oracle HTTP Server の構成の構成の構成の構成

2.5 オペレーティング・システム・ユーザーオペレーティング・システム・ユーザーオペレーティング・システム・ユーザーオペレーティング・システム・ユーザー
インストールを実行するオペレーティング・システム・ユーザーは、Administrators グループ
に所属している必要があります。

自分が Administrators グループに所属しているかどうかを確認するには、次の手順を実行しま
す。

1. 「コンピュータの管理」ダイアログ・ボックスを表示します。

Windows 2000 または Windows XP の場合 : デスクトップ上で「マイマイマイマイ コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ」を右
クリックし、「管理管理管理管理」を選択します。

Windows 2003 の場合 : デスクトップ上でローカル・コンピュータのアイコンを右クリック
し、「管理管理管理管理」を選択します。

注意注意注意注意 : ユーザーは Administrators グループに直接リストされている必要
があります。ユーザーは間接的に Administrators グループに所属すること
はできません（たとえば、Administrators グループに属するグループのメ
ンバーになるなど）。
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2. 左側のフレームで「ローカルローカルローカルローカル ユーザーとグループユーザーとグループユーザーとグループユーザーとグループ」を展開し、「ユーザーユーザーユーザーユーザー」を選択します。

3. 右側のフレームで、ユーザーを右クリックして「プロパティプロパティプロパティプロパティ」を選択します。そのプロパ
ティ・ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. プロパティ・ダイアログ・ボックスで、「所属するグループ所属するグループ所属するグループ所属するグループ」タブをクリックします。

自分が Administrators グループのメンバーでない場合、自分を Administrators グループに追加
するように管理者に依頼するか、または Administrators グループのメンバーであるユーザーで
ログオンします。

2.6 データベースの要件データベースの要件データベースの要件データベースの要件
J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートの拡張インストールを実行する場合、SOA
スイートのデータベースは次のいずれかのバージョンである必要があります。

データベースのリリースを確認するには、PRODUCT_COMPONENT_VERSIONビューを問い合せ
ます。

C:¥> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select version from product_component_version where product like 'Oracle%9i%'
     or product like 'Oracle%Database%';

password には、SYS ユーザーのパスワードを指定します。

インストールを開始する前に、ORABPEL、ORAESBおよび ORAWSMを Oracle データベースにイ
ンストールする必要があります。これらのスキーマのロードの詳細は、2.7 項「データベース・
スキーマのインストール」を参照してください。

2.7 データベース・スキーマのインストールデータベース・スキーマのインストールデータベース・スキーマのインストールデータベース・スキーマのインストール
J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートの拡張インストールを実行する場合は、イ
ンストールを開始する前に、ORABPEL、ORAESBおよび ORAWSMスキーマを Oracle データベー
スにインストールする必要があります。これを行うには、次の手順を実行します。

1. Oracle Application Server Disk1 の install¥soa_schemas¥ircaディレクトリに移動し
ます。

2. irca.bat スクリプトを実行します。

表表表表 2-5 サポートされているデータベースのバージョンサポートされているデータベースのバージョンサポートされているデータベースのバージョンサポートされているデータベースのバージョン

データベースのシリーズデータベースのシリーズデータベースのシリーズデータベースのシリーズ サポートされているバージョンサポートされているバージョンサポートされているバージョンサポートされているバージョン

Oracle9i リリース 2（9.2.x） 9.2.0.7 以上

Oracle Database 10g リリース 1（10.1.x） 10.1.0.5 以上

Oracle Database Express Edition 10g リリース 2
（10.2.x）

10.2.0.1

Oracle Database 10g リリース 2（10.2.x） 10.2.0.2 以上
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2.8 環境変数環境変数環境変数環境変数
Oracle Application Server をインストールするオペレーティング・システム・ユーザーは、次
の環境変数を設定（または設定解除）する必要があります。

表 2-6 に、環境変数の設定または設定解除の概要を示します。

2.8.1 環境変数の設定方法環境変数の設定方法環境変数の設定方法環境変数の設定方法
この項では、Windows で環境変数を設定する方法を説明します。

1. 「システムのプロパティ」コントロール・パネルを表示します。

Windows 2000 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「設定設定設定設定」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」→「システムシステムシステムシステム」
を選択します。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」→「システムシステムシステムシステム」を選択し
ます。

Windows XP の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」を選択し、「システムシステムシステムシステム」をダ
ブルクリックします。

2. 「詳細詳細詳細詳細」タブを選択します。

3. 「環境変数環境変数環境変数環境変数」をクリックします。

4. 変数の値を変更するには、変更する変数を選択し、「編集編集編集編集」をクリックします。

2.8.2 PATH
環境変数 PATH は最大 1023 文字です。これを超えると、インストールは失敗します。

2.8.3 TNS_ADMIN
インストーラの実行時に環境変数 TNS_ADMIN が設定されていないことを確認します。設定さ
れている場合、インストール中にエラーが発生する可能性があります。

2.8.4 TEMP
インストール中、インストーラでは一時ファイルを一時ディレクトリに書き込む必要がありま
す。デフォルトでは、一時ディレクトリは C:¥tempです。

インストーラで C:¥temp以外のディレクトリを使用するには、環境変数 TEMP にかわりの
ディレクトリのフルパスを設定します。このディレクトリは、表 2-2 に示した要件を満たして
いる必要があります。

この環境変数を設定していないと、デフォルトのディレクトリの領域が十分でない場合に、環
境変数が設定されていないことを示すエラー・メッセージが表示されます。異なるディレクト
リを指すように環境変数を設定するか、またはデフォルトのディレクトリに十分な領域を確保
する必要があります。いずれの場合でも、インストールをやり直す必要があります。

表表表表 2-6 環境変数の概要環境変数の概要環境変数の概要環境変数の概要

環境変数環境変数環境変数環境変数 設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除

PATH 最大 1023 文字です。

TNS_ADMIN 設定しないでください。

TEMP 任意です。設定解除した場合、デフォルトで
C:¥tempに設定されます。
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2.9 ネットワーク関連項目ネットワーク関連項目ネットワーク関連項目ネットワーク関連項目
通常、Oracle Application Server をインストールするコンピュータはネットワークに接続され
ており、Oracle Application Server インストールが入るだけのローカル記憶域があり、表示モ
ニターと CD-ROM ドライブまたは DVD-ROM ドライブがあります。

この項では、このような典型的なシナリオとは異なるコンピュータに Oracle Application 
Server をインストールする方法について説明します。次のような場合を扱います。

� 2.9.1 項「DHCP 接続のコンピュータへのインストール」

� 2.9.2 項「複数のホーム（複数の IP）を持つコンピュータへのインストール」

� 2.9.3 項「複数の別名を持つコンピュータへのインストール」

� 2.9.4 項「ネットワークに接続されていないコンピュータへのインストール」

� 2.9.5 項「後でネットワークから切断する、静的 IP を持つコンピュータへのインストール」

� 2.9.6 項「ループバック・アダプタのインストール」

� 2.9.7 項「CD-ROM または DVD-ROM からハード・ドライブへのコピーとハード・ドライ
ブからのインストール」

� 2.9.8 項「リモート・コンピュータの CD-ROM または DVD-ROM ドライブからのインス
トール」

� 2.9.9 項「リモート制御ソフトウェアを介したリモート・コンピュータへのインストール」

2.9.1 DHCP 接続のコンピュータへのインストール接続のコンピュータへのインストール接続のコンピュータへのインストール接続のコンピュータへのインストール
次の制限は次の制限は次の制限は次の制限は DHCP 接続のコンピュータで接続のコンピュータで接続のコンピュータで接続のコンピュータで Oracle Application Server を実行している場合にのみを実行している場合にのみを実行している場合にのみを実行している場合にのみ
適用されることに注意してください。適用されることに注意してください。適用されることに注意してください。適用されることに注意してください。DHCP 接続のコンピュータ上の Oracle Application 
Server インスタンスは、他のコンピュータで実行されている他のインスタンスと通信できませ
ん。たとえば、2 台のコンピュータのいずれか 1 台でも DHCP を使用している場合、OracleAS 
Infrastructure を 1 台のコンピュータで実行し、中間層をもう 1 台のコンピュータで実行するこ
とはできません。通信する必要があるすべてのインスタンスは、同じコンピュータで実行する
必要があります。クライアントに制限はありません。クライアント・コンピュータがネット
ワーク上の DHCP 接続のコンピュータを解決できるかぎり、そのコンピュータのクライアント
から DHCP 接続のコンピュータで実行されているインスタンスにアクセスできます。

DHCP 接続のコンピュータに Oracle Application Server をインストールする前に、次の手順を
実行します。

1. DHCP 接続のコンピュータにループバック・アダプタをインストールします。

ループバック・アダプタをインストールすると、ループバック・アダプタによってコン
ピュータにローカル IP が割り当てられます。ループバック・アダプタをインストールして
ローカル IP アドレスを取得すると、Oracle Application Server のインストール後に

（DHCP によって）IP アドレスが変更されるたびに chgiphostスクプリトを実行する必
要がなくなります。

プライマリ・ネットワーク・アダプタの決定方法プライマリ・ネットワーク・アダプタの決定方法プライマリ・ネットワーク・アダプタの決定方法プライマリ・ネットワーク・アダプタの決定方法

Windows では、ループバック・アダプタがネットワーク・アダプタの一種としてみなされ
ます。コンピュータにループバック・アダプタをインストールした後、コンピュータには
ネットワーク・アダプタとループバック・アダプタの少なくとも 2 つのネットワーク・ア
ダプタがインストールされています。
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Windows には、ループバック・アダプタをプライマリ・アダプタとして使用させる必要が
あります。プライマリ・アダプタは、アダプタをインストールした順序によって決まりま
す。

� Windows 2000 では、最後にインストールしたアダプタがプライマリ・アダプタになり
ます。そのため、ループバック・アダプタをインストールするのみで済みます。ただ
し、ループバック・アダプタのインストール後に追加のネットワーク・アダプタをイ
ンストールした場合、ループバック・アダプタを削除して再インストールする必要が
あります。

様々な Windows プラットフォームにループバック・アダプタをインストールする方法に
ついては、2.9.6 項「ループバック・アダプタのインストール」を参照してください。

2. Oracle Application Server をインストールする各コンピュータに ping します。

� ホスト名のみを使用して、また完全修飾名を使用して、コンピュータからそのコン
ピュータ自体に ping します。

たとえば、mycomputerというコンピュータにループバック・アダプタをインストー
ルした場合、次のコマンドを実行します。

prompt> ping mycomputer                Ping itself using just the hostname.
Reply from 10.10.10.10                    Returns loopback adapter IP.
prompt> ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 10.10.10.10                    Returns loopback adapter IP.

� ホスト名のみを使用して、また完全修飾名を使用して、ネットワーク上の他のコン
ピュータからループバック・アダプタをインストールしたコンピュータに ping しま
す。

この場合、pingコマンドを実行するとコンピュータのネットワーク IP が戻されます。

prompt> ping mycomputer                Ping using the hostname.
Reply from 139.185.140.166                Returns network IP.
prompt> ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 139.185.140.166                Returns network IP.

pingが失敗した場合は、ネットワーク管理者に問い合せてください。

2.9.2 複数のホーム（複数の複数のホーム（複数の複数のホーム（複数の複数のホーム（複数の IP）を持つコンピュータへのインストール）を持つコンピュータへのインストール）を持つコンピュータへのインストール）を持つコンピュータへのインストール
Oracle Application Server を複数のホームを持つコンピュータにインストールできます。複数
のホームを持つコンピュータは、複数の IP アドレスに関連付けられます。通常、これは複数の
ネットワーク・カードをコンピュータに取り付けることによって実現されます。各 IP アドレス
は 1 つのホスト名に関連付けられます。また、ホスト名に別名を設定することもできます。デ
フォルトでは、Oracle Universal Installer は ORACLE_HOSTNAME環境変数の設定を使用してホ
スト名を検索します。ORACLE_HOSTNAMEが設定されておらず、複数のネットワーク・カード
を持つコンピュータにインストールする場合、Oracle Universal Installer は hosts ファイル（一
般的な場所は DRIVE_LETTER:¥WINDOWS¥system32¥drivers¥etc）の最初の名前を使用し
て、ホスト名とします。 

クライアントは、このホスト名を使用して（またはこのホスト名の別名を使用して）、そのコン
ピュータにアクセスできる必要があります。これを確認するには、短縮名（ホスト名のみ）と
フルネーム（ホスト名とドメイン名）を使用して、クライアント・コンピュータからホスト名
に ping します。どちらの ping も正常に実行される必要があります。

環境変数の設定の詳細は、2.8.1 項「環境変数の設定方法」を参照してください。

注意注意注意注意 : コンピュータからそのコンピュータ自体に pingコマンドを実行
すると、ループバック・アダプタの IP が戻されます。コンピュータの
ネットワーク IP は戻されません。
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2.9.3 複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール
複数の別名を持つコンピュータは、1 つの IP（ただし複数の別名）でネーミング・サービスに
登録されます。ネーミング・サービスは、これらのすべての別名を同じコンピュータに解決し
ます。このようなコンピュータに Oracle Application Server をインストールする場合は、環境
変数 ORACLE_HOSTNAMEを、使用するホスト名を持つコンピュータにあらかじめ設定しておき
ます。

環境変数の設定の詳細は、2.8.1 項「環境変数の設定方法」を参照してください。

2.9.4 ネットワークに接続されていないコンピュータへのインストールネットワークに接続されていないコンピュータへのインストールネットワークに接続されていないコンピュータへのインストールネットワークに接続されていないコンピュータへのインストール
Oracle Application Server は、ノート型コンピュータなどの、ネットワークに接続されていな
いコンピュータにインストールできます。ネットワークに接続されていないコンピュータは他
のコンピュータにアクセスできないため、そのコンピュータに必要なすべてのコンポーネント
をインストールする必要があります。

ネットワークに接続されていないコンピュータに Oracle Application Server をインストールす
る場合でも、コンピュータにはネットワーク機能が必要であることに注意してください。ネッ
トワークに接続されていないとは、コンピュータがネットワークに接続されていない状態を意
味します。

ネットワークに接続されていないコンピュータに Oracle Application Server をインストールし、
インストール後もそのコンピュータをネットワークに接続しない場合、この時点でそのコン
ピュータに Oracle Application Server をインストールできます。

ただし、ネットワークに接続されていないコンピュータへのインストール後にそのコンピュー
タをネットワークに接続する場合は、Oracle Application Server のインストール前に次の手順
を実行します。

1. コンピュータにループバック・アダプタをインストールします。詳細は、2.9.6 項「ループ
バック・アダプタのインストール」を参照してください。

ループバック・アダプタとローカル IP アドレスによって、仮想的にネットワークに接続さ
れたコンピュータとして動作します。そのコンピュータをネットワークに接続した場合、
Oracle Application Server は同じローカル IP とホスト名を使用します。

2. ホスト名のみを使用して、また完全修飾名を使用して、コンピュータからそのコンピュー
タ自体に ping します。

たとえば、mycomputerというコンピュータにループバック・アダプタをインストールし
た場合、次のコマンドを実行します。

prompt> ping mycomputer                Ping itself using just the hostname.
Reply from 10.10.10.10                    Returns loopback adapter IP.
prompt> ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 10.10.10.10                    Returns loopback adapter IP.

pingが失敗した場合は、ネットワーク管理者に問い合せてください。

インストール後のネットワークへのコンピュータの接続インストール後のネットワークへのコンピュータの接続インストール後のネットワークへのコンピュータの接続インストール後のネットワークへのコンピュータの接続

インストール後にコンピュータをネットワークに接続した場合、そのコンピュータ上の Oracle 
Application Server インスタンスは、ネットワーク上の他のインスタンスと連携して機能しま
す。コンピュータにループバック・アダプタをインストールしている必要があることに注意し
てください。接続しているネットワークに応じて、コンピュータに静的 IP または DHCP を使
用できます。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : コンピュータからそのコンピュータ自体に pingコマンドを実行
すると、ループバック・アダプタの IP が戻されます。
2-16 Oracle Application Server インストレーション・ガイド



ネットワーク関連項目
2.9.5 後でネットワークから切断する、静的後でネットワークから切断する、静的後でネットワークから切断する、静的後でネットワークから切断する、静的 IP を持つコンピュータへのインを持つコンピュータへのインを持つコンピュータへのインを持つコンピュータへのイン
ストールストールストールストール

ネットワークに接続された静的 IP を持つコンピュータに Oracle Application Server をインス
トールして、そのコンピュータをネットワークから切断した後でも Oracle Application Server
を実行可能にする場合、Oracle Application Server のインストール前に次の手順を実行します。

1. コンピュータにループバック・アダプタをインストールします。詳細は、2.9.6 項「ループ
バック・アダプタのインストール」を参照してください。

ループバック・アダプタをインストールしないと、ネットワークからコンピュータを切断
した際に静的 IP が使用不可になるため、Oracle Application Server が正常に機能しません。

2. ループバック・アダプタがプライマリ・ネットワーク・アダプタであることを確認します。
詳細は、2-14 ページの「プライマリ・ネットワーク・アダプタの決定方法」を参照してく
ださい。これを行うには、（1）ホスト名のみを使用して、また（2）完全修飾名を使用し
て、コンピュータからそのコンピュータ自体に pingコマンドを実行します。

たとえば、mycomputerというコンピュータにループバック・アダプタをインストールし
た場合、次のコマンドを実行します。

prompt> ping mycomputer                Ping itself using just the hostname.
Reply from 10.10.10.10                    Returns loopback adapter IP.
prompt> ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 10.10.10.10                    Returns loopback adapter IP.

コンピュータからそのコンピュータ自体に pingコマンドを実行すると、ループバック・
アダプタの IP が戻されます。コンピュータのネットワーク IP は戻されません。

これらの手順は、コンピュータが静的 IP を使用するか DHCP を使用するかにかかわらず実行
する必要があります。DHCP 接続のコンピュータにループバック・アダプタが必要であること
については、2.9.1 項「DHCP 接続のコンピュータへのインストール」を参照してください。

ネットワークからコンピュータを切断すると、そのコンピュータはすべてのネットワーク・リ
ソースにアクセスできなくなります。コンピュータに必要なすべてのインスタンス（OracleAS 
Infrastructure や中間層など）がインストールされていることを確認します。

2.9.6 ループバック・アダプタのインストールループバック・アダプタのインストールループバック・アダプタのインストールループバック・アダプタのインストール
ループバック・アダプタは、次のすべてのシナリオで必要です。

�  DHCP 接続のコンピュータにインストールする場合（2.9.1 項「DHCP 接続のコンピュータ
へのインストール」を参照）。

� ネットワークに接続されていないコンピュータにインストールして、インストール後にそ
のコンピュータをネットワークに接続する場合（2.9.4 項「ネットワークに接続されていな
いコンピュータへのインストール」を参照）。

� 複数の別名を持つコンピュータにインストールする場合（2.9.3 項「複数の別名を持つコン
ピュータへのインストール」を参照）。

� （静的 IP または DHCP を介して）ネットワークに接続されたコンピュータにインストール
して、そのコンピュータをネットワークから切断した後でも Oracle Application Server を
実行可能にする場合。
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ループバック・アダプタのインストール手順は、Windows のバージョンによって異なります。

� 2.9.6.1 項「コンピュータにループバック・アダプタがインストールされているかどうかの
確認」

� 2.9.6.2 項「Windows 2000 へのループバック・アダプタのインストール」

� 2.9.6.3 項「Windows 2003 または Windows XP へのループバック・アダプタのインストー
ル」

� 2.9.6.4 項「ホスト名の確認」

� 2.9.6.5 項「Windows 2000、Windows 2003 または Windows XP からのループバック・アダ
プタの削除」

2.9.6.1 コンピュータにループバック・アダプタがインストールされているコンピュータにループバック・アダプタがインストールされているコンピュータにループバック・アダプタがインストールされているコンピュータにループバック・アダプタがインストールされている
かどうかの確認かどうかの確認かどうかの確認かどうかの確認
コンピュータにループバック・アダプタがインストールされているかどうかを確認するには、
ipconfig /allコマンドを実行します。

prompt> ipconfig /all

ループバック・アダプタがインストールされている場合、ループバック・アダプタの値が表示
されます。たとえば、次のようになります。

Ethernet adapter Local Area Connection 2:
  Connection-specific DNS Suffix  . :
  Description . . . . . . . . . . . : Microsoft Loopback Adapter
  Physical Address. . . . . . . . . : 02-00-4C-4F-4F-50
  DHCP Enabled. . . . . . . . . . . : Yes
  Autoconfiguration Enabled . . . . : Yes
  Autoconfiguration IP Address. . . : 169.254.25.129
  Subnet Mask . . . . . . . . . . . : 255.255.0.0

2.9.6.2 Windows 2000 へのループバック・アダプタのインストールへのループバック・アダプタのインストールへのループバック・アダプタのインストールへのループバック・アダプタのインストール
Windows 2000 では、最後にインストールしたネットワーク・アダプタがレポートされます。
そのため、ループバック・アダプタのインストール後に追加のネットワーク・アダプタをイン
ストールした場合、ループバック・アダプタを削除して再インストールする必要があります。
ループバック・アダプタは、コンピュータに最後にインストールしたネットワーク・アダプタ
である必要があります。

Windows 2000 にループバック・アダプタをインストールするには、次の手順を実行します。

1. 「スタートスタートスタートスタート」→「設定設定設定設定」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」を選択します。

2. 「ハードウェアの追加と削除ハードウェアの追加と削除ハードウェアの追加と削除ハードウェアの追加と削除」をダブルクリックすると、ハードウェアの追加と削除ウィ
ザードが起動されます。

3. 「ハードウェアの追加と削除ウィザードの開始」ウィンドウで、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

4. 「ハードウェアに関する作業の選択」ウィンドウで、「デバイスの追加デバイスの追加デバイスの追加デバイスの追加 / トラブルシュートラブルシュートラブルシュートラブルシュー
ティングティングティングティング」を選択して、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

5. 「ハードウェア デバイスの選択」ウィンドウで、「新しいデバイスの追加新しいデバイスの追加新しいデバイスの追加新しいデバイスの追加」を選択して、
「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。
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6. 「新しいハードウェアの検索」ウィンドウで、「いいえ、一覧からハードウェアを選択しまいいえ、一覧からハードウェアを選択しまいいえ、一覧からハードウェアを選択しまいいえ、一覧からハードウェアを選択しま
すすすす」を選択して、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

7. 「ハードウェアの種類」ウィンドウで、「ネットワークネットワークネットワークネットワーク アダプタアダプタアダプタアダプタ」を選択して、「次へ次へ次へ次へ」を
クリックします。

8. 「ネットワーク アダプタの選択」ウィンドウで、次の手順を実行します。

a. 製造元製造元製造元製造元 : 「Microsoft」を選択します。

b. ネットワークネットワークネットワークネットワーク アダプタアダプタアダプタアダプタ : 「Microsoft Loopback Adapter」を選択します。

c. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

9. 「ハードウェアのインストールの開始」ウィンドウで、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

10.「ハードウェアの追加と削除ウィザードの完了」ウィンドウで、「完了完了完了完了」をクリックします。

11. デスクトップ上で「マイマイマイマイ ネットワークネットワークネットワークネットワーク」を右クリックし、「プロパティプロパティプロパティプロパティ」を選択します。
「ネットワークとダイアルアップ接続」コントロール・パネルが表示されます。

12. 前述の手順で作成した接続を右クリックします。通常、これは「ローカル エリア接続 2」
です。「プロパティプロパティプロパティプロパティ」を選択します。

13.「全般全般全般全般」タブで、「インターネットインターネットインターネットインターネット プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル (TCP/IP)」を選択して、「プロパティプロパティプロパティプロパティ」をク
リックします。

14.「インターネット プロトコル (TCP/IP) のプロパティ」ダイアログ・ボックスで、「次の次の次の次の IP 
アドレスを使用するアドレスを使用するアドレスを使用するアドレスを使用する」をクリックして、次の手順を実行します。

a. IP アドレスアドレスアドレスアドレス : ループバック・アダプタのプライベート IP を入力します。次のプライ
ベート・アドレスを使用することをお薦めします。

– 192.168.x.x（xは 1 ～ 255 の数字）

– 10.10.10.10

b. サブネットサブネットサブネットサブネット マスクマスクマスクマスク : 255.255.255.0と入力します。

c. 入力した値を記録しておきます。この値は、この後の手順で必要になります。

d. 他のフィールドは空白のままにします。

e. 「OK」をクリックします。

15.「ネットワーク接続」ウィンドウを閉じます。

16. コンピュータを再起動します。

17. C:¥winnt¥system32¥drivers¥etc¥hostsファイルで、localhost行のすぐ後に、
次の書式の行を追加します。

IP_address   hostname.domainname   hostname

説明 :

� IP_addressは、手順 14 で入力したプライベート IP アドレスです。

� hostnameは、コンピュータの名前です。

� domainnameは、ドメインの名前です。

たとえば、次のようになります。

10.10.10.10   mycomputer.mydomain.com   mycomputer
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18. ネットワーク構成を確認します。

a. コントロール・パネルで「システムシステムシステムシステム」を開き、「ネットワークネットワークネットワークネットワーク ID」タブを選択します。

「フルフルフルフル コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名」に、ホスト名とドメイン名が表示されていることを確認しま
す（例 : sales.us.mycompany.com）。

b. 「プロパティプロパティプロパティプロパティ」をクリックします。

「コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名」にホスト名が表示され、「フルフルフルフル コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名」にホスト名とドメ
イン名が表示されていることを確認します。前の例を使用すると、ホスト名は
sales、ドメイン名は us.mycompany.comとなります。

c. 「詳細詳細詳細詳細」をクリックします。「このコンピュータのプライマリこのコンピュータのプライマリこのコンピュータのプライマリこのコンピュータのプライマリ DNS サフィックスサフィックスサフィックスサフィックス」に、
ドメイン名が表示されます（例 : us.mycompany.com）。

d. 「システムシステムシステムシステム」コントロール・パネルを閉じます。

2.9.6.3 Windows 2003 またはまたはまたはまたは Windows XP へのループバック・アダプタのへのループバック・アダプタのへのループバック・アダプタのへのループバック・アダプタの
インストールインストールインストールインストール
Windows 2003 または Windows XP にループバック・アダプタをインストールするには、次の
手順を実行します。

1. Windows のコントロール・パネルを開きます。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」→「システムシステムシステムシステム」を選択し
ます。

Windows XP の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」を選択し、「システムシステムシステムシステム」をダ
ブルクリックします。

2. 「ハードウェアの追加ハードウェアの追加ハードウェアの追加ハードウェアの追加」をダブルクリックすると、ハードウェアの追加ウィザードが起動さ
れます。

3. 「ハードウェアの追加と削除ウィザードの開始」ウィンドウで、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

4. 「ハードウェアは接続されていますか ?」ウィンドウで、「はい、ハードウェアを接続してはい、ハードウェアを接続してはい、ハードウェアを接続してはい、ハードウェアを接続して
いますいますいますいます」を選択して、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

5. 「次のハードウェアは既にコンピュータ上にインストールされています。」ウィンドウに、
インストールされているハードウェアの一覧が表示されます。「新しいハードウェア新しいハードウェア新しいハードウェア新しいハードウェア デバデバデバデバ
イスの追加イスの追加イスの追加イスの追加」を選択して、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

6. 「ウィザードで、ほかのハードウェアをインストールできます。」ウィンドウで、「一覧から一覧から一覧から一覧から
選択したハードウェアをインストールする選択したハードウェアをインストールする選択したハードウェアをインストールする選択したハードウェアをインストールする」を選択して、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

7. 「次の一覧からインストールするハードウェアの種類を選択してください。」ウィンドウで、
「ネットワークネットワークネットワークネットワーク アダプタアダプタアダプタアダプタ」を選択して、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

8. 「ネットワーク アダプタの選択」ウィンドウで、次の手順を実行します。

� 製造元製造元製造元製造元 : 「Microsoft」を選択します。

� ネットワークネットワークネットワークネットワーク アダプタアダプタアダプタアダプタ : 「Microsoft Loopback Adapter」を選択します。

9. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

10.「ハードウェアをインストールする準備ができました。」ウィンドウで、「次へ次へ次へ次へ」をクリック
します。

11.「ハードウェアの追加ウィザードの完了」ウィンドウで、「完了完了完了完了」をクリックします。

12. Windows 2003 を使用している場合は、コンピュータを再起動します。
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13. デスクトップ上で「マイマイマイマイ ネットワークネットワークネットワークネットワーク」を右クリックし、「プロパティプロパティプロパティプロパティ」を選択します。
「ネットワーク接続」コントロール・パネルが表示されます。

14. 前述の手順で作成した接続を右クリックします。通常、この名前は「ローカル エリア接続
2」です。「プロパティプロパティプロパティプロパティ」を選択します。

15.「全般全般全般全般」タブで、「インターネットインターネットインターネットインターネット プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル (TCP/IP)」を選択して、「プロパティプロパティプロパティプロパティ」をク
リックします。

16.「インターネット プロトコル (TCP/IP) のプロパティ」ダイアログ・ボックスで、「次の次の次の次の IP 
アドレスを使用するアドレスを使用するアドレスを使用するアドレスを使用する」をクリックして、次の手順を実行します。

a. IP アドレスアドレスアドレスアドレス : ループバック・アダプタのプライベート IP を入力します。次のプライ
ベート・アドレスを使用することをお薦めします。

– 192.168.x.x（xは 1 ～ 255 の数字）

– 10.10.10.10

b. サブネットサブネットサブネットサブネット マスクマスクマスクマスク : 255.255.255.0と入力します。

c. 入力した値を記録しておきます。この値は、この後の手順で必要になります。

d. 他のフィールドは空白のままにします。

e. 「OK」をクリックします。

17.「ローカル エリア接続 2 のプロパティ」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックしま
す。

18.「ネットワーク接続ネットワーク接続ネットワーク接続ネットワーク接続」を閉じます。

19. コンピュータを再起動します。

20. C:¥winnt¥system32¥drivers¥etc¥hostsファイルで、localhost行のすぐ後に、
次の書式の行を追加します。

IP_address   hostname.domainname   hostname

説明 :

� IP_addressは、手順 14 で入力したプライベート IP アドレスです。

� hostnameは、コンピュータの名前です。

� domainnameは、ドメインの名前です。

たとえば、次のようになります。

10.10.10.10   mycomputer.mydomain.com   mycomputer

21. ネットワーク構成を確認します。

a. コントロール・パネルで「システムシステムシステムシステム」を開き、「コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名」タブを選択します。
「フルフルフルフル コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名」に、ホスト名とドメイン名が表示されていることを確認しま
す（例 : sales.us.mycompany.com）。

b. 「変更変更変更変更」をクリックします。「コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名」にホスト名が表示され、「フルフルフルフル コンコンコンコン
ピュータ名ピュータ名ピュータ名ピュータ名」にホスト名とドメイン名が表示されていることを確認します。前の例を
使用すると、ホスト名は sales、ドメイン名は us.mycompany.comとなります。

c. 「詳細詳細詳細詳細」をクリックします。「このコンピュータのプライマリこのコンピュータのプライマリこのコンピュータのプライマリこのコンピュータのプライマリ DNS サフィックスサフィックスサフィックスサフィックス」に、
ドメイン名が表示されます（例 : us.mycompany.com）。
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2.9.6.4 ホスト名の確認ホスト名の確認ホスト名の確認ホスト名の確認
DHCP サーバーによって（IP アドレスの割当て以外に）コンピュータのホスト名も割り当てら
れる場合、インストーラは、ユーザーがローカルに定義したホスト名のかわりにこのホスト名
を使用する場合があります。

インストーラでローカルのホスト名を使用するには、2 つの方法があります。

� 方法 1: OUI_HOSTNAME パラメータを指定してインストーラを起動します。このパラメー
タで、使用するホスト名を指定します。

E:¥> setup.exe OUI_HOSTNAME=myhostname.mydomain.com

� 方法 2: インストーラを実行する前に、C:¥winnt¥system32¥drivers¥etc¥hostsファ
イルに次の書式で行を追加します。

IP_address   hostname.domainname   hostname

この行は、ファイルの localhost行の下に追加する必要があります。

IP_address は、ループバック・アダプタの IP アドレスに置き換えます。これは、プライ
ベート IP アドレスにする必要があります。

hostname と domainname は適切な値に置き換えます。

例 :

10.10.10.10   mycomputer.mydomain.com   mycomputer

Oracle Application Server をインストール済である場合は、『Oracle Application Server 管理者
ガイド』に記載されている IP/ ホスト名の変更手順を使用して、インストール後にホスト名を
変更できます。

2.9.6.5 Windows 2000、、、、Windows 2003 またはまたはまたはまたは Windows XP からのループからのループからのループからのループ
バック・アダプタの削除バック・アダプタの削除バック・アダプタの削除バック・アダプタの削除
Windows 2000、Windows 2003 または Windows XP からループバック・アダプタを削除するに
は、次の手順を実行します。

1. 「システムのプロパティ」コントロール・パネルを表示します。

Windows 2000 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「設定設定設定設定」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」を選択し、
「システムシステムシステムシステム」をダブルクリックします。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」→「システムシステムシステムシステム」を選択し
ます。

Windows XP の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル」を選択し、「システムシステムシステムシステム」をダ
ブルクリックします。

2. 「ハードウェア」タブで、「デバイスデバイスデバイスデバイス マネージャマネージャマネージャマネージャ」をクリックします。

3. 「デバイス マネージャ」ウィンドウで、「ネットワークネットワークネットワークネットワーク アダプタアダプタアダプタアダプタ」を展開します。
「Microsoft Loopback Adapter」が表示されます。

4. 「MS Loopback Adapter」を右クリックし、「削除削除削除削除」を選択します。

5. 「OK」をクリックします。
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2.9.7 CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM からハード・ドライブへのコピーとハード・からハード・ドライブへのコピーとハード・からハード・ドライブへのコピーとハード・からハード・ドライブへのコピーとハード・
ドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストール

Oracle Application Server の CD-ROM または DVD-ROM からインストールするかわりに、
CD-ROM または DVD-ROM の内容をハード・ドライブにコピーし、そこからインストールを
行うこともできます。これは、ネットワーク上に Oracle Application Server インスタンスを多
数インストールする場合、または Oracle Application Server をインストールするコンピュータ
に CD-ROM または DVD-ROM ドライブがない場合に便利です。

（リモート・コンピュータの CD-ROM または DVD-ROM ドライブからもインストールできま
す。2.9.8 項「リモート・コンピュータの CD-ROM または DVD-ROM ドライブからのインス
トール」を参照してください。）

ハード・ドライブからインストールする場合、インストーラにより、CD-ROM を交換するよう
要求されません。ファイルが正しい場所にあれば、検出されます（図 2-2 を参照）。

他のコンピュータからのハード・ドライブへのアクセス他のコンピュータからのハード・ドライブへのアクセス他のコンピュータからのハード・ドライブへのアクセス他のコンピュータからのハード・ドライブへのアクセス

CD-ROM または DVD-ROM の内容をコピーしたハード・ドライブからリモート・コンピュー
タに Oracle Application Server をインストールするには、次の手順を実行します。

1. ローカル・コンピュータで、ハード・ドライブを共有化します。

2. Oracle Application Server をインストールするコンピュータで、共有化したハード・ドラ
イブを割り当てます。

3. Oracle Application Server をインストールするリモート・コンピュータからインストーラ
を実行します。

インストーラにアクセスするには、割り当てたドライブのドライブ文字（たとえば、
H:¥appserver10_1_3_1¥setup.exe）を使用する必要があります。

汎用命名規則（UNC）の構文（¥¥hostname¥sharename）を使用してインストーラにアクセ
スすることはできません。

領域の要件領域の要件領域の要件領域の要件

ハード・ドライブに、CD-ROM の内容または DVD-ROM の application_serverディレク
トリの内容が入るだけの十分な空き領域があることを確認してください。各 CD-ROM は、約
650MB です。つまり、3 枚の CD-ROM をコピーする場合、約 1.9GB のディスク領域を必要と
します。

DVD-ROM の application_serverディレクトリは約 1.6GB です。

この領域を Oracle Application Server のインストールに必要な領域（表 2-2 を参照）に加えま
す。

CD-ROM の内容をコピーする方法の内容をコピーする方法の内容をコピーする方法の内容をコピーする方法

1. 図 2-2 に示すようなディレクトリ構造をハード・ドライブ上に作成します。

親ディレクトリ（この例では OracleAS_10gになっていますが、任意の名前を付けるこ
とができます）を作成し、親ディレクトリの下に Disk1、Disk2などのサブディレクトリ
を作成します。サブディレクトリの名前は DiskNにします。ここで Nは CD-ROM の番号
です。

図図図図 2-2 CD-ROM をハード・ディスクにコピーするためのディレクトリ構造をハード・ディスクにコピーするためのディレクトリ構造をハード・ディスクにコピーするためのディレクトリ構造をハード・ディスクにコピーするためのディレクトリ構造
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2. 各 CD-ROM の内容を、対応するディレクトリにコピーします。

Windows のエクスプローラまたはコマンドラインを使用してファイルをコピーできます。
コマンドラインを使用する場合は、xcopyコマンドを使用します。

次の例では、E: が CD-ROM ドライブ、C:¥OracleAS_10g¥DiskNが CD-ROM の内容を
コピーするディレクトリであると想定しています。

E:¥> xcopy /e /i  E:¥10131disk1  C:¥OracleAS_10g¥Disk1
E:¥> xcopy /e /i  E:¥10131disk2  C:¥OracleAS_10g¥Disk2
... Repeat for each CD-ROM.

コピーしたファイルからインストーラを実行するには、Disk1ディレクトリから setup.exe
実行可能ファイルを実行します。Oracle Application Server を実行するコンピュータから実行
します。

C:¥> cd OracleAS_10g¥Disk1
C:¥OracleAS_10g¥Disk1> setup.exe

DVD-ROM のののの application_server ディレクトリの内容をコピーする方法ディレクトリの内容をコピーする方法ディレクトリの内容をコピーする方法ディレクトリの内容をコピーする方法

Windows のエクスプローラまたはコマンドラインを使用して application_serverディレ
クトリをコピーできます。コマンドラインを使用する場合、次の手順を実行します。

1. （オプション）application_serverディレクトリをコピーするディレクトリを作成しま
す。

2. application_serverディレクトリを DVD-ROM からハード・ディスクにコピーしま
す。

次の例では、E: が DVD-ROM ドライブ、C:¥application_serverがコピー先のディレ
クトリであると想定しています。

E:¥> xcopy /e /i  E:¥application_server  C:¥application_server

コピーしたファイルからインストーラを実行するには、Oracle Application Server を実行する
コンピュータから setup.exe実行可能ファイルを実行します。

C:¥> cd application_server
C:¥application_server> setup.exe

2.9.8 リモート・コンピュータのリモート・コンピュータのリモート・コンピュータのリモート・コンピュータの CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM ドライブからのドライブからのドライブからのドライブからの
インストールインストールインストールインストール

Oracle Application Server をインストールするコンピュータに CD-ROM または DVD-ROM ド
ライブがない場合は、リモート・コンピュータの CD-ROM または DVD-ROM ドライブからイ
ンストールを実行することができます。次の手順は実行済であることを確認します。

リモート・コンピュータのリモート・コンピュータのリモート・コンピュータのリモート・コンピュータの CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM ドライブの共有化ドライブの共有化ドライブの共有化ドライブの共有化

使用するリモート・コンピュータの CD-ROM または DVD-ROM ドライブは、共有化する必要
があります。これを行うには、リモート・コンピュータ（CD-ROM または DVD-ROM ドライ
ブがあるコンピュータ）で次の手順を実行します。

1. 管理者ユーザーとしてログオンします。

2. Windows エクスプローラを起動します。
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3. CD-ROM または DVD ドライブ文字を右クリックし、「共有共有共有共有」（Windows 2000 の場合）ま
たは「共有とセキュリティ共有とセキュリティ共有とセキュリティ共有とセキュリティ」（Windows 2003 または Windows XP の場合）を選択します。

4. 「共有共有共有共有」タブ（図 2-3）:

「このフォルダを共有するこのフォルダを共有するこのフォルダを共有するこのフォルダを共有する」を選択します。

共有名共有名共有名共有名 : cdromや dvdなどの共有名を指定します。ローカル・コンピュータで CD-ROM
または DVD-ROM ドライブを割り当てる際にこの名前を使用します。2-26 ページの手順 d
を参照してください。

「アクセス許可アクセス許可アクセス許可アクセス許可」をクリックします。CD-ROM または DVD ドライブにアクセスして
Oracle Application Server をインストールするユーザーに、少なくとも「読取り」権限が
必要です。

終了時に「OK」をクリックします。

図図図図 2-3 CD-ROM ドライブの共有ドライブの共有ドライブの共有ドライブの共有

5. CD-ROM の場合 : Oracle Application Server の Disk 1 を CD-ROM ドライブに挿入します。

DVD-ROM の場合 : Oracle Application Server の DVD-ROM を DVD-ROM ドライブに挿
入します。

ローカル・コンピュータでのローカル・コンピュータでのローカル・コンピュータでのローカル・コンピュータでの CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM ドライブの割当てドライブの割当てドライブの割当てドライブの割当て

ローカル・コンピュータで CD-ROM または DVD-ROM ドライブを割り当てて、インストーラ
を実行するには、次の手順を実行します。

1. リモート・コンピュータの CD-ROM ドライブまたは DVD-ROM ドライブを割り当てます。

a. ローカル・コンピュータで Windows エクスプローラを起動します。

b. 「ツールツールツールツール」→「ネットワーク ドライブの割り当て」を選択します。「ネットワーク ド
ライブの割り当て」ダイアログ・ボックスが表示されます。

c. リモート・コンピュータの CD-ROM または DVD-ROM ドライブに使用するドライブ
文字を選択します。
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d. 「フォルダフォルダフォルダフォルダ」に、次の書式を使用してリモート・コンピュータの CD-ROM または
DVD-ROM ドライブの場所を入力します。

¥¥remote_hostname¥share_name

remote_hostname は、CD-ROM または DVD-ROM ドライブがあるリモート・コン
ピュータの名前に置き換えます。

share_name は、2-25 ページの手順 4 で入力した共有名に置き換えます。

例 : ¥¥computer2¥cdrom

e. 別のユーザーとしてリモート・コンピュータに接続する必要がある場合、次の操作を
実行します。

「異なるユーザー名異なるユーザー名異なるユーザー名異なるユーザー名」をクリックし、ユーザー名を入力します。

f. 「完了完了完了完了」をクリックします。

2. 割り当てた CD-ROM または DVD-ROM ドライブからインストーラを実行します。

インストーラによって CD-ROM を交換するように要求されたら、CD-ROM を取り出し
て、必要な CD-ROM を挿入します。

2.9.9 リモート制御ソフトウェアを介したリモート制御ソフトウェアを介したリモート制御ソフトウェアを介したリモート制御ソフトウェアを介したリモート・コンピュータへのインリモート・コンピュータへのインリモート・コンピュータへのインリモート・コンピュータへのイン
ストールストールストールストール

リモート・コンピュータに Oracle Application Server をインストールして実行する（つまり、
ハード・ドライブがあるリモート・コンピュータで Oracle Application Server コンポーネント
を実行する）場合、そのコンピュータに物理的にアクセスできない場合でも、VNC や
Symantec pcAnywhere などのリモート制御ソフトウェアを実行している場合は、そのリモー
ト・コンピュータにインストールを実行できます。この場合、ローカル・コンピュータでもリ
モート制御ソフトウェアを実行している必要があります。

リモート・コンピュータには、次の 2 つの方法のいずれかで Oracle Application Server をイン
ストールできます。

� Oracle Application Server の CD-ROM または DVD-ROM の内容をハード・ドライブにコ
ピーしている場合、ハード・ドライブからインストールできます。

� CD-ROM または DVD-ROM をローカル・コンピュータのドライブに挿入して、その
CD-ROM または DVD-ROM からインストールできます。

ハード・ドライブからのインストールハード・ドライブからのインストールハード・ドライブからのインストールハード・ドライブからのインストール

Oracle Application Server の CD-ROM または DVD-ROM の内容をハード・ドライブにコピー
している場合、ハード・ドライブからインストールできます。

これを行うには、次の手順を実行します。

1. リモート制御ソフトウェアがリモート・コンピュータとローカル・コンピュータにインス
トールされ、実行されていることを確認します。

2. Oracle Application Server の CD-ROM または DVD-ROM を含むハード・ドライブを共有
化します。

注意注意注意注意 : CD-ROM を交換するときには、インストーラが実行中である必要
があります。CD-ROM を交換するときにインストーラを終了しないでく
ださい。インストーラを終了すると、中断したところから再開することが
できません。また、インストーラにより作成された部分的なインストール
は使用できないため、手動で削除する必要があります。
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3. リモート・コンピュータで、共有化したハード・ドライブにドライブ文字を割り当てます。
リモート・コンピュータで、リモート制御ソフトウェアを使用してこの操作を実行します。

4. リモート制御ソフトウェアを介して、リモート・コンピュータでインストーラを実行しま
す。共有ハード・ドライブからインストーラを実行します。

リモート・コンピュータのリモート・コンピュータのリモート・コンピュータのリモート・コンピュータの CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM ドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストール

CD-ROM または DVD-ROM をローカル・コンピュータのドライブに挿入して、その CD-ROM
または DVD-ROM からインストールできます。これは、2.9.8 項「リモート・コンピュータの
CD-ROM または DVD-ROM ドライブからのインストール」のシナリオに類似しています。

これを行うには、次の手順を実行します。

1. リモート制御ソフトウェアがリモート・コンピュータとローカル・コンピュータにインス
トールされ、実行されていることを確認します。

2. ローカル・コンピュータで、CD-ROM または DVD-ROM ドライブを共有化します。

リモート・コンピュータで、共有化した CD-ROM または DVD-ROM ドライブにドライブ
文字を割り当てます。リモート・コンピュータで、リモート制御ソフトウェアを使用して
この操作を実行します。

これらの手順の詳細は、2.9.8 項「リモート・コンピュータの CD-ROM または DVD-ROM
ドライブからのインストール」を参照してください。

3. リモート制御ソフトウェアを介して、リモート・コンピュータでインストーラを実行しま
す。共有化した CD-ROM または DVD-ROM ドライブからインストーラを実行します。

2.10 インストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェック
表 2-7 に、インストーラにより実行される前提条件チェックを示します。

表表表表 2-7 インストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェック

項目項目項目項目 説明説明説明説明

ユーザー インストーラにより、ユーザーが管理権限を持っているかどうかがチェックされます。

モニター インストーラにより、モニターが 256 色以上を表示できるように構成されていることが

チェックされます。

オペレーティング・システム
のバージョン

サポートされているバージョンについては、表 2-2 を参照してください。

Windows の Service Pack サポートされている Service Pack については、表 2-2 を参照してください。

メモリー 推奨値については、表 2-2 を参照してください。

総ページング・ファイル（仮
想メモリー）・サイズ

推奨値については、表 2-2 を参照してください。

TEMP ディレクトリ内の領域 推奨値については、表 2-2 を参照してください。

インスタンス名 インストーラにより、Oracle Application Server のインストール先のコンピュータに同

じ名前のインスタンスがすでに存在しないことがチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリ

名

インストーラにより、Oracle ホーム・ディレクトリ名に空白が含まれていないことが

チェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリ

へのパス

インストーラにより、Oracle ホーム・ディレクトリへのパスが 127 文字を超えていない

ことがチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリ

の内容

インストーラにより、Oracle ホーム・ディレクトリにインストールの妨げとなるファイ

ルがないことがチェックされます。
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Oracle ホーム・ディレクトリ Oracle Application Server は新しいディレクトリにインストールしてください。許可さ

れていないインストールの例を次に示します。

� Oracle Application Server を 8.0、8i、9.0.1、9.2 または 10g データベースの Oracle
ホームにインストールする

� Oracle Application Server を Oracle Management Service の Oracle ホームにインス

トールする

� Oracle Application Server を Oracle Collaboration Suite の Oracle ホームにインス

トールする

�  Oracle Application ServerをOracle HTTP ServerのスタンドアロンのOracleホーム

にインストールする

� Oracle Application ServerをOracle Web CacheのスタンドアロンのOracleホームに

インストールする

� Oracle Application ServerをOracle9i Developer Suite 9.0.2またはOracle Developer 
Suite 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server を Oracle Containers for J2EE のスタンドアロンの Oracle
ホームにインストールする

� Oracle Application Server をOracle9iAS 1.0.2.2のOracleホームにインストールする

� Oracle Application Server を Infrastructure 9.0.2、9.0.4、10g リリース 2（10.1.2）ま

たは 10g（10.1.4.0.1）の Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server を Oracle9iAS の 9.0.2、9.0.3、9.0.4、10g リリース 2
（10.1.2）または 10g リリース 3（10.1.3.0.0）の中間層の Oracle ホームにインストー

ルする

� Oracle Application Server を Oracle Business Intelligence 10g（10.1.2.0.2）CD-ROM
からインストールした Oracle ホームにインストールする

静的ポートの競合 指定されている場合、インストーラにより、staticports.iniファイルに一覧表示さ

れているポートがチェックされます。詳細は、2.4 項「ポート」を参照してください。

クラスタ・ファイル・シス
テム

インストーラにより、Oracle Application Server をクラスタ・ファイル・システム

（CFS）にインストールするのではないことがチェックされます。

表表表表 2-7 インストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェック（続き）（続き）（続き）（続き）

項目項目項目項目 説明説明説明説明
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インストールを開始する前に知っておく必要のある
3

インストールを開始する前に知っておく必要のインストールを開始する前に知っておく必要のインストールを開始する前に知っておく必要のインストールを開始する前に知っておく必要の

あることあることあることあること

内容は次のとおりです。

� 3.1 項「Oracle ホーム・ディレクトリ」

� 3.2 項「追加の言語のインストール」

� 3.3 項「Oracle Application Server インスタンスとインスタンス名」

� 3.4 項「oc4jadmin ユーザーとそのパスワードの制限」

� 3.5 項「インストーラがファイルを書き込む場所」

� 3.6 項「Oracle Database Lite が実行中のシステムへのインストール」

� 3.7 項「インストーラによるアシスティブ・テクノロジの使用」

� 3.8 項「OracleAS Cluster にインスタンスを追加する場合のルール」

� 3.9 項「Oracle Universal Installer の起動」
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Oracle ホーム・ディレクトリ
3.1 Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
Oracle Application Server をインストールするディレクトリを Oracle ホームと呼びます。イン
ストール時に、このディレクトリへのフルパスを指定します。

たとえば、Oracle Containers for J2EE は C:¥oracle¥OraHome_oc4jにインストールできま
す。

3.1.1 Oracle ホームのネーミングホームのネーミングホームのネーミングホームのネーミング
各 Oracle ホーム・ディレクトリは自動的に名前が付けられます。Oracle ホームの名前は
oracleasxです。ただし、xはシステムにインストールされた Oracle Application Server の数
により異なります。

たとえば、このシステムに初めて Oracle Application Server をインストールする場合、Oracle
ホームは oracleas1という名前になります。

3.1.2 既存の既存の既存の既存の Oracle ホームへのインストールホームへのインストールホームへのインストールホームへのインストール
通常、既存の Oracle ホームに Oracle Application Server をインストールすることはできませ
ん。インストールができない組合せは、2-28 ページの「Oracle ホーム・ディレクトリ」のリス
トを参照してください。

3.1.3 空ではない空ではない空ではない空ではない Oracle ホームへのインストールホームへのインストールホームへのインストールホームへのインストール
Oracle Application Server は、いくつかのファイルがすでに含まれているディレクトリにはイ
ンストールできません。ただし、3.1.2 項「既存の Oracle ホームへのインストール」に説明した
場合は例外です。たとえば、インストールを取り消した場合やインストールに失敗した場合は、
ディレクトリをクリーンアップしてから、そのディレクトリに Oracle Application Server を再
インストールする必要があります。また、インストーラはインストールを修復することもでき
ません。

3.2 追加の言語のインストール追加の言語のインストール追加の言語のインストール追加の言語のインストール
デフォルトでは、インストーラによって、英語およびオペレーティング・システムの言語のテ
キストで Oracle Application Server がインストールされます。追加の言語が必要な場合は、拡
張インストールを実行し、「インストール・タイプの選択」画面の「製品の言語製品の言語製品の言語製品の言語」ボタンをク
リックする必要があります。

インストールする追加の言語を選択すると、選択した言語でテキストがインストールされます。
また、その言語の表示に必要なフォントもインストールされます。

一部のコンポーネントでは、インストール時に選択した場合にのみ、その言語がインストール
されます。この場合、使用できない言語でアプリケーションにアクセスすると、サーバーのロ
ケール言語に戻されます。

注意注意注意注意 :

� Oracle ホーム・ディレクトリへのパスには空白を使用できません。た
とえば「C:¥program files¥oracle¥OC4J」では「program 
files」に空白が含まれているため、このディレクトリにインストー
ルできません。

� ドライブを割り当てても、別のコンピュータにはインストールできま
せん。別のコンピュータへのインストールは、リモート・コントロー
ル・ソフトウェアを介して実行できます。詳細は、2.9.9 項「リモート
制御ソフトウェアを介したリモート・コンピュータへのインストー
ル」を参照してください。
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その他のコンポーネントでは、インストール時に選択した言語に関係なく使用可能な言語がイ
ンストールされます。ただし、この場合、フォントは明示的に選択した言語用のみがインス
トールされます。アプリケーションにアクセスすると、言語はインストールされているため、
ご使用の言語でテキストが使用されます。ただし、テキストをレンダリングするための適切な
フォントがない場合は、テキストは四角いボックスで表示されます。通常、これは中国語、日
本語および韓国語に適用されます。

フォントはインストール後にインストールできます。詳細は、E.3.4 項「ユーザー・インタ
フェースが希望の言語で表示されない、または正しく表示されない」を参照してください。

インストール後に追加の言語をインストールできないことに注意してください。インストール後に追加の言語をインストールできないことに注意してください。インストール後に追加の言語をインストールできないことに注意してください。インストール後に追加の言語をインストールできないことに注意してください。すべての必要
な言語はイントール中にインストールする必要があります。インストールしていない言語を使
用する環境で Oracle Application Server を実行すると、ユーザー・インタフェースはその言語
または英語で表示されます。または、（フォントがないために）テキストのかわりに四角いボッ
クスが表示される場合もあります。

3.3 Oracle Application Server インスタンスとインスタンス名インスタンスとインスタンス名インスタンスとインスタンス名インスタンスとインスタンス名
中間層をインストールすると、Oracle Application Server インスタンスができます。インス
トーラにより、インストールする Oracle Application Server インスタンスの名前を入力するよ
うに求められます。たとえば、「J2EE」のような名前を付けることができます。この名前は、
Oracle ホームの名前と同じでなくてもかまいません。

インストール後に、この名前を変更することはできません。

Oracle Application Server では、指定されたインスタンス名にホスト名とドメイン名を追加し、
完全なインスタンス名にします。たとえば、c1という名前のコンピュータにインスタンスをイ
ンストールする場合、インスタンスの名前を Oc4j1にすると、ドメイン名が mydomain.com
であれば、インスタンスのフルネームは Oc4j1.c1.mydomain.comになります。

インスタンス名に使用できる文字インスタンス名に使用できる文字インスタンス名に使用できる文字インスタンス名に使用できる文字

インスタンス名には、英数字（A-Z、a-z、0-9）および _（アンダースコア）文字のみを使用で
きます。

インスタンス名は、63 文字以下に指定します。

Oracle Application Server インスタンス名での制限インスタンス名での制限インスタンス名での制限インスタンス名での制限

Oracle Application Server インスタンスの名前には、コンピュータのホスト名を使用しないで
ください。

Oracle Application Server インスタンスを OracleAS Cluster に配置する計画がある場合は、イ
ンスタンス名には次のものを含めないでください。

� OracleAS Cluster 内のコンピュータのホスト名または IP アドレス

� OracleAS Cluster 内の Oracle Application Server インストールの Oracle ホーム

Oracle Application Server でのインスタンス名の使用でのインスタンス名の使用でのインスタンス名の使用でのインスタンス名の使用

インスタンス名が重要なのは、Oracle Application Server でインスタンスを一意に識別するの
に使用されるためです。つまり、同じコンピュータに複数の Oracle Application Server インス
タンスをインストールする場合、それぞれに異なる名前を付ける必要があります。

Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control（または略して Application Server 
Control）を使用して Oracle Application Server を管理する場合は、インスタンス名が画面に表
示されます。インスタンス名をクリックして、そのインスタンスにインストールされているコ
ンポーネント、コンポーネントの稼働 / 停止状態、コンポーネントのログ・ファイルなどのイ
ンスタンスの詳細を表示できます。Application Server Control は、Oracle Application Server
用のブラウザベースの管理ツールです。この管理ツールの詳細は、『Oracle Application Server
管理者ガイド』を参照してください。
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oc4jadmin ユーザーとそのパスワードの制限
Oracle ホームの名前は、次のように使用されます。

� OPMN は、Windows サービスとして実行されます。インストーラは、このサービスに名
前を付けるとき、次の書式でサービス名に Oracle ホームの名前を含めます。

Oracle-<InstanceName>ProcessManager

たとえば、インスタンス名に「Oc4j」を使用すると、プロセス管理サービスの名前は
Oracle-Oc4jProcessManagerとなります。

� インスタンス名は「スタートスタートスタートスタート」メニューのメニュー項目にも表示され、関連付けられたイ
ンスタンスのコンポーネントを次のように起動および停止できます。

� 「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「Oracle -instanceName」→「Oracle Process 
Manager」→「Start Oracle Process Manager」を選択します。

� 「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「Oracle -instanceName」→「Oracle Process 
Manager」→「Stop Oracle Process Manager」を選択します。

3.4 oc4jadmin ユーザーとそのパスワードの制限ユーザーとそのパスワードの制限ユーザーとそのパスワードの制限ユーザーとそのパスワードの制限
次のインストール・タイプのいずれかを選択すると、インストーラにより、oc4jadminユー
ザーのパスワードを入力するように求められます。

� 基本インストール

� 拡張インストール : J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイート

� 拡張インストール : J2EE サーバーと Web サーバー

� 拡張インストール : J2EE サーバー

oc4jadminユーザーは、Oracle Application Server インスタンスの管理ユーザーです。
Application Server Control を使用して Oracle Application Server インスタンスを管理するに
は、oc4jadminとしてログインします。

コンピュータ上に、それぞれが一意のインスタンス名を持つ複数の Oracle Application Server
インスタンスをインストールできますが、管理ユーザーの名前はどのインスタンスでも
oc4jadminです。oc4jadminユーザーのパスワードは、インスタンスごとに別にすることが
できます。

oc4jadmin ユーザーのパスワードユーザーのパスワードユーザーのパスワードユーザーのパスワード

oc4jadminユーザーのパスワードには、次のような制限があります。

� 5 文字以上を指定します。

� 最大長は 30 文字です。

� 1 文字以上は数字にします。

� パスワードには、データベース・キャラクタ・セットの英数字、アンダースコア（_）、ド
ル記号（$）およびシャープ記号（#）のみを使用できます。

� パスワードは、アルファベット文字で始める必要があります。パスワードは、数字、アン
ダースコア（_）、ドル記号（$）またはシャープ記号（#）から始めることはできません。

� パスワードに Oracle の予約語を使用することはできません。予約語については、『Oracle 
Database SQL リファレンス』のリストを参照してください。このマニュアルは、OTN

（Oracle Technology Network）のサイト
（http://www.oracle.com/technology/documentation）にあります。または、単
に予約語のような形式の語の使用を避ける方法もあります。

注意注意注意注意 : パスワードを入力する際には、[Caps Lock] キーが適切な状態に
なっていることを確認します。パスワードでは、大 / 小文字が区別されま
す。
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Oracle Database Lite が実行中のシステムへのインストール
パスワードは、次の作業を実行するときに入力する必要があるため、覚えておく必要がありま
す。

� Oracle Application Server を管理するために Application Server Control にログインすると
きは、oc4jadminユーザーとしてログインします。

パスワードを忘れた場合は、リセットできます。詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガ
イド』を参照してください。

3.5 インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所
インストーラは、次のディレクトリにファイルを書き込みます。

また、インストーラは Windows レジストリにエントリを作成します。

3.6 Oracle Database Lite が実行中のシステムへのインストールが実行中のシステムへのインストールが実行中のシステムへのインストールが実行中のシステムへのインストール
Oracle Database Lite がインストールされているシステムにインストールする場合、このシステ
ムに対して基本インストールを実行することはできません。

Oracle Database Lite は、Oracle Application Server の基本インストール実行時にインストール
されます。すでにシステムで Oracle Database Lite が実行中の場合、基本インストールは完了し
ません。インストーラによって、既存の Oracle Database Lite インストールは確認されません。

注意注意注意注意 : インストール終了後にインストールを Oracle Internet Directory に
登録する場合、oc4jadminユーザーのパスワードは、Oracle Internet 
Directory のパスワード・ポリシーに準拠している必要があります。Oracle 
Internet Directory 管理者に問い合わせてパスワード・ポリシーを確認して
ください。

表表表表 3-1 インストーラがファイルを書き込むディレクトリインストーラがファイルを書き込むディレクトリインストーラがファイルを書き込むディレクトリインストーラがファイルを書き込むディレクトリ

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 説明説明説明説明

Oracle ホーム・ディレクトリ このディレクトリには Oracle Application Server のファイルが

入っています。このディレクトリは、Oracle Application Server
のインストール時に指定します。

インベントリ・ディレクトリ

(system_drive:¥Program 
Files¥Oracle¥Inventory)

インストーラは、インベントリ・ディレクトリを使用して、コ
ンピュータにインストールされた Oracle 製品の履歴を取ります。

インベントリ・ディレクトリは、コンピュータに Oracle 製品を

初めてインストールするときに作成されます。それ以降のイン
ストールでも、インストーラは同じインベントリ・ディレクト
リを使用します。

TEMP ディレクトリ インストーラは、インストール時のみに必要なファイルを一時
ディレクトリに書き込みます。一時ディレクトリは、環境変数
TEMP によって指定されます。詳細は、2.8.4 項「TEMP」を参

照してください。
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3.7 インストーラによるアシスティブ・テクノロジの使用インストーラによるアシスティブ・テクノロジの使用インストーラによるアシスティブ・テクノロジの使用インストーラによるアシスティブ・テクノロジの使用
Java Access Bridge によって、JAWS スクリーン・リーダーなどのアシスティブ・テクノロジを
使用して、Windows プラットフォームで実行中の Java アプリケーションを読み取ることがで
きます。アシスティブ・テクノロジを使用すると、Oracle Universal Installer、Oracle 
Enterprise Manager 10g Application Server Control などの Java ベースのインタフェースを読み
取ることができます。

Oracle Application Server のインストール・メディアには、インストール中に Oracle Universal 
Installer によって使用される Java Runtime Environment（JRE）1.4.2 が含まれています。JRE
によって、インストール中に Java Access Bridge を使用できるようになります。

JRE 1.4.2 を使用して Java Access Bridge を設定するには、Oracle インストール・メディアの次
のバッチ・ファイルを実行します。Java Access Bridge がすでにシステムで実行されている場合
は、このバッチ・ファイルを実行する前にアシスティブ・テクノロジを無効にします。

DRIVE_LETTER:¥install¥access_setup.bat

バッチ・ファイルを実行した後、アシスティブ・テクノロジ・プログラムを再起動します。

インストール後に Enterprise Manager にアクセスできるようにするには、『Oracle Application 
Server 管理者ガイド』の Enterprise Manager のアクセシビリティ・モードの有効化に関する項
を参照してください。

3.8 OracleAS Cluster にインスタンスを追加する場合のルールにインスタンスを追加する場合のルールにインスタンスを追加する場合のルールにインスタンスを追加する場合のルール
OracleAS Cluster に追加されるインスタンスには、次のオペレーティング・システムの制限事
項が適用されます。

� OracleAS Cluster のインスタンスは、同じインストール・タイプとバージョンであり、同
種のオペレーティング・システム（Solaris、Linux および HP-UX は同種のオペレーティン
グ・システム）に存在する必要があります。

3.9 Oracle Universal Installer の起動の起動の起動の起動
1. Windows の Administrators グループのメンバーであるユーザーとしてコンピュータにロ

グオンします。

2. ディスクを挿入します。

CD-ROM ユーザーの場合 : Oracle Application Server の Disk 1 を CD-ROM ドライブに挿
入します。

DVD-ROM ユーザーの場合 : Oracle Application Server の DVD-ROM を DVD-ROM ドラ
イブに挿入します。
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3. コンピュータが自動実行機能をサポートしている場合は、インストーラが自動的に起動さ
れます。

コンピュータが自動実行機能をサポートしていない場合は、次のようにインストーラを手
動で起動する必要があります。

CD-ROM ユーザーの場合 : setup.exeファイルをダブルクリックします。

DVD-ROM ユーザーの場合 : application_serverディレクトリの setup.exeファイ
ルをダブルクリックします。

Oracle Universal Installer が起動します。これを使用して Oracle Application Server をインス
トールします。
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基本インストール基本インストール基本インストール基本インストール

この章では、Oracle Application Server の基本インストールを実行する方法について説明しま
す。内容は次のとおりです。

� 4.1 項「インストールされるコンポーネント」

� 4.2 項「基本インストールの手順」

� 4.3 項「次の作業」
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インストールされるコンポーネント
4.1 インストールされるコンポーネントインストールされるコンポーネントインストールされるコンポーネントインストールされるコンポーネント
基本インストール中に、次のすべてのコンポーネントをインストールする必要があります。次
のすべてのコンポーネントをインストールしない場合または Oracle HTTP Server をインストー
ルする場合は、第 5 章「拡張インストール」を参照してください。

基本インストールでインストールされるコンポーネントは、次のとおりです。

� Oracle Containers for J2EE

Java アプリケーションを開発するための、完全な Java 2 Enterprise Edition（J2EE）環境を
提供するコンポーネントです。

� Oracle SOA Suite

サービスの作成、管理、コンポジット・アプリケーションおよびビジネス・プロセスへの
編成を可能にするコンポーネントです。Oracle SOA Suite には、Oracle BPEL Process 
Manager、Oracle Enterprise Service Bus（ESB）、Oracle Web Services Manager（OWSM）
および Oracle Business Rules が含まれています。

� Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control

このコンポーネントを使用すると、Oracle Application Server の Web ベースでの管理が可
能になります。

� Oracle Process Manager and Notification Server

Oracle Application Server インスタンスおよびそのコンポーネントのプロセス制御および
監視を提供するコンポーネントです。

� OC4J Java Single Sign-On

ユーザーが 1 つのユーザー名とパスワードですべての SSO ベースのアプリケーションにロ
グインできるようにするコンポーネントです。

基本インストールでは、Oracle Database Lite もインストールされます。通常の Oracle データ
ベースまたは Real Application Clusters データベースを使用する場合は、拡張インストールを
実行する必要があります。

4.2 基本インストールの手順基本インストールの手順基本インストールの手順基本インストールの手順
この項では、Oracle Application Server の基本インストールを実行する手順について説明しま
す。内容は次のとおりです。

� 4.2.1 項「インストール前の確認事項」

� 4.2.2 項「インストール手順」

4.2.1 インストール前の確認事項インストール前の確認事項インストール前の確認事項インストール前の確認事項
Oracle Application Server のインストールを開始する前に、第 2 章「要件」および第 3 章「イ
ンストールを開始する前に知っておく必要のあること」を必ずお読みください。これらの章に
は、インストールを開始する前に理解しておく必要のある、インストール時に回避するべき潜
在的な問題についての重要な情報が記述されています。

Oracle Database Lite がインストールされているシステムに対して基本インストールを実行する
ことはできません。詳細は、3.6 項「Oracle Database Lite が実行中のシステムへのインストー
ル」を参照してください。
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4.2.2 インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順
Oracle Application Server を基本インストールでインストールするには、次の手順を実行しま
す。

1. Oracle Universal Installer を起動します。

詳細は、3.9 項「Oracle Universal Installer の起動」を参照してください。

2. 「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画面

図図図図 4-1「「「「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画面インストール」画面インストール」画面インストール」画面

インストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリ : Oracle Application Server をインストールするディレクトリ
を入力します。

「基本インストール基本インストール基本インストール基本インストール」を選択します。

AS インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名 : このインスタンス名により、この Oracle Application Server インスタ
ンスを識別します。同じホスト上に複数の Oracle Application Server インスタンスがある
場合、インスタンス名は一意である必要があります。

AS 管理者のユーザー名管理者のユーザー名管理者のユーザー名管理者のユーザー名 : Oracle Application Server インスタンスの管理ユーザー名は
oc4jadminに設定されており、変更できません。Oracle Enterprise Manager 10g を使用し
て Oracle Application Server インスタンスを管理するには、oc4jadminユーザーとしてロ
グインします。

「AS 管理者のパスワード管理者のパスワード管理者のパスワード管理者のパスワード」および「パスワードの確認パスワードの確認パスワードの確認パスワードの確認」: oc4jadminユーザーのパスワー
ドを入力します。

データベース・タイプデータベース・タイプデータベース・タイプデータベース・タイプ : 基本インストールでは Oracle Database Lite（Olite）がインストー
ルされます。別の既存の Oracle データベースまたは Real Application Clusters データベー
スを使用する場合は、拡張インストールを実行する必要があります。

「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。
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3. 「Oracle Universal Installer: インストール」画面

図図図図 4-2「「「「Oracle Universal Installer: インストール」画面インストール」画面インストール」画面インストール」画面

この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

4. 「Oracle Universal Installer: コンフィギュレーション・アシスタント」画面

図図図図 4-3「「「「Oracle Universal Installer: コンフィギュレーション・アシスタント」画面コンフィギュレーション・アシスタント」画面コンフィギュレーション・アシスタント」画面コンフィギュレーション・アシスタント」画面

この画面には、Configuration Assistant の進捗状況が表示されます。
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5. 「Oracle Universal Installer: インストールの終了」画面

図図図図 4-4「「「「Oracle Universal Installer: インストールの終了」画面インストールの終了」画面インストールの終了」画面インストールの終了」画面

この画面には、インストールが正常に完了したかどうかを示され、「ようこそ」ページや
Application Server Control コンソールなどの様々な Oracle Application Server のページへ
のリンクとともに、製品のリリース・ノートやインストール・ログなどの様々なドキュメ
ントへのリンクが表示されます。

4.3 次の作業次の作業次の作業次の作業
インストールが完了したら、次のことを行ってください。

� インストール完了後に実行する必要のある作業については、第 7 章を参照してください。

� 正常にインストールされた後、Oracle Application Server を構成および管理する方法の詳細
は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』を参照してください。
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拡張インストール拡張インストール拡張インストール拡張インストール

この章では、Oracle Application Server の拡張インストールを実行する方法について説明しま
す。内容は次のとおりです。

� 5.1 項「インストールされるコンポーネント」

� 5.2 項「拡張インストール手順」

� 5.3 項「インストール画面」

� 5.4 項「トラブルシューティング情報」

� 5.5 項「次の作業」
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インストールされるコンポーネント
5.1 インストールされるコンポーネントインストールされるコンポーネントインストールされるコンポーネントインストールされるコンポーネント
拡張インストールには、次の 4 つのインストール・オプションがあります。

� J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイート

� J2EE サーバーおよび Web サーバー

� J2EE サーバー

� Web サーバー

5.1.1 J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートスイートスイートスイート
J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストールでは、次のコンポーネント
がインストールされます。

� Oracle Containers for J2EE（OC4J）

Java アプリケーションを開発するための、完全な Java 2 Enterprise Edition（J2EE）環境を
提供するコンポーネントです。

� Oracle SOA Suite

サービスの作成、管理、コンポジット・アプリケーションおよびビジネス・プロセスへの
編成を可能にするコンポーネントです。Oracle SOA Suite には、Oracle BPEL Process 
Manager、Oracle Enterprise Service Bus（ESB）、Oracle Web Services Manager（OWSM）
および Oracle Business Rules が含まれています。

� Oracle HTTP Server（SSL 対応）

Oracle Application Server の Web サーバー・コンポーネントです。

� Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control

このコンポーネントを使用すると、Oracle Application Server の Web ベースでの管理が可
能になります。

� Oracle Process Manager and Notification Server

Oracle Application Server インスタンスおよびそのコンポーネントのプロセス制御および
監視を提供するコンポーネントです。

5.1.2 J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび Web サーバーサーバーサーバーサーバー
J2EE サーバーおよび Web サーバーのインストールでは、次のコンポーネントがインストール
されます。

� Oracle Containers for J2EE（OC4J）

Java アプリケーションを開発するための、完全な Java 2 Enterprise Edition（J2EE）環境を
提供するコンポーネントです。

� Oracle HTTP Server（SSL 対応）

Oracle Application Server の Web サーバー・コンポーネントです。

� Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control

このコンポーネントを使用すると、Oracle Application Server の Web ベースでの管理が可
能になります。

� Oracle Process Manager and Notification Server

Oracle Application Server インスタンスおよびそのコンポーネントのプロセス制御および
監視を提供するコンポーネントです。
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5.1.3 J2EE サーバーサーバーサーバーサーバー
J2EE サーバーのインストールでは、次のコンポーネントがインストールされます。

� Oracle Containers for J2EE（OC4J）

Java アプリケーションを開発するための、完全な Java 2 Enterprise Edition（J2EE）環境を
提供するコンポーネントです。

� Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control

このコンポーネントを使用すると、Oracle Application Server の Web ベースでの管理が可
能になります。

� Oracle Process Manager and Notification Server

Oracle Application Server インスタンスおよびそのコンポーネントのプロセス制御および
監視を提供するコンポーネントです。

5.1.4 Web サーバーサーバーサーバーサーバー
Web サーバーのインストールでは、次のコンポーネントがインストールされます。

� Oracle HTTP Server（SSL 対応）

Oracle Application Server の Web サーバー・コンポーネントです。

� Oracle Process Manager and Notification Server

Oracle Application Server インスタンスおよびそのコンポーネントのプロセス制御および
監視を提供するコンポーネントです。

5.2 拡張インストール手順拡張インストール手順拡張インストール手順拡張インストール手順
この項では、Oracle Application Server の拡張インストールを実行する手順について説明しま
す。内容は次のとおりです。

� 5.2.1 項「インストール前の確認事項」

� 5.2.2 項「J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストール」

� 5.2.3 項「J2EE サーバーおよび Web サーバーのインストール」

� 5.2.4 項「J2EE サーバーのインストール」

� 5.2.5 項「Web サーバーのインストール」

5.2.1 インストール前の確認事項インストール前の確認事項インストール前の確認事項インストール前の確認事項
Oracle Application Server のインストールを開始する前に、第 2 章「要件」および第 3 章「イ
ンストールを開始する前に知っておく必要のあること」を必ずお読みください。これらの章に
は、インストールを開始する前に理解しておく必要のある、インストール時に回避するべき潜
在的な問題についての重要な情報が記述されています。
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5.2.2 J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートのインストールスイートのインストールスイートのインストールスイートのインストール
拡張インストールで J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートをインストールするた
めに必要な手順について、表 5-1 に簡単に示します。

表表表表 5-1 J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートスイートスイートスイートのインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- Oracle Universal Installer を起動します。

詳細は、3.9 項「Oracle Universal Installer の起動」を参照してください。

2. Oracle Application Server 
SOA Suite 10.1.3.1.0 インス

トール

「インストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリ」フィールドで Oracle ホームを指定します。

「拡張インストール拡張インストール拡張インストール拡張インストール」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.1 項「「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画

面」を参照してください。

3. インストール・タイプの
選択

「J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートスイートスイートスイート」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.2 項「「インストール・タイプの選択」画面」を参照してください。

4. データベース接続情報の
指定

Oracle データベースの接続情報を指定します。

「DBA 権限を持つユーザー権限を持つユーザー権限を持つユーザー権限を持つユーザー」フィールドで DBA ユーザーを指定します。

「データベース・ユーザー・パスワードデータベース・ユーザー・パスワードデータベース・ユーザー・パスワードデータベース・ユーザー・パスワード」フィールドで DBA ユーザーのパスワードを

指定します。

「ホスト名とポートホスト名とポートホスト名とポートホスト名とポート」フィールドでデータベースのホスト名とポートを指定します。

「サービス名サービス名サービス名サービス名」フィールドでデータベースのサービス名を指定します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.3 項「「データベース接続情報の指定」画面」を参照してください。

5. データベース・スキーマの
パスワードの指定

ORABPEL、 ORAESBおよび ORAWSMデータベース・スキーマのパスワードを指定しま

す。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.4 項「「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面」を参照してく

ださい。

6. ポート構成オプションの
指定

ポートの構成を自動で行うか、またはポート構成ファイルの場所を指定して手動で行
うかを選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.5 項「「ポート構成オプションの指定」画面」を参照してください。

7. 管理 (Administration) 設定 Oracle Application Server インスタンス名と oc4jadminのパスワードを指定します。

このインスタンスで Application Server Control を実行する場合は、「管理管理管理管理 OC4J インスインスインスインス

タンスとして構成タンスとして構成タンスとして構成タンスとして構成」を選択します。

Oracle Containers for J2EE インスタンス名を指定します。デフォルトのインスタンス

名は、oc4j_soaです。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.6 項「「管理 (Administration) 設定」画面」を参照してください。
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5.2.3 J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび Web サーバーサーバーサーバーサーバーのインストールのインストールのインストールのインストール
拡張インストールで J2EE サーバーおよび Web サーバーをインストールするために必要な手順
について、表 5-2 に簡単に示します。

8. クラスタ・トポロジ構成 デフォルトの Web サイトを AJP プロトコル・モードで実行し、Oracle HTTP Server の
ホスト名とポートを指定する場合は、「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP 
Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」を選択します。

このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成

する場合は、「このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一クラスタ・トポロジの一クラスタ・トポロジの一クラスタ・トポロジの一

部として構成部として構成部として構成部として構成」を選択します。マルチキャスト・アドレスの IP アドレスとポートを指

定します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.8 項「「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバー、Web サーバーお

よび SOA スイートのインストール」を参照してください。

9. サマリー 画面に表示されるインストール・パラメータが正しいことを確認します。

「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。

詳細は、5.3.12 項「「サマリー」画面」を参照してください。

10. インストール 操作は不要です。この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

詳細は、5.3.13 項「「インストール」画面」を参照してください。

11. コンフィギュレーション・
アシスタント

特定の Configuration Assistant のインストールを停止する場合を除き、操作は不要で

す。

詳細は、5.3.14 項「「コンフィギュレーション・アシスタント」画面」を参照してくだ

さい。

12. インストール終了 操作は不要です。この画面には、インストールが成功したかどうかが示され、製品リ
リース・ノートのリンクが表示されます。

詳細は、5.3.15 項「「インストール終了」画面」を参照してください。

表表表表 5-2 J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび Web サーバーサーバーサーバーサーバーのインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- Oracle Universal Installer を起動します。

詳細は、3.9 項「Oracle Universal Installer の起動」を参照してください。

2. Oracle Application Server 
SOA Suite 10.1.3.1.0 インス

トール

「インストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリ」フィールドで Oracle ホームを指定します。

「拡張インストール拡張インストール拡張インストール拡張インストール」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.1 項「「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画

面」を参照してください。

3. インストール・タイプの
選択

「J2EE サーバーとサーバーとサーバーとサーバーと Web サーバーサーバーサーバーサーバー」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.2 項「「インストール・タイプの選択」画面」を参照してください。

表表表表 5-1 J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイートスイートスイートスイートのインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順（続き）（続き）（続き）（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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5.2.4 J2EE サーバーサーバーサーバーサーバーのインストールのインストールのインストールのインストール
拡張インストールで J2EE サーバーをインストールするために必要な手順について、表 5-3 に簡
単に示します。

4. ポート構成オプションの
指定

ポートの構成を自動で行うか、またはポート構成ファイルの場所を指定して手動で行
うかを選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.5 項「「ポート構成オプションの指定」画面」を参照してください。

5. 管理 (Administration) 設定 Oracle Application Server インスタンス名と oc4jadminのパスワードを指定します。

このインスタンスで Application Server Control を実行する場合は、「管理管理管理管理 OC4J インスインスインスインス

タンスとして構成タンスとして構成タンスとして構成タンスとして構成」を選択します。

デフォルトの Oracle Containers for J2EE インスタンス名を指定します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.6 項「「管理 (Administration) 設定」画面」を参照してください。

6. クラスタ・トポロジ構成 このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成

するかどうかを選択します。

「このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構クラスタ・トポロジの一部として構クラスタ・トポロジの一部として構クラスタ・トポロジの一部として構

成成成成」を選択した場合は、「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および「ポートポートポートポート」を指定します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.9 項「「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバーおよび Web サー

バーのインストール」を参照してください。

7. サマリー 画面に表示されるインストール・パラメータが正しいことを確認します。

「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。

詳細は、5.3.12 項「「サマリー」画面」を参照してください。

8. インストール 操作は不要です。この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

詳細は、5.3.13 項「「インストール」画面」を参照してください。

9. コンフィギュレーション・
アシスタント

特定の Configuration Assistant のインストールを停止する場合を除き、操作は不要で

す。

詳細は、5.3.14 項「「コンフィギュレーション・アシスタント」画面」を参照してくだ

さい。

10. インストール終了 操作は不要です。この画面には、インストールが成功したかどうかが示され、製品リ
リース・ノートのリンクが表示されます。

詳細は、5.3.15 項「「インストール終了」画面」を参照してください。

表表表表 5-3 J2EE サーバーサーバーサーバーサーバーのインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- Oracle Universal Installer を起動します。

詳細は、3.9 項「Oracle Universal Installer の起動」を参照してください。

表表表表 5-2 J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび Web サーバーサーバーサーバーサーバーのインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順（続き）（続き）（続き）（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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2. Oracle Application Server 
SOA Suite 10.1.3.1.0 インス

トール

「インストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリ」フィールドで Oracle ホームを指定します。

「拡張インストール拡張インストール拡張インストール拡張インストール」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.1 項「「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画

面」を参照してください。

3. インストール・タイプの
選択

「J2EE サーバーサーバーサーバーサーバー」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.2 項「「インストール・タイプの選択」画面」を参照してください。

4. ポート構成オプションの
指定

ポートの構成を自動で行うか、またはポート構成ファイルの場所を指定して手動で行
うかを選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.5 項「「ポート構成オプションの指定」画面」を参照してください。

5. 管理 (Administration) 設定 Oracle Application Server インスタンス名と oc4jadminのパスワードを指定します。

このインスタンスで Application Server Control を実行する場合は、「管理管理管理管理 OC4J インスインスインスインス

タンスとして構成タンスとして構成タンスとして構成タンスとして構成」を選択します。

デフォルトの Oracle Containers for J2EE インスタンス名を指定します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.6 項「「管理 (Administration) 設定」画面」を参照してください。

6. クラスタ・トポロジ構成  このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成

するかどうかを選択します。

OC4J インスタンスで Oracle HTTP Server インスタンスからリクエストを受け入れる

場合は、「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」を選択

します。

「このこのこのこの OC4J インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部としクラスタ・トポロジの一部としクラスタ・トポロジの一部としクラスタ・トポロジの一部とし

て構成て構成て構成て構成」を選択した場合は、「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および「ポートポートポートポート」を指定します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.10 項「「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバーのインストール」

を参照してください。

7. サマリー 画面に表示されるインストール・パラメータが正しいことを確認します。

「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。

詳細は、5.3.12 項「「サマリー」画面」を参照してください。

8. インストール 操作は不要です。この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

詳細は、5.3.13 項「「インストール」画面」を参照してください。

9. インストール終了 操作は不要です。この画面には、インストールが成功したかどうかが示され、製品リ
リース・ノートのリンクが表示されます。

詳細は、5.3.15 項「「インストール終了」画面」を参照してください。

表表表表 5-3 J2EE サーバーサーバーサーバーサーバーのインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順（続き）（続き）（続き）（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
拡張インストール 5-7



拡張インストール手順
5.2.5 Web サーバーサーバーサーバーサーバーのインストールのインストールのインストールのインストール
拡張インストールで Web サーバーをインストールするために必要な手順について、表 5-4 に簡
単に示します。

表表表表 5-4 Web サーバーサーバーサーバーサーバーのインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- Oracle Universal Installer を起動します。

詳細は、3.9 項「Oracle Universal Installer の起動」を参照してください。

2. Oracle Application Server 
SOA Suite 10.1.3.1.0 インス

トール

「インストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリインストール・ディレクトリ」フィールドで Oracle ホームを指定します。

「拡張インストール・モード拡張インストール・モード拡張インストール・モード拡張インストール・モード」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.1 項「「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画

面」を参照してください。

3. インストール・タイプの
選択

「Web サーバーサーバーサーバーサーバー」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.2 項「「インストール・タイプの選択」画面」を参照してください。

4. ポート構成オプションの
指定

ポートの構成を自動で行うか、またはポート構成ファイルの場所を指定して手動で行
うかを選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.5 項「「ポート構成オプションの指定」画面」を参照してください。

5. インスタンス名の指定 Oracle Application Server インスタンス名を指定します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.7 項「「インスタンス名の指定」画面」を参照してください。

6. クラスタ・トポロジ構成 このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成

する場合は、「このこのこのこの Oracle HTTP Server インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle Application Server クククク
ラスタの一部として構成ラスタの一部として構成ラスタの一部として構成ラスタの一部として構成」を選択します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

詳細は、5.3.11 項「「クラスタ・トポロジ構成」画面 : Web サーバーのインストール」

を参照してください。

7. サマリー 画面に表示されるインストール・パラメータが正しいことを確認します。

「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。

詳細は、5.3.12 項「「サマリー」画面」を参照してください。

8. インストール 操作は不要です。この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

詳細は、5.3.13 項「「インストール」画面」を参照してください。

9. コンフィギュレーション・
アシスタント

特定の Configuration Assistant のインストールを停止する場合を除き、操作は不要で

す。

詳細は、5.3.14 項「「コンフィギュレーション・アシスタント」画面」を参照してくだ

さい。

10. インストール終了 操作は不要です。この画面には、インストールが成功したかどうかが示され、製品リ
リース・ノートのリンクが表示されます。

詳細は、5.3.15 項「「インストール終了」画面」を参照してください。
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5.3 インストール画面インストール画面インストール画面インストール画面
この項では、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）に対する、Oracle Universal 
Installer（OUI）の様々なインストール画面について説明します。内容は次のとおりです。

� 5.3.1 項「「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画面」

� 5.3.2 項「「インストール・タイプの選択」画面」

� 5.3.3 項「「データベース接続情報の指定」画面」

� 5.3.4 項「「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面」

� 5.3.5 項「「ポート構成オプションの指定」画面」

� 5.3.6 項「「管理 (Administration) 設定」画面」

� 5.3.7 項「「インスタンス名の指定」画面」

� 5.3.8 項「「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA ス
イートのインストール」

� 5.3.9 項「「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバーおよび Web サーバーのインス
トール」

� 5.3.10 項「「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバーのインストール」

� 5.3.11 項「「クラスタ・トポロジ構成」画面 : Web サーバーのインストール」

� 5.3.12 項「「サマリー」画面」

� 5.3.13 項「「インストール」画面」

� 5.3.14 項「「コンフィギュレーション・アシスタント」画面」

� 5.3.15 項「「インストール終了」画面」
拡張インストール 5-9



インストール画面
5.3.1「「「「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画面インストール」画面インストール」画面インストール」画面
インストール・プロセスの最初の画面です。インストール・ディレクトリ（または Oracle ホー
ム）を入力して、基本インストールと拡張インストールのどちらを実行するかを指定する必要
があります。

図図図図 5-1「「「「Oracle Application Server SOA Suite 10.1.3.1.0 インストール」画面インストール」画面インストール」画面インストール」画面

「インストール・ディレクトリ」「インストール・ディレクトリ」「インストール・ディレクトリ」「インストール・ディレクトリ」

インストール・ディレクトリまたは Oracle ホームのフルパスを指定します。ソフトウェアは、
このディレクトリにインストールされます。Oracle ホームの詳細は、3.1 項「Oracle ホーム・
ディレクトリ」を参照してください。

「基本インストール」または「拡張インストール」の選択「基本インストール」または「拡張インストール」の選択「基本インストール」または「拡張インストール」の選択「基本インストール」または「拡張インストール」の選択

この章では Oracle Application Server の拡張インストールを実行するため、「拡張インストー拡張インストー拡張インストー拡張インストー
ルルルル」を選択して「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

基本インストールを実行する場合は、第 4 章「基本インストール」を参照してください。

「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックすると、次の警告が表示されます。

図図図図 5-2「警告」画面「警告」画面「警告」画面「警告」画面

この図は、「警告」画面を示しています。周辺の説明を参照してください。

「はいはいはいはい」をクリックして拡張インストールを続行します。
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5.3.2「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面
インストールする製品を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

図図図図 5-3「「「「Oracle Universal Installer: インストール・タイプの選択」画面インストール・タイプの選択」画面インストール・タイプの選択」画面インストール・タイプの選択」画面

各インストール・タイプでインストールされるコンポーネントについて確認するには、5.1 項
「インストールされるコンポーネント」を参照してください。

この画面で、「製品の言語製品の言語製品の言語製品の言語」をクリックして、追加の言語をインストールできます。詳細は、
3.2 項「追加の言語のインストール」を参照してください。
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5.3.3「データベース接続情報の指定」画面「データベース接続情報の指定」画面「データベース接続情報の指定」画面「データベース接続情報の指定」画面
データベース接続情報を指定します。

図図図図 5-4 Oracle Universal Installer: データベース接続情報の指定データベース接続情報の指定データベース接続情報の指定データベース接続情報の指定

データベース・タイプデータベース・タイプデータベース・タイプデータベース・タイプ

データベースのタイプは Oracle Database に設定されており、変更できません。

DBA 権限を持つユーザー権限を持つユーザー権限を持つユーザー権限を持つユーザー

DBA ユーザーを指定します。

データベース・ユーザー・パスワードデータベース・ユーザー・パスワードデータベース・ユーザー・パスワードデータベース・ユーザー・パスワード

DBA 権限を持つユーザーのパスワードを指定します。

ホスト名とポートホスト名とポートホスト名とポートホスト名とポート

データベースのホスト名とポートを指定します。書式は次のとおりです。

hostname:port

Oracle データベースが 10g 以上の Real Application Clusters データベースの場合は、クラスタ
内のすべての仮想ホスト名とポートを指定します。値をカレット（^）で区切る次の書式を使用
します。

virtual_hostname_on_node1:port1^virtual_hostname_on_node2:port2^virtual_hostname_on_
node3:port3

注意注意注意注意 : インストーラによって、データベースに ORABPEL、ORAESB お
よび ORAWSM スキーマが含まれていることが確認されます。詳細は、
2.7 項「データベース・スキーマのインストール」を参照してください。
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Oracle データベースが 9iReal Application Clusters データベースの場合は、クラスタ内のすべ
ての物理ホスト名とポートを指定します。値をカレット（^）で区切る次の書式を使用します。

host1:port1^host2:port2^host3:port3

サービス名サービス名サービス名サービス名

データベースのサービス名を指定します。通常、これはグローバル・データベース名と同じで
す。

データベースのサービス名がわからない場合は、データベースの初期化パラメータ・ファイル
の SERVICE_NAMESパラメータから取得できます。初期化パラメータ・ファイルに SERVICE_
NAMESパラメータが含まれていない場合、サービス名は DB_NAMEおよび DB_DOMAINパラ
メータに指定されているグローバル・データベース名と同じになります。

データベースが Real Application Clusters データベースの場合は、データベースのすべてのイ
ンスタンスのサービス名が同じである必要があります。

5.3.4「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面
ORABPEL、 ORAESBおよび ORAWSMデータベース・スキーマのパスワードを指定します。

図図図図 5-5 Oracle Universal Installer: 「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面

注意注意注意注意 : Oracle Application Server のインストールの前に、ORABPEL、
ORAESBおよび ORAWSMスキーマが Oracle データベースに存在している必
要があります。これらのスキーマのインストール手順は、2.7 項「データ
ベース・スキーマのインストール」を参照してください。
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ORABPEL パスワードパスワードパスワードパスワード

ORABPEL スキーマのパスワードを指定します。

ORAESB パスワードパスワードパスワードパスワード

ORAESB スキーマのパスワードを指定します。

ORAWSM パスワードパスワードパスワードパスワード

ORAWSM スキーマのパスワードを指定します。

5.3.5「ポート構成オプションの指定」画面「ポート構成オプションの指定」画面「ポート構成オプションの指定」画面「ポート構成オプションの指定」画面
ポートを構成する方法を選択します。

図図図図 5-6「「「「Oracle Universal Installer: ポート構成オプションの指定」画面ポート構成オプションの指定」画面ポート構成オプションの指定」画面ポート構成オプションの指定」画面

すべてデフォルトのポート番号を使用する場合は、「自動自動自動自動」を選択します。デフォルトのポート
番号および範囲のリストについては、付録 B を参照してください。

ポート番号をカスタマイズする場合は、「手動手動手動手動」を選択します。各コンポーネントに使用する
ポート番号が含まれている既存のポート構成ファイルへのフルパスおよびファイル名を指定す
る必要があります。通常、このポート構成ファイルの名前は staticports.iniですが、ファ
イルの形式が適切であれば、任意の名前を指定できます。製品に付属する staticports.ini
ファイルの詳細は、2.4.4 項「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照して
ください。
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5.3.6「管理「管理「管理「管理 (Administration) 設定」画面設定」画面設定」画面設定」画面
Oracle Application Server インスタンス名、oc4jadminのパスワードおよび OC4J インスタン
ス名を指定します。

図図図図 5-7「「「「Oracle Universal Installer: 管理管理管理管理 (Administration) 設定」画面設定」画面設定」画面設定」画面

AS インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名

「AS インスタンス名」によって、この Oracle Application Server インスタンスが一意に識別さ
れます。

インスタンス名の詳細は、3.3 項「Oracle Application Server インスタンスとインスタンス名」
を参照してください。

AS 管理者のユーザー名管理者のユーザー名管理者のユーザー名管理者のユーザー名

Oracle Application Server インスタンスの管理ユーザー名は oc4jadminに設定されており、変
更できません。Enterprise Manager を使用して Oracle Application Server インスタンスを管理
するには、oc4jadminユーザーとしてログインします。

oc4jadminユーザーの詳細は、3.4 項「oc4jadmin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照
してください。

「「「「AS 管理者パスワード」および「管理者パスワード」および「管理者パスワード」および「管理者パスワード」および「AS 管理者パスワードの確認」管理者パスワードの確認」管理者パスワードの確認」管理者パスワードの確認」

ホスト上に、それぞれが一意のインスタンス名を持つ複数の Oracle Application Server インス
タンスをインストールできますが、管理ユーザーの名前はどのインスタンスでも oc4jadmin
です。oc4jadminユーザーのパスワードは、インスタンスごとに別に指定できます。

oc4jadminパスワードの詳細は、3.4 項「oc4jadmin ユーザーとそのパスワードの制限」を参
照してください。
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管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成

このシステム上で Application Server Control を実行して管理機能を実現するには、このオプ
ションを選択します。

シングル・インスタンス・トポロジを使用している場合、インスタンスの管理を可能にするに
は、このオプションを選択する必要があります。

クラスタ・トポロジを使用している場合、このインスタンスで Application Server Control を実
行してクラスタを管理するには、このオプションを選択します。クラスタ・トポロジでは、1
つのインスタンスのみを管理 OC4J インスタンスとして構成する必要があります。この管理
OC4J インスタンスは、最初にインストールするノードである必要はありません。

「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択しない場合、Application Server Control はこのシ
ステム上で動作するように構成されません。この Application Server インスタンスは、クラス
タ・トポロジ内の他の OC4J インスタンスで動作する Application Server Control によって管理
する必要があります。Application Server Control は、必要に応じて、インストール後にこのイ
ンスタンス上で動作するように構成できます。詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイ
ド』の「管理者資格証明の設定によるリモート管理の有効化」を参照してください。

OC4J インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名 :
「OC4J インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名」によって、インストーラで作成されたデフォルトの OC4J インスタン
スが識別されます。

OC4J インスタンス名には、英数字（A-Z、a-z、0-9）およびアンダースコア文字（_）のみを
使用できます。

OC4J インスタンス名は、63 文字以下に指定します。

5.3.7「インスタンス名の指定」画面「インスタンス名の指定」画面「インスタンス名の指定」画面「インスタンス名の指定」画面
この画面は、図 5-3 に示す「インストール・タイプの選択」画面で「Web サーバーサーバーサーバーサーバー」オプショ
ンを選択した場合にのみ表示されます。

図図図図 5-8「「「「Oracle Universal Installer: インスタンス名の指定」画面インスタンス名の指定」画面インスタンス名の指定」画面インスタンス名の指定」画面
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インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名

Oracle Application Server インスタンス名を指定します。指定したインスタンス名によって、
この Oracle Application Server インスタンスが一意に識別されます。

インスタンス名の詳細は、3.3 項「Oracle Application Server インスタンスとインスタンス名」
を参照してください。

5.3.8「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび
SOA スイートのインストールスイートのインストールスイートのインストールスイートのインストール

このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成するかど
うかを選択します。

図図図図 5-9 Oracle Universal Installer: クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび

SOA スイートのインストール）スイートのインストール）スイートのインストール）スイートのインストール）

このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス

OC4J インスタンスで Oracle HTTP Server インスタンスのリクエストを受け入れる場合は、こ
のオプションを選択します。このオプションを選択すると、OC4J インスタンスは、デフォルト
Web サイトを AJP プロトコル・モードで実行し、Oracle HTTP Server で動作する mod_oc4j
のリクエストを受け入れるように構成されます。

このオプションを選択しない場合、OC4J インスタンスは、独自の HTTP リスナーを使用する
ブラウザ・クライアントのリクエストをリスニングします。この場合、OC4J インスタンスは、
デフォルト Web サイトを HTTP プロトコル・モードで実行し、ブラウザ・クライアントから直
接アクセスできるように構成されます。

この OC4J インスタンスへのアクセス方法は、インストール後に変更できます。『Oracle 
Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の opmnctl を使用したマルチキャスト検出の構成
に関する項を参照してください。
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ロード・バランサまたはロード・バランサまたはロード・バランサまたはロード・バランサまたは Oracle HTTP Server のホスト名およびポートの指定のホスト名およびポートの指定のホスト名およびポートの指定のホスト名およびポートの指定

リクエストを受け入れるロード・バランサまたは Oracle HTTP Server の「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および
「ポートポートポートポート」番号を指定します。

このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成

このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成する場合
は、このオプションを選択します。クラスタ・トポロジはインストール後に構成することもで
きます。詳細は、7.3 項「OracleAS Cluster の構成」を参照してください。

Oracle Application Server クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定

クラスタ内のすべてのノードで共有されるマルチキャスト・アドレスの「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および
「ポートポートポートポート」を指定します。

既存のクラスタにインスタンスを追加する際、マルチキャスト・アドレスがわからない場合は、
トポロジの Oracle Application Server インスタンスで、opmn.xmlファイル内の <discover>
要素を探します。<discover>要素は次のように記述されています。

<notification-server>
<topology>
<discover list="*225.0.0.20:8001"/>

</topology>
...
</notification-server>

この例では、IP アドレスは 225.0.0.20、ポートは 8001です。

注意注意注意注意 :

� クラスタの最初のインスタンスをインストールする場合は、検出アド
レスのみを指定します。クラスタの最初のインスタンスをインストー
ルする前に必要な手順はこれだけです。

� トポロジ内のすべてのノードは、同じマルチキャスト・アドレスと
ポートを使用するように構成する必要があります。

� マルチキャスト・アドレスは、224.0.1.0～ 239.255.255.255の
有効なアドレス範囲内である必要があります。

� インストーラでは、クラスタの検出アドレスの IP アドレスまたはポー
トは検証されません。
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5.3.9「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび Web サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの
インストールインストールインストールインストール

このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成するかど
うかを選択します。

図図図図 5-10 Oracle Universal Installer: クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび Web サーバーサーバーサーバーサーバー

のインストール）のインストール）のインストール）のインストール）

このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成

このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成する場合
は、このオプションを選択します。クラスタ・トポロジはインストール後に構成することもで
きます。詳細は、7.3 項「OracleAS Cluster の構成」を参照してください。

Oracle Application Server クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定

クラスタ内のすべてのノードで共有されるマルチキャスト・アドレスの「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および
「ポートポートポートポート」を指定します。

注意注意注意注意 :

� クラスタの最初のインスタンスをインストールする場合は、検出アド
レスのみを指定します。クラスタの最初のインスタンスをインストー
ルする前に必要な手順はこれだけです。

� トポロジ内のすべてのノードは、同じマルチキャスト・アドレスと
ポートを使用するように構成する必要があります。

� マルチキャスト・アドレスは、224.0.1.0～ 239.255.255.255の
有効なアドレス範囲内である必要があります。

� インストーラでは、クラスタの検出アドレスの IP アドレスまたはポー
トは検証されません。
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既存のクラスタにインスタンスを追加する際、マルチキャスト・アドレスがわからない場合は、
トポロジの Oracle Application Server インスタンスで、opmn.xmlファイル内の <discover>
要素を探します。<discover>要素は次のように記述されています。

<notification-server>
<topology>
<discover list="*225.0.0.20:8001"/>

</topology>
...
</notification-server>

この例では、IP アドレスは 225.0.0.20、ポートは 8001です。

5.3.10「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面 : J2EE サーバーのインストールサーバーのインストールサーバーのインストールサーバーのインストール
このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成するかど
うかを選択します。

図図図図 5-11 Oracle Universal Installer: クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（J2EE サーバー）サーバー）サーバー）サーバー）
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このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle HTTP Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス

OC4J インスタンスで Oracle HTTP Server インスタンスのリクエストを受け入れる場合は、こ
のオプションを選択します。このオプションを選択すると、OC4J インスタンスは、デフォルト
Web サイトを AJP プロトコル・モードで実行し、Oracle HTTP Server で動作する mod_oc4j
のリクエストを受け入れるように構成されます。

このオプションを選択しない場合、OC4J インスタンスは、独自の HTTP リスナーを使用する
ブラウザ・クライアントのリクエストをリスニングします。この場合、OC4J インスタンスは、
デフォルト Web サイトを HTTP プロトコル・モードで実行し、ブラウザ・クライアントから直
接アクセスできるように構成されます。

この OC4J インスタンスへのアクセス方法は、インストール後に変更できます。『Oracle 
Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の opmnctl を使用したマルチキャスト検出の構成
に関する項を参照してください。

このこのこのこの OC4J インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成

この OC4J インスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成す
る場合は、このオプションを選択します。クラスタ・トポロジはインストール後に構成するこ
ともできます。詳細は、7.3 項「OracleAS Cluster の構成」を参照してください。

Oracle Application Server クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定

クラスタ内のすべてのノードで共有されるマルチキャスト・アドレスの「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および
「ポートポートポートポート」を指定します。

既存のクラスタにインスタンスを追加する際、マルチキャスト・アドレスがわからない場合は、
トポロジの Oracle Application Server インスタンスで、opmn.xmlファイル内の <discover>
要素を探します。<discover>要素は次のように記述されています。

<notification-server>
<topology>
<discover list="*225.0.0.20:8001"/>

</topology>
...
</notification-server>

この例では、IP アドレスは 225.0.0.20、ポートは 8001です。

注意注意注意注意 :

� クラスタの最初のインスタンスをインストールする場合は、検出アド
レスのみを指定します。クラスタの最初のインスタンスをインストー
ルする前に必要な手順はこれだけです。

� トポロジ内のすべてのノードは、同じマルチキャスト・アドレスと
ポートを使用するように構成する必要があります。

� マルチキャスト・アドレスは、224.0.1.0～ 239.255.255.255の
有効なアドレス範囲内である必要があります。

� インストーラでは、クラスタの検出アドレスの IP アドレスまたはポー
トは検証されません。
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5.3.11「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面「クラスタ・トポロジ構成」画面 : Web サーバーのインストールサーバーのインストールサーバーのインストールサーバーのインストール
このインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成するかど
うかを選択します。

図図図図 5-12 Oracle Universal Installer: クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（クラスタ・トポロジ構成（Web サーバー）サーバー）サーバー）サーバー）

このこのこのこの Oracle HTTP Server インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle Application Server クラスタの一部としてクラスタの一部としてクラスタの一部としてクラスタの一部として
構成構成構成構成

このインスタンスを Oracle Application Server クラスタの一部として構成する場合は、このオ
プションを選択します。クラスタは、インストール後に構成することもできます。詳細は、7.3
項「OracleAS Cluster の構成」を参照してください。

Oracle Application Server クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定クラスタ検出アドレスの指定

クラスタ内のすべてのノードで共有されるマルチキャスト・アドレスの「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および
「ポートポートポートポート」を指定します。

注意注意注意注意 :

� クラスタの最初のインスタンスをインストールする場合は、検出アド
レスのみを指定します。クラスタの最初のインスタンスをインストー
ルする前に必要な手順はこれだけです。

� トポロジ内のすべてのノードは、同じマルチキャスト・アドレスと
ポートを使用するように構成する必要があります。

� マルチキャスト・アドレスは、224.0.1.0～ 239.255.255.255の
有効なアドレス範囲内である必要があります。

� インストーラでは、クラスタの検出アドレスの IP アドレスまたはポー
トは検証されません。
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既存のクラスタにインスタンスを追加する際、マルチキャスト・アドレスがわからない場合は、
トポロジの Oracle Application Server インスタンスで、opmn.xmlファイル内の <discover>
要素を探します。<discover>要素は次のように記述されています。

<notification-server>
<topology>
<discover list="*225.0.0.20:8001"/>

</topology>
...
</notification-server>

この例では、IP アドレスは 225.0.0.20、ポートは 8001です。

5.3.12「サマリー」画面「サマリー」画面「サマリー」画面「サマリー」画面
このウィンドウに表示されるインストール・パラメータが正しいことを確認します。

図図図図 5-13「「「「Oracle Universal Installer: サマリー」画面サマリー」画面サマリー」画面サマリー」画面

「インストールインストールインストールインストール」をクリックしてインストールを開始します。
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5.3.13「インストール」画面「インストール」画面「インストール」画面「インストール」画面
この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

図図図図 5-14「「「「Oracle Universal Installer: インストール」画面インストール」画面インストール」画面インストール」画面

インストールを中断するには、「インストールの中止インストールの中止インストールの中止インストールの中止」をクリックします。インストールを停止
するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

この画面には、ログの内容が確認できるように、インストール・ログの場所も表示されます。
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5.3.14「コンフィギュレーション・アシスタント」画面「コンフィギュレーション・アシスタント」画面「コンフィギュレーション・アシスタント」画面「コンフィギュレーション・アシスタント」画面
この画面には、インストールの完了前に実行するよう推奨されるツールの名前、ステータス、
およびツール・タイプが表示されます。

図図図図 5-15「「「「Oracle Universal Installer: コンフィギュレーション・アシスタント」画面コンフィギュレーション・アシスタント」画面コンフィギュレーション・アシスタント」画面コンフィギュレーション・アシスタント」画面

ツールのステータスは、「ステータス」列に表示される次のいずれかになります。

� 成功しました成功しました成功しました成功しました : ツールは正常に実行されました。

� 失敗しました失敗しました失敗しました失敗しました : ツールは実行されましたが、失敗しました。

� 保留中です保留中です保留中です保留中です : ツールは実行を待機しています。

� 取り消されました。取り消されました。取り消されました。取り消されました。: ツールの実行はユーザーによって（「中止中止中止中止」をクリックして）取り消
されました。

� 処理中です処理中です処理中です処理中です : ツールは現在実行中です。

� スキップしましたスキップしましたスキップしましたスキップしました : このツールの前に実行していた Configuration Assistant が取り消された
か、または失敗しました。ツールが失敗したか取り消された場合、以降のツールはスキッ
プされます。

ツールを選択すると、その詳細が「詳細」に表示されます。詳細は、ツールの実行時に表示さ
れます。実行中の Configuration Assistant を停止する場合は、「中止中止中止中止」をクリックします。

すべてのツールが 1 回目の試行で成功した場合は、自動的に次のページが表示されます。1 回
目の試行で成功しなかった場合は、すべてのツールが成功するまで、「コンフィギュレーショ
ン・アシスタント」ページが表示され続けます。すべてのツールが成功したら、「次へ次へ次へ次へ」をク
リックして次の処理に進みます。

1 つ以上のツールが失敗した場合、次のページは表示されません。かわりに、失敗したツール
の詳細を確認し、問題を修正して Configuration Assistant を再度実行できます。ツールが失敗
した場合の対処法については、インストールする製品のインストール・ドキュメントも確認す
る必要があります。失敗したツールまたはスキップされたツールのすべてに関して、それらの
実行に使用されたツール名とコマンドのリストが生成されます。この情報をシェル・スクリプ
トやバッチ・ファイルに直接コピーまたは貼り付けると、インストールの完了後にこれらの
ツールを実行できます。
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デフォルトでは、失敗したかまたはスキップされたすべてのツールに対して「再試行」列の
チェック・ボックスが選択されます。選択された Configuration Assistant をすべて再試行する
には、「再試行再試行再試行再試行」をクリックします。

問題を修正せずに続行するには、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

5.3.15「インストール終了」画面「インストール終了」画面「インストール終了」画面「インストール終了」画面
この画面には、Oracle Application Server のインストールが成功したかどうかが示され、イン
ストールした製品に関する重要な情報が表示されます。たとえば、特定の Web アプリケーショ
ンの URL に関する情報が示されます。いつでも確認できるように、この情報を書き留めておい
てください。

この情報は ORACLE_HOME¥install¥readme.txtファイルでも確認できます。

図図図図 5-16「「「「Oracle Universal Installer: インストール終了」画面インストール終了」画面インストール終了」画面インストール終了」画面

インストールした製品のリリース・ノートを確認するには、「リリース情報リリース情報リリース情報リリース情報」をクリックする
か、または OTN（http://www.oracle.com/technology/documentation）のドキュメ
ント・ページを参照してください。

「終了終了終了終了」をクリックして Oracle Universal Installer を終了します。

注意注意注意注意 : タイプ（「推奨」または「オプション」）に関係なく、すべての
Configuration Assistant が失敗してもインストールは成功したとみなされ
ます。ただし、すべての推奨ツールを正常に実行しなければ製品が適切に
構成されないため、その製品は正常に機能しないことがあります。
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5.4 トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報
インストール、Configuration Assistant、または製品全般について問題が発生した場合は、付録
E「トラブルシューティング」を参照して、その一般的な問題と解決策について確認してくださ
い。

5.5 次の作業次の作業次の作業次の作業
インストールが完了したら、次のことを行ってください。

� インストール完了後に実行する必要のある作業については、第 7 章を参照してください。

� 正常にインストールされた後、Oracle Application Server を構成および管理する方法の詳細
は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』を参照してください。
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高可用性環境へのインスト
6

高可用性環境へのインストール高可用性環境へのインストール高可用性環境へのインストール高可用性環境へのインストール

この章では、Oracle Application Server でサポートされている高可用性構成の概要とインス
トール手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 6.1 項「高可用性構成の概要」

� 6.2 項「アクティブ - アクティブ・トポロジの作成」

� 6.3 項「アクティブ - パッシブ・トポロジの作成」

� 6.4 項「OracleAS Disaster Recovery 構成の作成」
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6.1 高可用性構成の概要高可用性構成の概要高可用性構成の概要高可用性構成の概要
この章では、Oracle Application Server での高可用性構成の概要のみを説明します。構成の詳
細は、『Oracle Application Server 高可用性ガイド』を参照してください。

Oracle Application Server がインストール時にサポートする高可用性構成のタイプは次のとお
りです。それぞれのタイプには複数のバリエーションがあることに注意してください。

� 6.1.1 項「アクティブ - アクティブ・トポロジ : OracleAS Cluster」

� 6.1.2 項「アクティブ - パッシブ・トポロジ : OracleAS Cold Failover Cluster」

� 6.1.3 項「OracleAS Disaster Recovery」

高可用性構成の比較一覧は、6.1.4 項「相違の概要」を参照してください。

6.1.1 アクティブアクティブアクティブアクティブ - アクティブ・トポロジアクティブ・トポロジアクティブ・トポロジアクティブ・トポロジ : OracleAS Cluster
Oracle Application Server は、OracleAS Cluster を使用したそのすべてのコンポーネントに対し
てアクティブ - アクティブな冗長モデルを用意しています。OracleAS Cluster 構成では、2 つ以
上の Oracle Application Server インスタンスが同じワークロードを処理するように構成されま
す。これらのインスタンスは、同じマシン上で実行することも、別のマシン上で実行すること
もできます。

これらのインスタンスのフロントエンドには外部のロード・バランサが配置され、このロー
ド・バランサによって、任意のアクティブなインスタンスにリクエストが送信されます。外部
のロード・バランサではなく、ソフトウェア・ロード・バランサを実行してリクエストを分散
することもできます。ただし、本番環境ではハードウェア・ロード・バランサの使用をお薦め
します。

OracleAS Cluster 構成の一般的なプロパティは次のとおりです。

� 類似したインスタンス構成

各インスタンスは、同じワークロードまたはアプリケーションを処理する必要があります。
一部の構成プロパティでは、各インスタンスが同じリクエストに対して同じリプライを配
信できるように、インスタンス全体で類似した値が使用されます。その他の構成プロパ
ティでは、ローカル・ホスト名情報のようにインスタンス固有の値が使用されます。

1 つのインスタンスの構成を変更する場合は、そのアクティブ - アクティブ・トポロジ内の
他のインスタンスにも同じ変更を加える必要があります。『Oracle Containers for J2EE 構成
および管理ガイド』の「クラスタの構成と管理」に、レプリケートされるプロパティを含
むファイルが記載されています。

� 独立したオペレーション

アクティブ - アクティブ・トポロジ内の 1 つの Oracle Application Server インスタンスで
障害が発生しても、クラスタ内の他のインスタンスがリクエストの処理を続行します。
ロード・バランサは、動作中のインスタンスにのみリクエストを送信します。

OracleAS Cluster 構成の利点は次のとおりです。

� 可用性の強化

アクティブ - アクティブ・トポロジは、冗長構成です。1 つのインスタンスを失っても、他
のインスタンスが同じリクエストを継続して処理できます。

� スケーラビリティとパフォーマンスの強化

同一の構成を持つ複数のインスタンスは、異なるマシンおよびプロセス間でワークロード
を共有する機能を備えています。リクエスト数の増加に応じてインスタンスを新規に追加
することにより、トポロジの規模を変更できます。

OracleAS Cluster 構成の作成方法については、6.2 項「アクティブ - アクティブ・トポロジの作
成」を参照してください。
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6.1.2 アクティブアクティブアクティブアクティブ - パッシブ・トポロジパッシブ・トポロジパッシブ・トポロジパッシブ・トポロジ : OracleAS Cold Failover Cluster
Oracle Application Server では、OracleAS Cold Failover Cluster 環境のすべてのコンポーネン
トでアクティブ - パッシブ・モデルを利用できます。OracleAS Cold Failover Cluster トポロジ
では、2 つの Oracle Application Server インスタンスが同じアプリケーションのワークロード
を処理するように構成されますが、常に一方のインスタンスのみがアクティブになります。
パッシブなインスタンスは、アクティブなインスタンスに障害が発生した場合にのみ実行され
ます（つまり、アクティブになります）。これらのインスタンスは、ハードウェア・クラスタ内
のノードで実行されます。

OracleAS Cold Failover Cluster トポロジの一般的なプロパティは次のとおりです。

� ハードウェア・クラスタ

OracleAS Cold Failover Cluster トポロジでは、ハードウェア・クラスタ内にある、ベン
ダー・クラスタウェアを実行しているマシン上で Oracle Application Server が実行されま
す。

� 共有記憶域

ハードウェア・クラスタ内のマシンで共有されている記憶域に Oracle Application Server
インスタンスの Oracle ホームをインストールします。

OracleAS Cold Failover Cluster トポロジのアクティブ・ノードは、Oracle ホームにアクセ
スできるように共有記憶域をマウントします。ノードがマウントできない場合は、パッシ
ブなインスタンスが共有記憶域をマウントし、その Oracle ホームにアクセスします。

� 仮想ホスト名

仮想ホスト名によって、クライアントは Oracle Application Server 中間層の単一のシステ
ム・ビューを表示できます。クライアントは、この仮想ホスト名を使用して Oracle 
Application Server 中間層にアクセスします。

仮想ホスト名は、仮想 IP に関連付けられています。この名前と IP のエントリは、サイト
で使用される DNS に追加する必要があります。たとえば、ハードウェア・クラスタの 2 つ
の物理的なホスト名が node1.mycompany.comと node2.mycompany.comである場合
は、apps.mycompany.comという仮想ホスト名によってこのクラスタの単一のビューが
提供されます。DNS では、appsは、ハードウェア・クラスタを経由して node1と
node2の間で移動する仮想 IP アドレスにマップされます。クライアントは
apps.mycompany.comを使用して Oracle Application Server にアクセスします。クライ
アントは、どちらの物理ノードがアクティブになっていて、特定のリクエストを実際に処
理しているかを認識しません。

インストール時に仮想ホスト名を指定できます。詳細は、6.3 項「アクティブ - パッシブ・
トポロジの作成」を参照してください。

� フェイルオーバー手順

アクティブ - パッシブ構成には、アクティブなインスタンスの障害を検出し、パッシブな
インスタンスにフェイルオーバーしてダウンタイムを最小にするための一連のスクリプト
と手順も含まれています。

OracleAS Cold Failover Cluster トポロジの利点は次のとおりです。

� 可用性の強化

アクティブなインスタンスになんらかの理由で障害が発生するか、オフラインにしなけれ
ばならない場合、同一の構成を持つパッシブのインスタンスがアクティブなインスタンス
を引き継ぐために常に待機しています。
高可用性環境へのインストール 6-3



高可用性構成の概要
� 運営コストの削減

アクティブ - パッシブ・トポロジでは、1 つのセットのプロセスのみが稼働してリクエスト
を処理します。通常、1 つのアクティブなインスタンスを管理するほうが、多くのアク
ティブなインスタンスを管理するよりも容易です。

� アプリケーションの独立性

アプリケーションによっては、アクティブ - アクティブ・トポロジが適切でないものもあ
ります。このようなアプリケーションには、アプリケーションの状態やローカルに保存さ
れている情報に大きく依存するものがあります。アクティブ - パッシブ・トポロジでは、
常に 1 つのインスタンスのみがリクエストを処理します。

OracleAS Cold Failover Cluster 構成の作成方法については、6.3 項「アクティブ - パッシブ・ト
ポロジの作成」を参照してください。

6.1.3 OracleAS Disaster Recovery
OracleAS Disaster Recovery 構成には、次の特性があります。

� 本番サイトとその本番サイトをミラーリングするスタンバイ・サイト。通常、これらのサ
イトは、洪水、火災、地震などのサイト障害に備えて、互いに離れた場所に設置されます。
正常動作時には、本番サイトがすべてのリクエストを処理します。本番サイトが停止する
と、スタンバイ・サイトが引き継ぎ、すべてのリクエストを処理します。

� 各サイトには、ハードウェアおよび実行するソフトウェアがすべて備わっています。また、
Oracle Application Server インスタンスの実行に使用するノード、ロード・バランサおよ
び DNS サーバーも含まれています。

インストールの詳細は、6.4 項「OracleAS Disaster Recovery 構成の作成」を参照してくださ
い。

6.1.4 相違の概要相違の概要相違の概要相違の概要
表 6-1 に、高可用性構成間の相違の概要を示します。

表表表表 6-1 高可用性構成間での相違高可用性構成間での相違高可用性構成間での相違高可用性構成間での相違

OracleAS Cold 
Failover Cluster OracleAS Cluster OracleAS Disaster Recovery

ノード構成 アクティブ - パッシブ アクティブ - アクティブ アクティブ - パッシブ

ハードウェア・クラスタ あり なし オプション（OracleAS 
Infrastructure を OracleAS 
Cold Failover Cluster 構成にイ

ンストールする場合にのみ
ハードウェア・クラスタが必
要です）

仮想ホスト名 あり なし あり

ロード・バランサ なし あり なし

共有記憶域 あり なし なし
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6.2 アクティブアクティブアクティブアクティブ - アクティブ・トポロジの作成アクティブ・トポロジの作成アクティブ・トポロジの作成アクティブ・トポロジの作成
この項では、OracleAS Cluster を使用したアクティブ - アクティブ・トポロジに Oracle 
Application Server をインストールする方法について説明します。OracleAS Cluster は、Oracle 
Application Server がサポートする高可用性環境の 1 つです。

この項の内容は次のとおりです。

� 6.2.1 項「アクティブ - アクティブ・トポロジ : 概要」

� 6.2.2 項「アクティブ - アクティブ・トポロジの OracleAS Cluster」

� 6.2.3 項「アクティブ - アクティブ・トポロジの Oracle Application Server インスタンスのプ
ロパティ」

� 6.2.4 項「アクティブ - アクティブ・トポロジのインストール手順」

� 6.2.5 項「アクティブ - アクティブ・トポロジの作成でサポートされる手順」

6.2.1 アクティブアクティブアクティブアクティブ - アクティブ・トポロジアクティブ・トポロジアクティブ・トポロジアクティブ・トポロジ : 概要概要概要概要
アクティブ - アクティブ・トポロジは、単一インスタンスよりもスケーラビリティと可用性が
強化された冗長な中間層インスタンスで構成されています。アクティブ - アクティブ・トポロ
ジでは、単一インスタンスで発生するシングル・ポイント障害が排除されます。単一の Oracle 
Application Server インスタンスでは単一ホストのリソースが利用されるのに対し、中間層イン
スタンスのクラスタでは複数のホストのリソースが使用され、より多くの CPU にアプリケー
ションの実行が分散されます。単一の Oracle Application Server インスタンスは、そのホスト
とオペレーティング・システムの障害に対して脆弱ですが、アクティブ - アクティブ・トポロ
ジは、オペレーティング・システムやホストで障害が発生しても継続して機能し、その障害を
クライアントから見えなくします。

アクティブ - アクティブ・トポロジでは、すべてのインスタンスが同時にアクティブになりま
す。これが、常に 1 つのインスタンスのみがアクティブなアクティブ - パッシブ・トポロジと
の相違点です。

アクティブ - アクティブ・トポロジのノードは、ハードウェア・クラスタに属しません。

ロード・バランサの要件ロード・バランサの要件ロード・バランサの要件ロード・バランサの要件

アクティブ - アクティブ・トポロジでは、ロード・バランサによってトポロジ内の Oracle 
Application Server インスタンスの 1 つにリクエストが送信されます。つまり、ロード・バラン
サが Oracle Application Server インスタンスの前に配置されています。

ロード・バランサの構成時に、HTTP および HTTPS トラフィック用の仮想サーバー名を指定し
ます。クライアントは、この仮想サーバー名を使用してリクエストを送信します。ロード・バ
ランサは、利用可能な Oracle Application Server インスタンスにリクエストを送信します。

ロード・バランサで利用できる機能のリストは、『Oracle Application Server 高可用性ガイド』
を参照してください。

アクティブアクティブアクティブアクティブ - アクティブ・トポロジの図アクティブ・トポロジの図アクティブ・トポロジの図アクティブ・トポロジの図

次の図は、2 つのアクティブ - アクティブ・トポロジを示しています。この 2 つのトポロジは、
Oracle HTTP Server と OC4J を同じ Oracle ホームにインストールするか、または別々の Oracle
ホームにインストールするかで異なります。

図 6-1 は、Oracle HTTP Server と OC4J を同じ Oracle ホームにインストールしたアクティブ -
アクティブ・トポロジを示しています。図 6-2 は、Oracle HTTP Server と OC4J を別の Oracle
ホームにインストールしたアクティブ - アクティブ・トポロジを示しています。
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図図図図 6-1 Oracle HTTP Server とととと OC4J が同じが同じが同じが同じ Oracle ホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブ - アクティブ・トポロジアクティブ・トポロジアクティブ・トポロジアクティブ・トポロジ

図図図図 6-2 Oracle HTTP Server とととと OC4J が別々のが別々のが別々のが別々の Oracle ホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブ - アクティブ・アクティブ・アクティブ・アクティブ・

トポロジトポロジトポロジトポロジ

6.2.2 アクティブアクティブアクティブアクティブ - アクティブ・トポロジのアクティブ・トポロジのアクティブ・トポロジのアクティブ・トポロジの OracleAS Cluster
アクティブ - アクティブ・トポロジの Oracle Application Server インスタンスはすべて同じク
ラスタに属します。Oracle HTTP Server は、同じクラスタに属する OC4J インスタンスにのみ
アプリケーションのリクエストを転送します。

次のいずれか方法により、OPMN を使用してインスタンスをクラスタ化できます。

� すべてのインスタンスで同じマルチキャスト IP アドレスおよびポートを使用する。

� すべてのインスタンスが 1 つの検出サーバーに連鎖する。

� 各インスタンスが、他のすべてのインスタンスを opmn.xml 構成ファイルで指定する。

� 異なるサブネットのノードでインスタンスを実行する場合は、異なるサブネットの各イン
スタンスを繋ぐゲートウェイ・サーバーとして機能するノードを指定する必要があります。

OPMN によるクラスタ化では、一部の opmnctlコマンドで @clusterパラメータを使用する
こともできます。@clusterパラメータを使用するコマンドは、クラスタ内のすべてのインス
タンスに適用されます。たとえば、@clusterパラメータを使用して、クラスタ内の全インス
タンスのすべてのコンポーネントを起動できます。
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アクティブ - アクティブ・トポロジの作成
クラスタの OC4J インスタンスには、次の機能があります。

� OC4J インスタンスは、クラスタ全体のプロパティとインスタンス固有のプロパティの両方
を備えています。クラスタ全体のプロパティは、クラスタ内のすべての OC4J インスタン
スでその値が同一のプロパティです。インスタンス固有のプロパティは、OC4J インスタン
スごとに値が異なるプロパティです。クラスタ全体のプロパティのリストについては、

『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の「クラスタの構成と管理」を参照し
てください。

� 1 つの OC4J インスタンスでクラスタ全体のプロパティを変更する場合は、クラスタ内の他
のすべての OC4J インスタンスにその変更を必ず伝播してください。

� ある OC4J インスタンスにアプリケーションをデプロイする場合は、クラスタ内の他のすべ
ての OC4J インスタンスにもそのアプリケーションをデプロイする必要があります。

� OC4J プロセスの数はインスタンス固有のプロパティであり、OC4J インスタンスごとに異
なる場合があります。これは、クラスタ内の Oracle Application Server インスタンスごと
に構成する必要があります。OC4J プロセスの構成は、ホストの特定のハードウェア機能に
応じて柔軟に調整できます。デフォルトでは、各 OC4J インスタンスは 1 つの OC4J プロセ
スでインスタンス化されます。

詳細は、『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の「クラスタの構成と管理」を参
照してください。

6.2.3 アクティブアクティブアクティブアクティブ - アクティブ・トポロジのアクティブ・トポロジのアクティブ・トポロジのアクティブ・トポロジの Oracle Application Server インスインスインスインス
タンスのプロパティタンスのプロパティタンスのプロパティタンスのプロパティ

ロード・バランサはトポロジ内の任意の Oracle Application Server インスタンスにリクエスト
を送信できるため、リクエストを処理するインスタンスに関係なくクライアントが同じレスポ
ンスを受信できるように、同じ方法でインスタンスを構成する必要があります。この方法の例
を次に示します。

� トポロジ内の各 OC4J インスタンスに同じアプリケーションをデプロイします。

� 状態情報とステートフル・セッション Bean 情報をすべての OC4J インスタンスにレプリ
ケートします。これにより、1 つの OC4J インスタンスで障害が発生しても別の OC4J イン
スタンスにその状態情報が保存され、セッションを続行できます。

� トポロジ内のすべての OC4J インスタンスで構成プロパティが同じであることを確認しま
す。これらの構成プロパティは、『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の第
8 章「クラスタの構成と管理」で、クラスタ全体への変更のレプリケートに関する項に記
載されています。

6.2.4 アクティブアクティブアクティブアクティブ - アクティブ・トポロジのインストール手順アクティブ・トポロジのインストール手順アクティブ・トポロジのインストール手順アクティブ・トポロジのインストール手順
図 6-1 または図 6-2 に示すトポロジを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1: ロード・バランサでの仮想サーバー名の構成

手順 2: Oracle HTTP Server および OC4J のインストールと OPMN を使用したインスタンスの
クラスタ化

手順 3: OC4J コンポーネントのクラスタ化によるアプリケーション・クラスタの作成

次の各項で、手順について詳しく説明します。
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手順手順手順手順 1 ロード・バランサでの仮想サーバー名の構成ロード・バランサでの仮想サーバー名の構成ロード・バランサでの仮想サーバー名の構成ロード・バランサでの仮想サーバー名の構成

構成手順については、ロード・バランサのドキュメントを参照してください。ロード・バラン
サで、HTTP トラフィック用に仮想サーバー名とポートを構成し、さらに HTTPS トラフィック
用に別の仮想サーバー名とポートを構成する必要があります。仮想サーバー名のポート番号は、
Oracle HTTP Server がリスニングしているポート番号と一致している必要があります。クライ
アントは、この仮想サーバー名とポートを使用して Oracle Application Server インスタンスに
アクセスします。

手順手順手順手順 2 Oracle HTTP Server およびおよびおよびおよび OC4J のインストールとのインストールとのインストールとのインストールと OPMN を使用したインスタンスのを使用したインスタンスのを使用したインスタンスのを使用したインスタンスの
クラスタ化クラスタ化クラスタ化クラスタ化

Oracle HTTP Server と OC4J は、同じ Oracle ホームにインストールすることも（図 6-1 を参
照）、別の Oracle ホームにインストールすることもできます（図 6-2 を参照）。

同一のアクティブ - アクティブ・トポロジにグループ化する Oracle Application Server インス
タンスは、同じクラスタに配置する必要があります。これにより、Oracle HTTP Server と
OC4J インスタンス間の通信が可能になり、Oracle Application Server インスタンスの管理が簡
素化されます。OracleAS Cluster では、@clusterパラメータを opmnctlコマンドで使用し
て、クラスタ内のすべてのインスタンスを管理できます。

次のいずれか方法でクラスタを作成できます。

� 動的検出方法

この方法では、同一サブネット内の各 ONS ノードは、マルチキャスト・メッセージによっ
てその存在を通知します。各ノードのクラスタ・トポロジ・マップは、ノードが追加また
は削除されると自動的に更新され、クラスタの自己管理を可能にします。

この方法を使用する場合は、インストーラの「クラスタ・トポロジ構成」画面でマルチ
キャスト・アドレスおよびポートを指定する必要があります。

� 検出サーバー方法

この方法では、検出サーバーとして機能するようにクラスタ内の特定のノードが構成され
ます。これにより、クラスタのトポロジ・マップが保持され、他のノードはこのサーバー
を経由して相互に接続されます。

この方法を使用する場合は、インストール後に 6.2.5.1 項「検出サーバー方法によるクラス
タの設定」の手順に従って、各インスタンスの opmn.xmlファイルで Oracle Application 
Server インスタンスの名前を明示的に指定することにより、OPMN のクラスタを定義でき
ます。

� ゲートウェイ方法

この構成は、指定されたゲートウェイ・ノードを使用して、ファイアウォールで切り離さ
れているトポロジや異なるサブネット上にあるトポロジを接続するために使用されます。

この方法を使用する場合は、構成の詳細について『Oracle Containers for J2EE 構成および
管理ガイド』のトポロジ間のゲートウェイ構成に関する項を参照してください。

統合インストールまたは分散インストールを実行できます。

� 統合インストールの場合（統合インストールの場合（統合インストールの場合（統合インストールの場合（Oracle HTTP Server とととと OC4J を同じを同じを同じを同じ Oracle ホームにインスホームにインスホームにインスホームにインス
トール）トール）トール）トール）

アクティブ - アクティブ・トポロジの各ノードのローカル記憶域に Oracle Application 
Server をインストールします。

5.2.3 項「J2EE サーバーおよび Web サーバーのインストール」の手順に従って拡張インス
トールを実行します。これにより、Oracle HTTP Server と OC4J が同じ Oracle ホームから
実行されます。
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インストール時、表示されるメッセージに従って、次の手順を実行します。

� 「管理インスタンスの設定」画面 :

– Application Server Control を使用してこのノードでクラスタを管理する場合は、
「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択します。クラスタ・トポロジでは、

1 つのインスタンスのみを管理 OC4J インスタンスとして構成する必要がありま
す。この管理 OC4J インスタンスは、最初にインストールするノードである必要
はありません。

– このノードでクラスタを管理しない場合は、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構インスタンスとして構インスタンスとして構インスタンスとして構
成成成成」の選択を解除します。

� 動的検出方法を使用して OPMN の Oracle Application Server インスタンスをクラスタ
化する場合は、次の手順を実行します。

「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「このインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスをこのインスタンスを Oracle Application Server
クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成」を選択します。クラスタ内のすべてのノード
で共有されるマルチキャスト・アドレスの「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および「ポートポートポートポート」を指定し
ます。

マルチキャスト・アドレスは 224.0.0.1 ～ 239.255.255.255 の間で指定する必要がありま
す。クラスタ内の最初のノードにインストールする場合は、任意の IP アドレスとポー
トをマルチキャスト・アドレスの範囲内で選択できます。

次の点に注意してください。

� Oracle ホームが各ノードのローカル記憶域にインストールされるように設定します。

� クラスタ内の Oracle Application Server インスタンスごとに同じコンポーネントで同
じポート番号が使用されるようにします。たとえば、クラスタ内のすべてのインスタ
ンスに対して Oracle HTTP Server が同じポート番号でリスニングするようにします。

� インスタンスの管理を簡素化するために、各ノードに対して同じ Oracle ホーム・パス
とインスタンス名を使用します。

� 検出サーバー方法を使用して OPMN の Oracle Application Server インスタンスをクラ
スタ化する場合は、インストール後に 6.2.5.1 項「検出サーバー方法によるクラスタの
設定」の手順を実行してください。

� ゲートウェイ方法を使用して OPMN の Oracle Application Server インスタンスをクラ
スタ化する場合は、構成の詳細について『Oracle Containers for J2EE 構成および管理
ガイド』のトポロジ間のゲートウェイ構成に関する項を参照してください。

� 分散インストールの場合（分散インストールの場合（分散インストールの場合（分散インストールの場合（Oracle HTTP Server とととと OC4J を別々のを別々のを別々のを別々の Oracle ホームにインスホームにインスホームにインスホームにインス
トール）トール）トール）トール）

アクティブ - アクティブ・トポロジの各ノードのローカル記憶域に Oracle Application 
Server をインストールします。

Oracle HTTP Server を実行するノードでは、5.2.5 項「Web サーバーのインストール」の手
順を実行します。OC4J を実行するノードでは、5.2.4 項「J2EE サーバーのインストール」
の手順を実行します。

インストール時に、次のオプションを選択します。

� 「管理インスタンスの設定」画面 :

– Application Server Control を使用してこのノードでクラスタを管理する場合は、
「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択します。クラスタ・トポロジでは、

1 つのインスタンスのみを管理 OC4J インスタンスとして構成する必要がありま
す。この管理 OC4J インスタンスは、最初にインストールするノードである必要
はありません。

– このノードでクラスタを管理しない場合は、「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構インスタンスとして構インスタンスとして構インスタンスとして構
成成成成」の選択を解除します。
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� 動的検出方法を使用して OPMN の Oracle Application Server インスタンスをクラスタ
化する場合は、次の手順を実行します。

– Oracle HTTP Server をインストールする場合は、「クラスタ・トポロジ構成」画面
で「このこのこのこの Oracle HTTP Server インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle Application Server クラスクラスクラスクラス
タの一部として構成タの一部として構成タの一部として構成タの一部として構成」を選択します。クラスタ内のすべてのノードで共有される
マルチキャスト・アドレスの「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」および「ポートポートポートポート」を指定します。

– OC4J をインストールする場合は、「クラスタ・トポロジ構成」画面で「このこのこのこの
OC4J インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle Application Server クラスタ・トポロジの一部としクラスタ・トポロジの一部としクラスタ・トポロジの一部としクラスタ・トポロジの一部とし
て構成て構成て構成て構成」を選択します。クラスタ内のすべてのノードで共有されるマルチキャス
ト・アドレスの「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」と「ポートポートポートポート」を指定し、「このこのこのこの OC4J インスタンインスタンインスタンインスタン
スに別のスに別のスに別のスに別の Oracle HTTP Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」を選択します。

マルチキャスト・アドレスは 224.0.0.1 ～ 239.255.255.255 の間で指定する必要がありま
す。クラスタ内の最初のノードにインストールする場合は、任意の IP アドレスとポー
トをマルチキャスト・アドレスの範囲内で選択できます。

次の点に注意してください。

� Oracle ホームが各ノードのローカル記憶域にインストールされるように設定します。

� クラスタ内の Oracle Application Server インスタンスごとに同じコンポーネントで同
じポート番号が使用されるようにします。たとえば、クラスタ内のすべてのインスタ
ンスに対して Oracle HTTP Server が同じポート番号でリスニングするようにします。

� インスタンスの管理を簡素化するために、各ノードに対して同じ Oracle ホーム・パス
とインスタンス名を使用します。

� 検出サーバー方法を使用して OPMN の Oracle Application Server インスタンスをクラ
スタ化する場合は、インストール後に 6.2.5.1 項「検出サーバー方法によるクラスタの
設定」の手順を実行してください。

� ゲートウェイ方法を使用して OPMN の Oracle Application Server インスタンスをクラ
スタ化する場合は、構成の詳細について『Oracle Containers for J2EE 構成および管理
ガイド』のトポロジ間のゲートウェイ構成に関する項を参照してください。

手順手順手順手順 3 OC4J コンポーネントのクラスタ化によるアプリケーション・クラスタの作成コンポーネントのクラスタ化によるアプリケーション・クラスタの作成コンポーネントのクラスタ化によるアプリケーション・クラスタの作成コンポーネントのクラスタ化によるアプリケーション・クラスタの作成

Oracle Application Server インスタンス内の OC4J コンポーネントをクラスタ化することもでき
ます。このタイプのクラスタをアプリケーション・クラスタと呼びます。

アプリケーション・クラスタは次の機能を備えています。

� HTTP セッションまたはステートフル・セッション Enterprise JavaBean に含まれるオブ
ジェクトとデータのレプリケーション

� マルチキャストや peer-to-peer 通信、または状態の永続性を使用したデータベースへのメ
モリー内レプリケーション

� OC4J インスタンス全体での受信リクエストのロード・バランシング

� クラスタ内のアプリケーション全体での透過的なフェイルオーバー

グローバル・レベルまたはアプリケーション・レベルで定義されたアプリケーション・クラスタグローバル・レベルまたはアプリケーション・レベルで定義されたアプリケーション・クラスタグローバル・レベルまたはアプリケーション・レベルで定義されたアプリケーション・クラスタグローバル・レベルまたはアプリケーション・レベルで定義されたアプリケーション・クラスタ

アプリケーション・クラスタのプロパティをグローバル・レベルまたはアプリケーション・レ
ベルで定義できます。グローバル・レベルで定義したプロパティはすべてのアプリケーション
に適用されますが、アプリケーション・レベルで定義した特定のプロパティを優先させること
もできます。

グローバル・レベルでプロパティを定義するには、グローバルな defaultアプリケーション
の構成ファイルである ORACLE_HOME/j2ee/home/config/application.xmlファイルで
プロパティを定義します。
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アプリケーション・レベルでプロパティを定義するには、そのアプリケーションの
orion-application.xmlファイルでプロパティを定義します。アプリケーションをデプロ
イすると、このファイルは
ORACLE_HOME/j2ee/home/application-deployments/<app-name>/ディレクトリに格
納されます。

手順手順手順手順

グローバル・レベルまたはアプリケーション・レベルでアプリケーション・クラスタを作成す
るには、次の手順を実行します。

1. クラスタに構成されたアプリケーションに組み込まれているすべての Web モジュールの
web.xmlファイルに、空の <distributable/>タグを追加します。

2. Oracle Application Server インスタンス間で状態およびセッションの情報をレプリケート
するメカニズムを指定します。次のレプリケーションのメカニズムのいずれかを選択しま
す。

3. レプリケーションの対象データとその頻度を指定します。詳細は、6.2.5.5 項「レプリケー
ション・ポリシーの設定」を参照してください。

4. データをレプリケートするノードの数を指定します。詳細は、6.2.5.6 項「レプリケート先
のノード数の指定」を参照してください。

詳細は、『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の「OC4J でのアプリケーション
のクラスタ化」を参照してください。

表表表表 6-2 アプリケーション・クラスタのレプリケーションのメカニズムアプリケーション・クラスタのレプリケーションのメカニズムアプリケーション・クラスタのレプリケーションのメカニズムアプリケーション・クラスタのレプリケーションのメカニズム

レプリケーションのメカニズムレプリケーションのメカニズムレプリケーションのメカニズムレプリケーションのメカニズム 説明説明説明説明

マルチキャスト OC4J インスタンスは、マルチキャスト・アドレスおよびポー

トを使用して各インスタンス間の情報をレプリケートします。

詳細は、6.2.5.2 項「マルチキャスト・レプリケーションの設

定」を参照してください。

peer-to-peer Oracle Application Server は、動的および静的の 2 種類の

peer-to-peer レプリケーションをサポートしています。

� 動的な peer-to-peer レプリケーションでは、OC4J は
OPMN を介して他の OC4J インスタンスを検出します。

構成ファイルにインスタンス名を記述する必要はありま
せん。

� 静的な peer-to-peer レプリケーションでは、レプリケー

ションの対象に含めるインスタンス名を記述します。

詳細は、6.2.5.3 項「peer-to-peer レプリケーションの設定」を

参照してください。

データベースへのレプリケーション 状態およびセッションの情報は指定したデータベースに保存
されます。このデータベースは data-sources.xmlファイ

ルで定義する必要があります。

詳細は、6.2.5.4 項「データベースへのレプリケーションの設

定」を参照してください。
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6.2.5 アクティブアクティブアクティブアクティブ - アクティブ・トポロジの作成でサポートされる手順アクティブ・トポロジの作成でサポートされる手順アクティブ・トポロジの作成でサポートされる手順アクティブ・トポロジの作成でサポートされる手順
この項では、アクティブ - アクティブ・トポロジの保持に必要な一般的な手順について説明し
ます。

� 6.2.5.1 項「検出サーバー方法によるクラスタの設定」

� 6.2.5.2 項「マルチキャスト・レプリケーションの設定」

� 6.2.5.3 項「peer-to-peer レプリケーションの設定」

� 6.2.5.4 項「データベースへのレプリケーションの設定」

� 6.2.5.5 項「レプリケーション・ポリシーの設定」

� 6.2.5.6 項「レプリケート先のノード数の指定」

6.2.5.1 検出サーバー方法によるクラスタの設定検出サーバー方法によるクラスタの設定検出サーバー方法によるクラスタの設定検出サーバー方法によるクラスタの設定
マルチキャスト方法を使用しない場合は、Oracle Application Server インスタンスを実行する
ノードの名前を各インスタンスの opmn.xmlファイルで指定することにより、クラスタを定義
できます。

たとえば、4 つのインスタンス（inst1.node1.mycompany.com、inst2.node2.mycompany.com、
inst3.node3.mycompany.com、inst4.node4.mycompany.com）をクラスタ化する場合は、次の
手順を実行します。

1. 検出サーバーとして動作する 1 つ以上のインスタンスを指定します。検出サーバーは、こ
のクラスタのトポロジを保持します。

この例では、inst1.node1.mycompany.com と inst2.node2.mycompany.com がクラスタの検
出サーバーであると想定します。

分散インストール（Oracle HTTP Server と OC4J を別々の Oracle ホームにインストール）
では、Oracle HTTP Server または OC4J を実行しているすべてのインスタンスが検出サー
バーとして機能できます。

2. クラスタ内のすべてのインスタンスの opmn.xmlファイルで、検出サーバー（この例では
node1.mycompany.com と node2.mycompany.com）を実行するノードを指定します。

この例では、opmn.xmlファイルが変更されて次の各行が挿入されます。

<notification-server>
 <topology>

 <discover
 list="node1.mycompany.com:6201,node2.mycompany.com:6201"/>

</topology>
...
</notification-server>

6201 は通知サーバーがリスニングを行うポート番号を表します。この値は、そのインスタ
ンスの opmn.xmlファイルに格納されています。

複数の検出サーバーを使用する場合は、各サーバーをカンマで区切ります。

3. すべてのインスタンスで opmnctl reloadを実行し、OPMN に更新済の opmn.xmlファ
イルを読み取らせます。

> ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl reload
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6.2.5.2 マルチキャスト・レプリケーションの設定マルチキャスト・レプリケーションの設定マルチキャスト・レプリケーションの設定マルチキャスト・レプリケーションの設定
マルチキャスト・レプリケーションはデフォルトのレプリケーション・タイプです。マルチ
キャスト・レプリケーションを使用するようにアプリケーションを設定するには、空の
<cluster/>タグをそのアプリケーションの orion-application.xmlファイルまたはグ
ローバルな ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥config¥application.xmlファイルに追加します。
たとえば、次のようになります。

<orion-application ... >
...
<cluster/>

</orion-application>

<cluster/>タグは、アプリケーションをデプロイするすべてのノードで追加する必要があり
ます。

マルチキャスト・レプリケーションでは、マルチキャスト・アドレス 230.230.0.1 とポート
45566 がデフォルトで使用されます。これらの値を変更する場合は、multicast要素の ipお
よび port属性に適切な値を指定します。たとえば、次のコードは、カスタマイズされた値に
設定されている ipおよび port属性を示しています。

<orion-application ... >
...
<cluster allow-colocation="false">

<replication-policy trigger="onShutdown" scope="allAttributes"/>
<protocol>

<multicast ip="225.130.0.0" port="45577" bind-addr="226.83.24.10"/>
</protocol>

</cluster>
</orion-application>

マルチキャスト・アドレスは 224.0.1.0 ～ 239.255.255.255 の間で指定する必要があります。

前述のコード例で使用されているその他のタグおよび属性の説明 :

� allow-colocation: 同じホストで実行されている他の Oracle Application Server インス
タンスにアプリケーションの状態をレプリケートするかどうかを指定します。デフォルト
値は true です。

� triggerおよび scope: 6.2.5.5 項「レプリケーション・ポリシーの設定」を参照してくだ
さい。

� bind-addr: バインドするネットワーク・インタフェース・カード（NIC）の IP を指定し
ます。ホスト・マシンで複数の NIC が使用され、各 NIC で IP アドレスが個別に指定され
ている場合、この属性は有用です。

6.2.5.3 peer-to-peer レプリケーションの設定レプリケーションの設定レプリケーションの設定レプリケーションの設定
Oracle Application Server は、動的および静的の 2 種類の peer-to-peer レプリケーションをサ
ポートしています。

� 動的な peer-to-peer レプリケーションでは、OC4J は OPMN を介して他の OC4J インスタン
スを検出します。構成ファイルにインスタンス名を記述する必要はありません。

� 静的な peer-to-peer レプリケーションでは、レプリケーションの対象に含めるインスタン
ス名を記述します。
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動的な動的な動的な動的な peer-to-peer レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション

動的な peer-to-peer レプリケーションを設定するには、空の <opmn-discovery/>タグをその
アプリケーションの orion-application.xmlファイルまたはグローバルな
ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥config¥application.xmlファイルに挿入します。

<orion-application ... >
...
<cluster allow-colocation="false">

<replication-policy trigger="onShutdown" scope="allAttributes"/>
<protocol>

<peer>
<opmn-discovery/>
</peer>

</protocol>
</cluster>

</orion-application>

クラスタ内のインスタンスを OPMN で検出する方法については、6-8 ページの手順 2 「Oracle 
HTTP Server および OC4J のインストールと OPMN を使用したインスタンスのクラスタ化」で
定義しています。

静的な静的な静的な静的な peer-to-peer レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション

静的な peer-to-peer レプリケーションを指定するには、そのアプリケーションの
orion-application.xmlファイルまたはグローバルな
ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥config¥application.xmlファイルの <node>要素でホスト
名を記述します。ノードごとに、アクティブ - アクティブ・トポロジの別のノードを指定して、
トポロジ内のすべてのノードが連鎖するようにします。たとえば、トポロジ内に 3 つの Oracle 
Application Server インスタンスがある場合、ノード 1 ではノード 2 を指定し、ノード 2 では
ノード 3 を指定し、ノード 3 ではノード 1 を指定できます。

例 :

ノード 1 では、<node>タグでノード 2 を指定します。

<orion-application ... >
...
<cluster allow-colocation="false">

<replication-policy trigger="onShutdown" scope="allAttributes"/>
<protocol>

<peer start-port="7900" range="10" timeout="6000">
<node host="node2.mycompany.com" port="7900"/>

</peer>
</protocol>

</cluster>
</orion-application>

ノード 2 では、<node>タグでノード 3 を指定します。

<orion-application ... >
...
<cluster allow-colocation="false">

<replication-policy trigger="onShutdown" scope="allAttributes"/>
<protocol>

<peer start-port="7900" range="10" timeout="6000">
<node host="node3.mycompany.com" port="7900"/>

</peer>
</protocol>

</cluster>
</orion-application>
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ノード 3 では、<node>タグでノード 1 を指定します。

<orion-application ... >
...
<cluster allow-colocation="false">

<replication-policy trigger="onShutdown" scope="allAttributes"/>
<protocol>

<peer start-port="7900" range="10" timeout="6000">
<node host="node1.mycompany.com" port="7900"/>

</peer>
</protocol>

</cluster>
</orion-application>

すべてのノードで同じノードを指定することにより、この操作を行うこともできます。3 つの
ノードを使用した例の場合、ノード 1 および 2 でノード 3 を指定し、ノード 3 でノード 1 また
はノード 2 を指定することもできます。

前述のコード例で使用されているタグおよび属性の説明 :

� start-port: ピア通信のために Oracle Application Server がバインドしようとするローカ
ル・ノードの最初のポートを指定します。このポートがすでに使用されている場合、
Oracle Application Server は、利用可能なポートが見つかるまでポート番号を増加します。
デフォルト値は 7800 です。

� timeout: 指定したピア・ノードからのレスポンス待機時間（ミリ秒）を指定します。デ
フォルト値は 3000 ミリ秒です。

� host: ピア・ノードの名前を指定します。

� port: ピア通信のために（host属性で）指定されているホストで使用するポートを指定し
ます。デフォルト値は 7800 です。

� range: （start-portではなく）port属性で指定されているポートを増加する回数を指
定します。デフォルト値は 5 です。

次の点に注意してください。

� 静的な peer-to-peer レプリケーションでは、アプリケーションの
orion-application.xmlファイルがインスタンスごとに異なります。アプリケーショ
ンをデプロイする際は、orion-application.xmlを適宜更新する必要があります。

6.2.5.4 データベースへのレプリケーションの設定データベースへのレプリケーションの設定データベースへのレプリケーションの設定データベースへのレプリケーションの設定
このレプリケーション・メカニズムでは、レプリケートされたデータがデータベースに保存さ
れます。アプリケーションの orion-application.xmlファイルまたはグローバルな
ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥config¥application.xmlファイルの <database>タグで
データベースを指定します。たとえば、次のようになります。

<orion-application ... >
...
<cluster allow-colocation="false">

<replication-policy trigger="onShutdown" scope="allAttributes"/>
<protocol>

<database data-source="jdbc/MyOracleDS"/>
</protocol>

</cluster>
</orion-application>

data-source属性の値は、data-sources.xmlファイルで指定されているデータソースの
jndi-nameと一致している必要があります。データソースの作成および使用方法の詳細は、

『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』を参照してください。
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6.2.5.5 レプリケーション・ポリシーの設定レプリケーション・ポリシーの設定レプリケーション・ポリシーの設定レプリケーション・ポリシーの設定
<replication-policy>タグの属性を使用すると、レプリケートするデータとその頻度を指
定できます。

trigger 属性属性属性属性

trigger属性は、レプリケーションをいつ実行するかを指定します。表 6-3 は、この属性でサ
ポートされている値の説明です。

表表表表 6-3 trigger 属性の値属性の値属性の値属性の値

値値値値 HttpSession ステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッション Bean

onSetAttribute 値の変更時に、HTTP セッション

属性に加えられた各変更をレプ
リケートします。プログラム的
な観点から言うと、
HttpSessionオブジェクトで

setAttribute()がコールされ

るたびにレプリケーションが行
われます。

セッションの変更が大規模な場
合、このオプションはリソース
を大量に消費する可能性があり
ます。

適用なし

onRequestEnd
（デフォルト）

HTTP セッション属性の変更をす

べてキューに入れ、HTTP レスポ

ンスを送信する直前にこの変更
をすべてレプリケートします。

各 EJB メソッドのコール後に Bean の

現在の状態をレプリケートします。状
態は頻繁にレプリケートされますが、
信頼性は向上します。

onShutdown Control-C などによって JVM が

正常終了するたびに、HTTP セッ

ションの現在の状態がレプリ
ケートされます。システム・ク
ラッシュなどでホストが予期せ
ずに終了した場合、状態はレプ
リケートされません。

セッション状態は事前にレプリ
ケートされていないため、すべ
てのセッション・データは JVM
の終了と同時にネットワーク経
由で送信されます。これにより、
ネットワークのパフォーマンス
に影響が及ぶ可能性があります。
このオプションを使用すると、
JVM のシャットダウンに要する

時間が大幅に増えることがあり
ます。

JVM が正常終了するたびに、Bean の

現在の状態がレプリケートされます。
システム・クラッシュなどでホストが
予期せずに終了した場合、状態はレプ
リケートされません。

Bean 状態は事前にレプリケートされ

ていないため、すべての状態データは
JVM の終了と同時にネットワーク経

由で送信されます。これにより、ネッ
トワークのパフォーマンスに影響が及
ぶ可能性があります。このオプション
を使用すると、JVM のシャットダウ

ンに要する時間が大幅に増えることが
あります。
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scope 属性属性属性属性

scope属性は、レプリケートするデータを指定します。表 6-4 は、この属性でサポートされて
いる値の説明です。

6.2.5.6 レプリケート先のノード数の指定レプリケート先のノード数の指定レプリケート先のノード数の指定レプリケート先のノード数の指定
レプリケート先のノードの数を指定するには、<cluster>タグの write-quota属性を使用
します。たとえば、次のコードは、レプリケートされたデータが他の 2 つのノードにレプリ
ケートされるように指定します。

<orion-application ... >
...
<cluster allow-colocation="false" write-quota="2">

<replication-policy trigger="onShutdown" scope="allAttributes"/>
<protocol>

<peer>
<opmn-discovery/>

</peer>
</protocol>

</cluster>
</orion-application>

デフォルト値は 1 です。

推奨事項 : 2 つのノードで構成されるアクティブ - アクティブ・トポロジでは、write-quota
を 1に設定します。これにより、データが他のノードにレプリケートされます。

3 つ以上のノードで構成されるトポロジでは、他の 2 つ以上のノードにデータがレプリケート
されるように write-quotaを 2以上に設定します。

トポロジ内のすべてのノードにデータをレプリケートするには、トポロジのノードの合計数に
write-quotaを設定します。別のインスタンスが実行されているノードがある場合は、その
同じノードに書き戻すことができます。

write-quota属性は、データベースへのレプリケーションには使用されません。

表表表表 6-4 scope 属性の値属性の値属性の値属性の値

値値値値 HttpSession
ステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッション
Bean

modifiedAttributes 変更された HTTP セッション属性の

みをレプリケートします。

これは、HttpSession のレプリケー

ションのデフォルト設定です。

適用なし

allAttributes HTTP セッションで設定されている

すべての属性値をレプリケートしま
す。

ステートフル・セッション
Bean で設定されているすべて

のメンバー変数値をレプリ
ケートします。

これは、ステートフル・セッ
ション Bean のレプリケーショ

ンのデフォルト設定です。
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6.3 アクティブアクティブアクティブアクティブ - パッシブ・トポロジの作成パッシブ・トポロジの作成パッシブ・トポロジの作成パッシブ・トポロジの作成
この項では、OracleAS Cold Failover Cluster を使用したアクティブ - パッシブ・トポロジに
Oracle Application Server をインストールする方法について説明します。OracleAS Cold 
Failover Cluster は、Oracle Application Server がサポートする高可用性環境の 1 つです。

この項の内容は次のとおりです。

� 6.3.1 項「アクティブ - パッシブ・トポロジ : 概要」

� 6.3.2 項「OracleAS Cold Failover Cluster のインストール手順の概要」

� 6.3.3 項「OracleAS Cold Failover Cluster のインストール前の手順」

� 6.3.4 項「OracleAS Cold Failover Cluster: インストール手順の詳細」

� 6.3.5 項「インストール後の手順 : OPMN の高可用性設定」

6.3.1 アクティブアクティブアクティブアクティブ - パッシブ・トポロジパッシブ・トポロジパッシブ・トポロジパッシブ・トポロジ : 概要概要概要概要
アクティブ - パッシブ・トポロジは、次のコンポーネントで構成されます。

� ハードウェア・クラスタ内の 2 つのノード

� 仮想ホスト名と仮想 IP アドレス

� 2 つのノードで共有される共有記憶域

Oracle ホームは共有記憶域にインストールします。アクティブ - パッシブ・トポロジの実行時
には、1 つのノードのみがアクティブになります。もう 1 つのノードはパッシブになります。
アクティブ・ノードは共有記憶域をマウントすることにより、ファイルにアクセスしてすべて
のプロセスを実行し、すべてのリクエストを処理します。クライアントは、仮想ホスト名を介
してアクティブ・ノードにアクセスします。クライアントは、トポロジ内のノードの物理的な
ホスト名を認識する必要はありません。

なんらかの理由によりアクティブ・ノードに障害が起きると、フェイルオーバー・イベントが
発生し、パッシブ・ノードが引き継いでアクティブ・ノードとなります。このノードは共有記
憶域をマウントしてすべてのプロセスを実行し、すべてのリクエストを処理します。仮想ホス
ト名と IP は、このパッシブ・ノードを指すようになります。クライアントは仮想ホスト名を使
用してノードにアクセスするため、そのリクエストを処理しているのがパッシブ・ノードであ
ることを認識しません。

フェイルオーバーを可能にするには、ノードがハードウェア・クラスタに属している必要があ
ります。

注意注意注意注意 : OracleAS Cold Failover Cluster トポロジの各ノードのローカル記
憶域に Oracle ホームをインストールすることはできません。Oracle ホー
ムは共有記憶域にインストールする必要があります。
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ベンダー・クラスタウェアベンダー・クラスタウェアベンダー・クラスタウェアベンダー・クラスタウェア

アクティブ - パッシブ・トポロジの 2 つのノードはハードウェア・クラスタに属します。通常、
このハードウェア・クラスタにはベンダー・クラスタウェアが含まれています。動作が保証さ
れているクラスタウェアのリストは、OTN（Oracle Technology Network）の Web サイト

（http://www.oracle.com/technology）にあります。

Windows を実行している場合は、次の製品がクラスタに必要です。

� Oracle Fail Safe

� Microsoft Cluster Server

これらの製品は、トポロジ内の両方のノード（アクティブとパッシブ）にインストールする必
要があります。

アクティブアクティブアクティブアクティブ - パッシブ・トポロジの図パッシブ・トポロジの図パッシブ・トポロジの図パッシブ・トポロジの図

図 6-3 は、Oracle Application Server の Oracle ホームを共有記憶域にインストールしたアク
ティブ - パッシブ・トポロジの図を示しています。この Oracle ホームには、Oracle HTTP 
Server と OC4J の両方が格納されています。図 6-4 は、分散型のアクティブ - パッシブ・トポロ
ジを示しています。ここでは、Oracle HTTP Server と OC4J が別々の Oracle ホームにインス
トールされています。

図図図図 6-3 Oracle HTTP Server とととと OC4J が同じが同じが同じが同じ Oracle ホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブ - パッシブ・トポロジパッシブ・トポロジパッシブ・トポロジパッシブ・トポロジ
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図図図図 6-4 Oracle HTTP Server とととと OC4J が別々のが別々のが別々のが別々の Oracle ホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブホームにインストールされているアクティブ - パッシブ・トポロジパッシブ・トポロジパッシブ・トポロジパッシブ・トポロジ
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6.3.2 OracleAS Cold Failover Cluster のインストール手順の概要のインストール手順の概要のインストール手順の概要のインストール手順の概要
表 6-5 の手順に従って OracleAS Cold Failover Cluster 構成を作成します。Oracle HTTP Server
と OC4J を同じ Oracle ホームにインストールする場合は（図 6-3）、ハードウェア・クラスタで
この手順を実行します。Oracle HTTP Server と OC4J を別々の Oracle ホームにインストールす
る場合は（図 6-4）、両方のハードウェア・クラスタでそれぞれの手順を実行します。

6.3.3 OracleAS Cold Failover Cluster のインストール前の手順のインストール前の手順のインストール前の手順のインストール前の手順
Oracle Application Server を OracleAS Cold Failover Cluster にインストールする前に、次の手
順を実行します。

� 6.3.3.1 項「Event Log サービスの実行の確認」

� 6.3.3.2 項「クラスタの仮想アドレスの取得」

� 6.3.3.3 項「両方のノードへの Microsoft Cluster Server（MSCS）のインストールの確認」

� 6.3.3.4 項「クラスタの名前の確認」

� 6.3.3.5 項「Oracle Fail Safe を管理するドメイン・ユーザーの決定」

� 6.3.3.6 項「各ノードのローカル記憶域への Oracle Fail Safe のインストール」

� 6.3.3.7 項「Oracle Fail Safe のグループの作成」

表表表表 6-5 OracleAS Cold Failover Cluster のインストール手順の概要のインストール手順の概要のインストール手順の概要のインストール手順の概要 

手順手順手順手順 説明説明説明説明

1. インストール前の手順の実行 インストール前の作業の詳細は、6.3.3 項を参照してください。内

容は次のとおりです。

� 6.3.3.1 項「Event Log サービスの実行の確認」

� 6.3.3.2 項「クラスタの仮想アドレスの取得」

� 6.3.3.3 項「両方のノードへの Microsoft Cluster Server
（MSCS）のインストールの確認」

� 6.3.3.4 項「クラスタの名前の確認」

� 6.3.3.5 項「Oracle Fail Safe を管理するドメイン・ユーザーの

決定」

� 6.3.3.6 項「各ノードのローカル記憶域への Oracle Fail Safe の

インストール」

� 6.3.3.7 項「Oracle Fail Safe のグループの作成」

� 6.3.3.8 項「staticports.ini ファイルの設定」

2. 環境変数 VIRTUAL_HOST_NAME の設定 VIRTUAL_HOST_NAME 変数を仮想ホスト名に設定します。

3. Oracle Application Server の共有ディスクへの

インストール

この手順では、インストーラを実行して共有ディスクに Oracle 
HTTP Server と OPMN をインストールします。

4. （オプション）SSL に対応した Oracle 
Application Server インスタンスの構成

Oracle Application Server インスタンスで SSL を使用する場合

は、Oracle Application Server インストールで SSL を有効にしま

す。

5. （オプション）共有ディスクでの OracleAS JMS
のファイルベースの永続性用のファイル・シス
テムの作成

OracleAS JMS を使用する場合は、共有ディスクでファイル・シ

ステムを作成します。

6. OPMN の高可用性設定 Oracle Fail Safe で作成したグループに、リソースとして OPMN
を追加します。
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6.3.3.1 Event Log サービスの実行の確認サービスの実行の確認サービスの実行の確認サービスの実行の確認
クラスタ内の両方のノード上で、Event Log サービスが実行されている必要があります。これ
は、「サービス」ダイアログ・ボックスで確認できます。「サービス」ダイアログ・ボックスを
表示するには、次の手順を実行します。

� Windows 2000 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「サービスサービスサービスサービス」を
選択します。

� Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「サービスサービスサービスサービス」を選択します。

6.3.3.2 クラスタの仮想アドレスの取得クラスタの仮想アドレスの取得クラスタの仮想アドレスの取得クラスタの仮想アドレスの取得
クラスタに関連付ける仮想アドレスが必要です。仮想アドレスは、仮想ホスト名および IP アド
レスで構成されます。クライアントは、仮想ホスト名を使用して OracleAS Cold Failover 
Cluster にアクセスします。各ノードには、ノード自体のホスト名および IP アドレスに加えて、
仮想アドレスが必要です。図 6-3 は、クラスタ内の 2 つのノードの仮想アドレスを示していま
す。

仮想アドレスを取得するには、ネットワーク管理者に連絡してください。仮想ホスト名と仮想
IP アドレスは、クラスタを含むサブネットのコンテキスト内で有効な任意のホスト名および IP
アドレスです。

6.3.3.3 両方のノードへの両方のノードへの両方のノードへの両方のノードへの Microsoft Cluster Server（（（（MSCS）のインストール）のインストール）のインストール）のインストール
の確認の確認の確認の確認
MSCS がコンピュータにインストールされていることを確認するには、「スタート」メニューか
ら「クラスタ アドミニストレータ」を起動できることを確認します。

Windows 2000 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「クラスタクラスタクラスタクラスタ アドミアドミアドミアドミ
ニストレータニストレータニストレータニストレータ」を選択します。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「クラスタクラスタクラスタクラスタ アドミニストレータアドミニストレータアドミニストレータアドミニストレータ」を
選択します。

MSCS が使用するクラスタ IP アドレスおよびクラスタ名は、前述の手順で作成した仮想 IP お
よび仮想ホスト名とは異なります。

6.3.3.4 クラスタの名前の確認クラスタの名前の確認クラスタの名前の確認クラスタの名前の確認
クラスタ・アドミニストレータを使用すると、クラスタの名前を確認できます。

6.3.3.5 Oracle Fail Safe を管理するドメイン・ユーザーの決定を管理するドメイン・ユーザーの決定を管理するドメイン・ユーザーの決定を管理するドメイン・ユーザーの決定
OracleMSCSServices サービスを所有するドメイン・ユーザーが必要です。このサービスは、
Oracle Fail Safe のインストール時にインストールされます。

このユーザーの要件は、次のとおりです。

� このユーザーは、（ローカルではなく）ドメイン・レベルで定義されている必要がありま
す。インストール中に、両方のノードで同じユーザーを指定する必要があるためです。

� いずれのノードにも同じ名前を持つローカル・ユーザーが存在しないことを確認します。

� このユーザーは、クラスタ内の両方のノードで管理者権限を持っている必要があります。

� このユーザーは、DBA グループにも属している必要があります。

注意注意注意注意 : 仮想ホスト名と仮想 IP アドレスは、アクティブ・ノードにのみ
マップします。仮想ホスト名と仮想 IP アドレスは、アクティブ・ノード
とパッシブ・ノードの両方へ同時にマップしないでください。フェイル
オーバー時にのみ、アクティブ・ノードになったパッシブ・ノードに仮想
ホスト名と仮想 IP アドレスをマップします。
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Oracle Fail Safe のインストール時に、domainname¥username 形式を使用して、ドメインおよび
ユーザーを指定します。Microsoft Windows 2000 のドメインを実行している場合は、
username@dnsDomainName 形式を使用することもできます。

6.3.3.6 各ノードのローカル記憶域への各ノードのローカル記憶域への各ノードのローカル記憶域への各ノードのローカル記憶域への Oracle Fail Safe のインストールのインストールのインストールのインストール
両方のノードのローカル記憶域に Oracle Fail Safe をインストールする必要があります。たとえ
ば、図 6-3 では、両方のノードに Oracle Fail Safe がインストールされています。

Oracle Fail Safe は、Oracle Application Server に付属しています。Oracle Fail Safe は、Oracle 
Fail Safe の CD-ROM からインストールできます。

両方のノードへ両方のノードへ両方のノードへ両方のノードへ Oracle Fail Safe をインストールする手順の概要をインストールする手順の概要をインストールする手順の概要をインストールする手順の概要

各ノードに Oracle Fail Safe をインストールする手順の概要は、次のとおりです。

1. Oracle Fail Safe のインストールを開始する前に、OracleMSCSServices サービスを所有する
ドメインおよびユーザーを知っておく必要があります。このサービスは、Oracle Fail Safe
のインストール時にインストールされます。このユーザーの詳細は、6.3.3.5 項「Oracle 
Fail Safe を管理するドメイン・ユーザーの決定」を参照してください。

2. ノード 1 に Oracle Fail Safe をインストールします。詳細は、6-23 ページの「Oracle Fail 
Safe のインストール手順」（次の項）を参照してください。

3. ノード 1 を再起動します。

4. ノード 2 に Oracle Fail Safe をインストールします。

5. ノード 2 を再起動します。

6. Oracle Fail Safe Manager を使用して、クラスタを検証します。

Oracle Fail Safe のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

この項では、Oracle Fail Safe のインストールに使用する画面について説明します。画面の詳細
は、『Oracle Fail Safe インストレーション・ガイド』を参照してください。

1. Oracle Fail Safe の CD-ROM を挿入します。setup.exeをダブルクリックして、インス
トーラを起動します。

2. 「ようこそ」画面 : 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

3. 「ファイルの場所の指定」画面 :

名前名前名前名前 : この Oracle ホームの名前を入力します。たとえば、ofsと入力します。

パスパスパスパス（「インストール先インストール先インストール先インストール先」セクション内）: Oracle Fail Safe のインストール先をフルパスで
入力します。Oracle Fail Safe は、ローカル記憶域にインストールする必要があります。た
とえば、C:¥oracle¥OFSと入力します。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

4. 「インストール・タイプの選択」画面 : 「標準標準標準標準」を選択して「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

次のコンポーネントがインストールされます。

� Oracle Fail Safe Manager

� Oracle Services for MSCS

5. 「インストール終了後リブートしてください」画面 : この画面では、インストール終了後に
コンピュータを再起動する必要があることを示すメッセージが表示されます。「次へ次へ次へ次へ」をク
リックします。

注意注意注意注意 : 両方のノードの Oracle Fail Safe インストールに対して同じ名前と
パスを使用する必要があります。
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6. 「サマリー」画面 : 「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。

7. 「Oracle Services for MSCS アカウント / パスワード」画面 :

「ドメインドメインドメインドメイン ¥ ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名」: OracleMSCSServices サービスを実行するドメイン名およびユー
ザー名を入力します。

「パスワードパスワードパスワードパスワード」および「パスワードの確認パスワードの確認パスワードの確認パスワードの確認」: ユーザーのパスワードを指定して、確認しま
す。

「OK」をクリックします。

8. 「Configuration Assistant」画面 : この画面には、Configuration Assistant 実行時の進捗状況
が表示されます。

9. 「インストールの終了」画面 : 「終了終了終了終了」をクリックします。

クラスタの検証クラスタの検証クラスタの検証クラスタの検証

Oracle Fail Safe のインストール後、Oracle Fail Safe Manager を使用してクラスタを検証しま
す。

1. 「スタート」メニューから Oracle Fail Safe Manager を起動します。

「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「Oracle - OracleHomeName」→「Oracle Fail Safe 
Manager」を選択します。

ここで、OracleHomeName は、Oracle Fail Safe をインストールした Oracle ホームの名前で
す。

2. 「ツリーにクラスタを追加」ダイアログ・ボックスの「クラスタ別名クラスタ別名クラスタ別名クラスタ別名 :」に、クラスタ名を
入力します（図 6-5）。クラスタ名は、クラスタ・アドミニストレータを使用して定義しま
す。「OK」をクリックします。

図図図図 6-5 Oracle Fail Safe Manager: 「ツリーにクラスタを追加」ダイアログ・ボックス「ツリーにクラスタを追加」ダイアログ・ボックス「ツリーにクラスタを追加」ダイアログ・ボックス「ツリーにクラスタを追加」ダイアログ・ボックス

3. 左フレームでクラスタを選択します。「ようこそ」ダイアログ・ボックスが表示されます
（図 6-6）。この図では、「FSWIN-CLU1」がクラスタ名です。

「クラスタの検証クラスタの検証クラスタの検証クラスタの検証」をクリックします。

Oracle ソフトウェアに関連する警告が表示される場合があります。この警告は、クラスタ
にまだ製品がインストールされていないために表示されます。この警告は無視できます。
ただし、システム警告が表示された場合は、調査する必要があります。

図図図図 6-6 Oracle Fail Safe Manager: 「ようこそ」ダイアログ・ボックスおよび「クラスタの検証」「ようこそ」ダイアログ・ボックスおよび「クラスタの検証」「ようこそ」ダイアログ・ボックスおよび「クラスタの検証」「ようこそ」ダイアログ・ボックスおよび「クラスタの検証」
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6.3.3.7 Oracle Fail Safe のグループの作成のグループの作成のグループの作成のグループの作成
Oracle Fail Safe のグループとは、スタンバイ・ノードに一括してフェイルオーバーされるリ
ソースの論理的な集合です。OracleAS Cold Failover Cluster に Oracle Application Server をイ
ンストールする前に、Oracle Fail Safe Manager を使用してグループを作成し、そのグループに
次のリソースを追加する必要があります。

グループを作成および設定するには、次の手順を実行します。この手順を実行すると、（フェイ
ルオーバー・ポリシーやフェイルバック・ポリシー用の）デフォルト属性を持つグループが作
成されます。これらの属性は、必要に応じて後で変更できます。詳細は、『Oracle Application 
Server 高可用性ガイド』および Oracle Fail Safe のドキュメントを参照してください。

1. 「スタート」メニューから Oracle Fail Safe Manager を起動します。

「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「Oracle - OracleHomeName」→「Oracle Fail Safe 
Manager」を選択します。

ここで、OracleHomeName は、Oracle Fail Safe をインストールした Oracle ホーム・ディレ
クトリの名前です。

2. 左側でクラスタを展開します。

3. 「グループグループグループグループ」を右クリックし、ポップアップ・メニューから「作成作成作成作成」を選択します。グルー
プの作成ウィザードが起動されます。

4. グループの作成ウィザードの画面に従って、「OracleAS」というグループを作成します。

a. 「一般 : ステップ 1」画面 : Oracle Application Server リソースのグループ名を入力し、
「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。このマニュアルでは、「OracleAS」というグループを使
用します。

図図図図 6-7 Oracle Fail Safe Manager: グループの作成ウィザードの「一般グループの作成ウィザードの「一般グループの作成ウィザードの「一般グループの作成ウィザードの「一般 : ステップステップステップステップ 1」画面」画面」画面」画面

表表表表 6-6 Oracle Application Server のインストール前にグループに追加するリソースのインストール前にグループに追加するリソースのインストール前にグループに追加するリソースのインストール前にグループに追加するリソース

グループに追加するリソースグループに追加するリソースグループに追加するリソースグループに追加するリソース 使用するツール使用するツール使用するツール使用するツール

仮想ホストの IP Oracle Fail Safe Manager

仮想ホスト名 Oracle Fail Safe Manager

共有ディスク クラスタ・アドミニストレータ
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b. 「フェイルバック・ポリシー : ステップ 2」画面 : 「フェイルバックしないフェイルバックしないフェイルバックしないフェイルバックしない」を選択し
て、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

図図図図 6-8 Oracle Fail Safe Manager: グループの作成ウィザードの「フェイルバック・ポリシーグループの作成ウィザードの「フェイルバック・ポリシーグループの作成ウィザードの「フェイルバック・ポリシーグループの作成ウィザードの「フェイルバック・ポリシー : 
ステップステップステップステップ 2」画面」画面」画面」画面

c. 「グループ作成の終了」画面 : 情報を確認して、「OK」をクリックします。

図図図図 6-9 Oracle Fail Safe Manager: グループの作成ウィザードの「グループ作成の終了」画面グループの作成ウィザードの「グループ作成の終了」画面グループの作成ウィザードの「グループ作成の終了」画面グループの作成ウィザードの「グループ作成の終了」画面

d. 「仮想アドレスの追加」画面 : 「はいはいはいはい」をクリックします。

図図図図 6-10 Oracle Fail Safe Manager: グループの作成ウィザードの「仮想アドレスの追加」画面グループの作成ウィザードの「仮想アドレスの追加」画面グループの作成ウィザードの「仮想アドレスの追加」画面グループの作成ウィザードの「仮想アドレスの追加」画面
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e. 「リソースをグループに追加 - 仮想アドレス」画面 :

「クライアントからアクセス可能なネットワークの表示クライアントからアクセス可能なネットワークの表示クライアントからアクセス可能なネットワークの表示クライアントからアクセス可能なネットワークの表示」を選択します。

ネットワークネットワークネットワークネットワーク : ノードのプライマリ・ネットワーク・インタフェース・カードに関連
付けられている名前を選択します。デフォルトでは、これは「ローカル・エリア接続」
です。

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 : 仮想ホスト名を入力します。たとえば、vhostを入力します。

IP アドレスアドレスアドレスアドレス : 仮想ホスト名の IP を入力します。たとえば、138.2.229.77を入力し
ます。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

図図図図 6-11 Oracle Fail Safe Manager: グループの作成ウィザードの「リソースをグループに追加グループの作成ウィザードの「リソースをグループに追加グループの作成ウィザードの「リソースをグループに追加グループの作成ウィザードの「リソースをグループに追加 - 仮想仮想仮想仮想

アドレス」画面アドレス」画面アドレス」画面アドレス」画面

f. 「仮想アドレスのグループへの追加の完了」画面 : 情報を確認して、「OK」をクリック
します。

図図図図 6-12 Oracle Fail Safe Manager: グループの作成ウィザードの「仮想アドレスのグループへのグループの作成ウィザードの「仮想アドレスのグループへのグループの作成ウィザードの「仮想アドレスのグループへのグループの作成ウィザードの「仮想アドレスのグループへの

追加の完了」画面追加の完了」画面追加の完了」画面追加の完了」画面
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5. Oracle Fail Safe Manager（図 6-13）で、作成したグループが表示されていること、および
そのグループに次の 2 つのリソースが定義されていることを確認します。

� 仮想ホストの IP アドレス

� 仮想ホスト名（ネットワーク名として表示）

図図図図 6-13 Oracle Fail Safe Manager での新しいグループのリソースの表示での新しいグループのリソースの表示での新しいグループのリソースの表示での新しいグループのリソースの表示

6. クラスタ・アドミニストレータを使用して、Oracle Application Server をインストールす
る共有ディスクを、Oracle Fail Safe Manager で作成したグループに移動します。

a. 「スタート」メニューからクラスタ・アドミニストレータを起動します。

Windows 2000 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「クラスタクラスタクラスタクラスタ 
アドミニストレータアドミニストレータアドミニストレータアドミニストレータ」を選択します。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「クラスタクラスタクラスタクラスタ アドミニストアドミニストアドミニストアドミニスト
レータレータレータレータ」を選択します。

b. 左側で、共有ディスクを含むディスク・グループを選択します。図 6-14 では、Disk I
が共有ディスクです。

左側の「OracleAS」グループに注意してください。これは、Oracle Fail Safe Manager
で作成したグループです。

図図図図 6-14 クラスタ・アドミニストレータでの共有ディスクの表示クラスタ・アドミニストレータでの共有ディスクの表示クラスタ・アドミニストレータでの共有ディスクの表示クラスタ・アドミニストレータでの共有ディスクの表示
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c. 右側の共有ディスク（この例では Disk I）を左側の「OracleAS」グループへドラッ
グ・アンド・ドロップします。確認を求めるダイアログ・ボックスが表示されたら

（図 6-15）、「はいはいはいはい」をクリックします。

図図図図 6-15 クラスタ・アドミニストレータクラスタ・アドミニストレータクラスタ・アドミニストレータクラスタ・アドミニストレータ : 「「「「Move Resources」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス

7. Oracle Fail Safe Manager で、グループに共有ディスクが追加されたことを確認します。

図図図図 6-16 グループへ共有ディスクを追加した後のグループへ共有ディスクを追加した後のグループへ共有ディスクを追加した後のグループへ共有ディスクを追加した後の Oracle Fail Safe Manager の表示の表示の表示の表示

6.3.3.8 staticports.ini ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定
中間層のインストール時に使用する staticports.ini ファイルを設定します。staticports.ini ファ
イルの作成の詳細は、2.4.4 項「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照し
てください。

注意注意注意注意 : ポートは、同じノードの他の Oralce ホームで使用するポートと異
なっている必要があります。Oracle ホームのコンポーネントに割り当てら
れたポートを確認するには、次のコマンドを実行します。

C:¥> ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl startall
C:¥> ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl status -l
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6.3.4 OracleAS Cold Failover Cluster: インストール手順の詳細インストール手順の詳細インストール手順の詳細インストール手順の詳細
この項では、OracleAS Cold Failover Cluster をインストールする手順について説明します。

Oracle HTTP Server と OC4J を別々の Oracle ホームにインストールする場合は、両方のクラス
タでそれぞれの手順を実行します。

手順手順手順手順 1 インストール前の手順の実行インストール前の手順の実行インストール前の手順の実行インストール前の手順の実行

6.3.3 項「OracleAS Cold Failover Cluster のインストール前の手順」に記載されているインス
トール前の手順を実行します。

手順手順手順手順 2 環境変数環境変数環境変数環境変数 VIRTUAL_HOST_NAME の設定の設定の設定の設定

ハードウェア・クラスタの両方のノードで環境変数 VIRTUAL_HOST_NAME を仮想ホスト名
に設定します。環境変数の設定方法の詳細は、2.8 項「環境変数」を参照してください。

手順手順手順手順 3 Oracle Application Server の共有ディスクへのの共有ディスクへのの共有ディスクへのの共有ディスクへのインストールインストールインストールインストール

ハードウェア・クラスタの共有ディスクに Oracle Application Server をインストールするには、
次の手順を実行します。

1. ハードウェア・クラスタの共有ディスクに、ノード 1 から Oracle Application Server をイ
ンストールします。

� Oracle HTTP ServerととととOC4Jを同じを同じを同じを同じOracleホームにインストールするホームにインストールするホームにインストールするホームにインストールするOracleAS Cold 
Failover Cluster の場合の場合の場合の場合

5.2.3 項「J2EE サーバーおよび Web サーバーのインストール」の手順に従います。
インストール時に、次の操作を行います。

– 「ポート構成オプションの指定」画面で、6.3.3.8 項「staticports.ini ファイルの設
定」で作成した staticports.ini ファイルを指定します。

– OC4J インスタンスを管理するために Application Server Control を構成するには、
「管理インスタンスの設定」画面で「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択
します。それ以外の場合は、このオプションの選択を解除します。

� Oracle HTTP Server とととと OC4J を別々のを別々のを別々のを別々の Oracle ホームにインストールするホームにインストールするホームにインストールするホームにインストールする OracleAS 
Cold Failover Cluster の場合の場合の場合の場合

Oracle HTTP Server を実行するハードウェア・クラスタにインストールする場合は、
5.2.5 項「Web サーバーのインストール」の手順を実行します。インストール時に、次
の操作を行います。

– 「ポート構成オプションの指定」画面で、6.3.3.8 項「staticports.ini ファイルの設
定」で作成した staticports.ini ファイルを指定します。

– すべてのリクエストを Oracle HTTP Server 経由で OC4J にルーティングする場合
は、「クラスタ・トポロジ構成」画面で「このこのこのこの Oracle HTTP Server インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス
をををを Oracle Application Server クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成」を選択します。クラス
タ内のすべてのノードで共有されるマルチキャスト・アドレスの「IP アドレスアドレスアドレスアドレス」
および「ポートポートポートポート」を指定します。

– すべてのリクエストを Oracle HTTP Server 経由で OC4J にルーティングしない場
合は、「クラスタ・トポロジ構成」画面で「このこのこのこの Oracle HTTP Server インスタンインスタンインスタンインスタン
スをスをスをスを Oracle Application Server クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成クラスタの一部として構成」の選択を解除しま
す。
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OC4J を実行するハードウェア・クラスタにインストールする場合は、5.2.4 項「J2EE
サーバーのインストール」の手順を実行します。インストール時に、次の操作を行い
ます。

– 「ポート構成オプションの指定」画面で、6.3.3.8 項「staticports.ini ファイルの設
定」で作成した staticports.ini ファイルを指定します。

– OC4J インスタンスを管理するために Application Server Control を構成するには、
「管理インスタンスの設定」画面で「管理管理管理管理 OC4J インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成インスタンスとして構成」を選択
します。それ以外の場合は、このオプションの選択を解除します。

– すべてのリクエストを Oracle HTTP Server 経由で OC4J にルーティングする場合
は、「クラスタ・トポロジ構成」画面で「このこのこのこの OC4J インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle 
Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成」を選択します。クラ
スタ内のすべてのノードで共有されるマルチキャスト・アドレスの「IP アドレアドレアドレアドレ
スススス」および「ポートポートポートポート」を指定します。「このこのこのこの OC4J インスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別のインスタンスに別の Oracle 
HTTP Server からアクセスからアクセスからアクセスからアクセス」を選択します。

– すべてのリクエストを Oracle HTTP Server 経由で OC4J にルーティングしない場
合は、「クラスタ・トポロジ構成」画面で「このこのこのこの OC4J インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle 
Application Server クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成クラスタ・トポロジの一部として構成」の選択を解除します。

2. ノード 1 で Oracle Application Server サービスを停止し、スタートアップの種類を手動に
設定します。

a. 「サービス」ウィンドウを表示します。

Windows 2000 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「サービサービサービサービ
スススス」を選択します。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「サービスサービスサービスサービス」を選択します。

b. 次のサービスを停止します。

Oracle-<InstanceName>ProcessManager

サービスを停止するには、サービスを右クリックし、ポップアップ・メニューから
「停止停止停止停止」を選択します。

c. 前述のサービスのスタートアップの種類を手動に設定します。

サービスを右クリックして、「プロパティプロパティプロパティプロパティ」を選択します。

「スタートアップの種類」セクションで「手動手動手動手動」を選択して、「OK」をクリックしま
す。

3. ORACLE_HOME ディレクトリを削除します。

4. インストール前の作業で作成したクラスタ・グループを、ノード 2 にフェイルオーバーし
ます。

� Oracle Fail Safe を使用して、Oracle Fail Safe で作成したグループを移動します。

� Oracle Fail Safe Manager を起動します。

� グループを右クリックして「別のノードに移動」を選択します。

5. 手順 1 のインストール手順を使用して、ハードウェア・クラスタの共有ディスクに Oracle 
HTTP Server または OC4J（あるいはその両方）をノード 2 からインストールします。以前
のインストールで使用したのと同じ値を使用してください。

手順手順手順手順 4（オプション）（オプション）（オプション）（オプション）SSL に対応したに対応したに対応したに対応した Oracle Application Server インスタンスの構成インスタンスの構成インスタンスの構成インスタンスの構成

Oracle Application Server インスタンスで SSL を使用する場合は、『Oracle Application Server
管理者ガイド』の手順に従います。
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手順手順手順手順 5（オプション）共有ディスクでの（オプション）共有ディスクでの（オプション）共有ディスクでの（オプション）共有ディスクでの OracleAS JMS のファイルベースの永続性用のファイのファイルベースの永続性用のファイのファイルベースの永続性用のファイのファイルベースの永続性用のファイ
ル・システムの作成ル・システムの作成ル・システムの作成ル・システムの作成

ファイルベースの永続性がある OracleAS JMS を使用する場合は、共有ディスクで OracleAS 
JMS キュー用のファイル・システムを作成します。クラスタ・アドミニストレータを使用して、
この共有ディスクを Oracle Fail Safe グループに追加します。これは、6.3.3.7 項「Oracle Fail 
Safe のグループの作成」の手順 6 と 7 を実行して行うことができます。

手順手順手順手順 6 OPMN の高可用性設定の高可用性設定の高可用性設定の高可用性設定

Oracle Fail Safe で作成したグループにリソースとして OPMN を追加します。詳細は、6.3.5 項
「インストール後の手順 : OPMN の高可用性設定」を参照してください。

6.3.5 インストール後の手順インストール後の手順インストール後の手順インストール後の手順 : OPMN の高可用性設定の高可用性設定の高可用性設定の高可用性設定
OPMN の高可用性設定を行うには、6.3.3.7 項「Oracle Fail Safe のグループの作成」で作成した
Oracle Fail Safe グループに OPMN を追加します。OPMN は、
Oracle-<InstanceName>ProcessManagerサービスに対応します。

1. 「スタート」メニューから Oracle Fail Safe Manager を起動します。

「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「Oracle - OracleHomeName」→「Oracle Fail Safe 
Manager」を選択します。

ここで、OracleHomeName は、Oracle Fail Safe をインストールした Oracle ホーム・ディレ
クトリの名前です。

2. 左側で「グループグループグループグループ」を展開して、6.3.3.7 項「Oracle Fail Safe のグループの作成」で作成し
たグループを右クリックし、「リソースをグループに追加リソースをグループに追加リソースをグループに追加リソースをグループに追加」を選択します。リソースをグ
ループに追加ウィザードが起動されます。

図図図図 6-17 Oracle Fail Safe Manager: 「リソースをグループに追加」「リソースをグループに追加」「リソースをグループに追加」「リソースをグループに追加」
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3. リソースをグループに追加ウィザードで、次の手順を実行します。

a. 「リソース : ステップ 1」

「汎用サービス汎用サービス汎用サービス汎用サービス」を選択して、グループが正しいことを確認し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックし
ます。

図図図図 6-18「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の「リソースの追加）の「リソースの追加）の「リソースの追加）の「リソース : ステップステップステップステップ 1」」」」
画面画面画面画面

b. 「汎用サービスの識別情報 : ステップ 2」

「表示名表示名表示名表示名」で「Oracle-<InstanceName>ProcessManager」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」を
クリックします。

図図図図 6-19「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の「汎用サービスの識別情報の追加）の「汎用サービスの識別情報の追加）の「汎用サービスの識別情報の追加）の「汎用サービスの識別情報 : 
ステップステップステップステップ 2」画面」画面」画面」画面
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c. 「汎用サービスのアカウント : ステップ 3」

OPMN の起動パラメータは存在しません。「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

図図図図 6-20「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の「汎用サービスのアカウントの追加）の「汎用サービスのアカウントの追加）の「汎用サービスのアカウントの追加）の「汎用サービスのアカウント : 
ステップステップステップステップ 3」画面」画面」画面」画面

d. 「汎用サービスのディスク : ステップ 4」

「選択済ディスク選択済ディスク選択済ディスク選択済ディスク」には、何も表示されていない必要があります。「次へ次へ次へ次へ」をクリック
します。

図図図図 6-21「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の「汎用サービスのディスクの追加）の「汎用サービスのディスクの追加）の「汎用サービスのディスクの追加）の「汎用サービスのディスク : 
ステップステップステップステップ 4」画面」画面」画面」画面
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e. 「汎用サービスの依存性 : ステップ 5」

ネットワーク名を「リソースの依存性リソースの依存性リソースの依存性リソースの依存性」列に移動します。「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

図図図図 6-22「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の「汎用サービスの依存性の追加）の「汎用サービスの依存性の追加）の「汎用サービスの依存性の追加）の「汎用サービスの依存性 : 
ステップステップステップステップ 5」画面」画面」画面」画面

f. 汎用サービスのレジストリ : ステップ 6: 「終了終了終了終了」をクリックします。

図図図図 6-23「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の「汎用サービスのレジストリの追加）の「汎用サービスのレジストリの追加）の「汎用サービスのレジストリの追加）の「汎用サービスのレジストリ : 
ステップステップステップステップ 6」画面」画面」画面」画面
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g. 「汎用サービスのグループへの追加の終了」

情報を確認して、「OK」をクリックします。特に、クラスタの両方のノードが、「可能
所有者ノード」の下に表示されていることを確認します。

図図図図 6-24「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の「汎用サービスのグループへの追加）の「汎用サービスのグループへの追加）の「汎用サービスのグループへの追加）の「汎用サービスのグループへ

の追加の終了」画面の追加の終了」画面の追加の終了」画面の追加の終了」画面

h. 「グループへ汎用サービスの追加の確認」画面 : 「はいはいはいはい」をクリックします。

図図図図 6-25「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の「グループへ汎用サービスのの追加）の「グループへ汎用サービスのの追加）の「グループへ汎用サービスのの追加）の「グループへ汎用サービスの

追加の確認」画面追加の確認」画面追加の確認」画面追加の確認」画面

クラスタ内の両方のノードが Process Manager サービスを実行できるように、Oracle 
Fail Safe Manager によって Process Manager サービスが構成されます。構成が完了す
ると、図 6-26 に類似した画面が表示されます。成功したことを示すダイアログ・ボッ
クスで「OK」をクリックします。
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図図図図 6-26「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（「リソースをグループに追加」ウィザード（OPMN の追加）の最後の画面の追加）の最後の画面の追加）の最後の画面の追加）の最後の画面

i. Oracle Fail Safe Manager で、グループの下に Process Manager サービスが表示されて
いることを確認します。

図図図図 6-27 Process Manager サービスをグループに追加した後のサービスをグループに追加した後のサービスをグループに追加した後のサービスをグループに追加した後の Oracle Fail Safe Manager の表示の表示の表示の表示
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6.4 OracleAS Disaster Recovery 構成の作成構成の作成構成の作成構成の作成
この項では、OracleAS Disaster Recovery 構成に Oracle Application Server をインストールする
方法について説明します。OracleAS Disaster Recovery は、Oracle Application Server がサポー
トする高可用性環境の 1 つです。

この項の内容は次のとおりです。

� 6.4.1 項「OracleAS Disaster Recovery: 概要」

� 6.4.2 項「OracleAS Disaster Recovery 環境の設定」

� 6.4.3 項「OracleAS Disaster Recovery 環境への Oracle Application Server のインストール」

� 6.4.4 項「Oracle ホームへの OracleAS 10g（10.1.3.1.0）の OracleAS Guard スタンドアロン・
インストール」

� 6.4.5 項「OracleAS Guard リリース 10.1.2.n.n へのリリース 10.1.3.1.0 のパッチの適用」

� 6.4.6 項「次に読むマニュアル」

6.4.1 OracleAS Disaster Recovery: 概要概要概要概要
使用している環境に 2 つの物理的に分離したサイトが必要な場合は、OracleAS Disaster 
Recovery 環境を使用します。1 つは本番サイトであり、もう 1 つはスタンバイ・サイトです。
本番サイトがアクティブの間、スタンバイ・サイトはパッシブです。本番サイトが停止すると、
スタンバイ・サイトがアクティブになります。

OracleAS Disaster Recovery では、本番サイトおよびスタンバイ・サイトで Infrastructure およ
び中間層の構成に使用できる、多数の基本トポロジをサポートしています。OracleAS Disaster 
Recovery がサポートする基本トポロジは次のとおりです。

� 対称トポロジ : Oracle Identity Management および OracleAS Metadata Repository 
Infrastructure がともにインストールされた本番サイトの完全なミラー

� 非対称トポロジ : Oracle Identity Management および OracleAS Metadata Repository 
Infrastructure がともにインストールされた簡単な非対称のスタンバイ・トポロジ

� Oracle Identity Management および OracleAS Metadata Repository Infrastructure がともに
インストールされた OracleAS Portal 用の個別の OracleAS Metadata Repository（部門別ト
ポロジ）

� Oracle Identity Management および OracleAS Metadata Repository Infrastructure がともに
インストールされていない分散アプリケーションにおける OracleAS Metadata Repository

� 冗長な複数の OracleAS 10.1.3 Home J2EE トポロジ

� 既存の Oracle Identity Management 10.1.2.0.2 トポロジに統合された、冗長な単一の
OracleAS 10.1.3 Home J2EE トポロジ

対称トポロジでは、スタンバイ・サイトの各ノードは本番サイトのノードに対応しています。
この中には、OracleAS Infrastructure および中間層の両方を実行しているノードも含まれます。
非対称トポロジのスタンバイ・サイトに必要なインスタンスの数は、本番サイトよりも少なく、
スイッチオーバーまたはフェイルオーバー操作時のサイトの運用に最低限必要な数です。サ
ポートされる最後の 2 つのトポロジは、OracleAS リリース 10.1.3.1.0 で特に重要です。これら
のトポロジの詳細は、『Oracle Application Server 高可用性ガイド』を参照してください。

OracleAS Cold Failover Cluster 環境の本番サイトに OracleAS Infrastructure を設定し、この環
境を少し変更できます。詳細は、6.4.2.4 項「本番サイトで OracleAS Cold Failover Cluster を使
用する場合（OracleAS 10.1.2.n.n のみ）」を参照してください。

これらのサポートされているトポロジでは、OracleAS Disaster Recovery ソリューションとし
て構成された本番およびスタンバイ・トポロジ内のすべてのシステムの Oracle ホームに、
OracleAS Guard がインストールされます。
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OracleAS Guard は OracleAS Companion CD #2 に収録されており、スタンドアロン・インス
トール・キットとしてインストールできます。このスタンドアロン・キットをインストールす
るタイミングの詳細は、6.4.4 項「Oracle ホームへの OracleAS 10g（10.1.3.1.0）の OracleAS 
Guard スタンドアロン・インストール」を参照してください。

図 6-28 に、対称型の OracleAS Disaster Recovery 環境の例を示します。各サイトには、中間層
を実行するノードが 2 つと OracleAS Infrastructure を実行するノードが 1 つあります。

データの同期化データの同期化データの同期化データの同期化

OracleAS Disaster Recovery を機能させるには、フェイルオーバーが即座に実行されるように
本番サイトとスタンバイ・サイトのデータを同期化する必要があります。本番サイトで行った
構成の変更は、スタンバイ・サイトにも反映させる必要があります。

2 つのタイプのデータを同期化する必要があります。同期化の方法は、データのタイプによっ
て異なります。

� 本番サイトおよびスタンバイ・サイトの OracleAS Metadata Repository データベースの
データを同期化するには、Oracle Data Guard を使用します。同期化を実行するように
Oracle Data Guard を構成できます。

� データベース外のデータ（構成ファイルに格納されたデータなど）を同期化するには、
バックアップおよびリカバリのスクリプトを使用します。

Oracle Data Guard、およびバックアップおよびリカバリ・スクリプトの使用方法の詳細は、
『Oracle Application Server 高可用性ガイド』を参照してください。

図図図図 6-28 OracleAS Disaster Recovery 環境環境環境環境
高可用性環境へのインストール 6-39



OracleAS Disaster Recovery 構成の作成
6.4.2 OracleAS Disaster Recovery 環境の設定環境の設定環境の設定環境の設定
OracleAS Disaster Recovery 環境内に Oracle Application Server をインストールする前に、次の
手順を実行する必要があります。

� 6.4.2.1 項「オペレーティング・システム・レベルでノードが同じであることの確認」

� 6.4.2.2 項「staticports.ini ファイルの設定」

� 6.4.2.3 項「本番およびスタンバイの両方のサイトでの同じホスト名の設定」

� 6.4.2.4 項「本番サイトで OracleAS Cold Failover Cluster を使用する場合（OracleAS 
10.1.2.n.n のみ）」

6.4.2.1 オペレーティング・システム・レベルでノードが同じであることのオペレーティング・システム・レベルでノードが同じであることのオペレーティング・システム・レベルでノードが同じであることのオペレーティング・システム・レベルでノードが同じであることの
確認確認確認確認
次の条件についてノードが同じであることを確認します。

� すべてのノードが同じバージョンのオペレーティング・システムを実行している。

� すべてのノードに同じオペレーティング・システムのパッチおよびパッケージがある。

� すべてのノード上の同じディレクトリ・パスに Oracle Application Server をインストール
できる。

6.4.2.2 staticports.ini ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定
同じコンポーネントでは、本番サイトでもスタンバイ・サイトでも同じポート番号を使用する
必要があります。たとえば、Oracle HTTP Server が本番サイトでポート 80 を使用している場合
は、スタンバイ・サイトでもポート 80 を使用する必要があります。これを確実にするために
は、インストール時に使用する staticports.iniファイルを作成します。このファイルで各
コンポーネントのポート番号を指定できます。詳細は、2.4.4 項「カスタムのポート番号の使用

（「静的ポート」機能）」を参照してください。

6.4.2.3 本番およびスタンバイの両方のサイトでの同じホスト名の設定本番およびスタンバイの両方のサイトでの同じホスト名の設定本番およびスタンバイの両方のサイトでの同じホスト名の設定本番およびスタンバイの両方のサイトでの同じホスト名の設定
サイト間でデータを同期化するときにデータを編集してホスト名を修正する必要がないように、
本番サイトおよびスタンバイ・サイトの対応するノードの名前は同じである必要があります。

インフラストラクチャ・ノードの場合インフラストラクチャ・ノードの場合インフラストラクチャ・ノードの場合インフラストラクチャ・ノードの場合

インフラストラクチャを実行するノードの場合、仮想名を設定します。これを行うには、
C:¥Windows¥system32¥drivers¥etc¥hostsファイルにノードの別名を指定します。

たとえば、本番サイトのインフラストラクチャ・ノードでは、hostsファイル内の次の行は別
名を asinfraに設定します。

138.1.2.111   prodinfra   asinfra

スタンバイ・サイトでは、次の行はノードの別名を asinfraに設定します。

213.2.2.110   standbyinfra   asinfra

本番サイトおよびスタンバイ・サイトに OracleAS Infrastructure をインストールする場合は、
「仮想ホストの指定」画面でこの別名（asinfra）を指定します。構成データには、インフラ
ストラクチャ・ノード用のこの別名が含まれます。
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中間層ノードの場合中間層ノードの場合中間層ノードの場合中間層ノードの場合

中間層を実行するノードの場合、中間層のインストール時にインストーラによって「仮想ホス
トの指定」画面が表示されないため、インフラストラクチャ・ノードの場合のように別名を指
定できません。中間層のインストールでは、インストーラによって gethostname() 関数がコー
ルされ、自動的にホスト名が確認されます。本番サイトの各中間層ノードに対して、スタンバ
イ・サイトの対応するノードが同じホスト名を戻すようにする必要があります。

これを行うには、ローカルまたは内部のホスト名を設定します。このホスト名はパブリックま
たは外部のホスト名と同じである必要はありません。スタンバイ・サイトのノードの名前を本
番サイトの対応するノードの名前にあわせて変更するか、本番サイトとスタンバイ・サイトの
両方のノードの名前が同じになるように変更できます。どちらの方法を使用するかは、ノード
上で実行されている他のアプリケーション、およびノード名の変更によってこれらのアプリ
ケーションが影響を受けるかどうかによって決定します。

1. ローカル名を変更するノードで、環境変数 _CLUSTER_NETWORK_NAME_に、新しいローカ
ルの完全修飾名（asmid1.oracle.comなど）を指定します。

2. OracleAS Disaster Recovery 環境内の他のノードが新しいローカル・ホスト名を使用してこ
のノードを解決できるようにします。これは、次のいずれかの方法で行うことができます。

方法方法方法方法 1: 本番サイトとスタンバイ・サイトに異なる内部 DNS サーバーを設定します。この
構成によって、各サイト（本番またはスタンバイ）のノードがサイト内でホスト名を解決
できるようになります。内部 DNS サーバーの上には、企業、つまり外部の DNS サーバー
があります。内部 DNS サーバーは、信頼できないリクエストは外部 DNS サーバーへ転送
します。外部 DNS サーバーは、内部 DNS サーバーの存在を知りません。詳細は、図 6-29
を参照してください。

図図図図 6-29 方法方法方法方法 1: DNS サーバーの使用サーバーの使用サーバーの使用サーバーの使用

注意注意注意注意 : 環境変数 _CLUSTER_NETWORK_NAME_は、システム環境変数では
なくユーザー環境変数に設定する必要があります。
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方法方法方法方法 1 の詳細の詳細の詳細の詳細

a. 外部 DNS 名が外部 DNS ゾーンに定義されていることを確認します。例 : 

prodmid1.us.oracle.com     IN  A  138.1.2.333
prodmid2.us.oracle.com     IN  A  138.1.2.444
prodinf.us.oracle.com      IN  A  138.1.2.111
standbymid1.us.oracle.com  IN  A  213.2.2.330
standbymid2.us.oracle.com  IN  A  213.2.2.331
standbyinf.us.oracle.com   IN  A  213.2.2.110

b. 本番サイトで、外部ドメイン名とは異なるドメイン名を使用して本番サイトに新しい
ゾーンを作成します。これを行うには、OracleAS Disaster Recovery 環境内の各ノー
ドのエントリをゾーン・データ・ファイルに移入します。

インフラストラクチャ・ノードの場合、仮想名または別名を使用します。

中間層ノードの場合、ノード名（環境変数 _CLUSTER_NETWORK_NAME_内の値）を
使用します。

次の例では、新しいゾーンのドメイン名として「asha」を使用します。

asmid1.asha    IN  A  138.1.2.333
asmid2.asha    IN  A  138.1.2.444
asinfra.asha   IN  A  138.1.2.111

スタンバイ・サイトに対しても同じことを行います。本番サイトに使用したドメイン
名を使用します。

asmid1.asha    IN  A  213.2.2.330
asmid1.asha    IN  A  213.2.2.331
asinfra.asha   IN  A  213.2.2.110

c. 本番サイトの各ノードで、外部 DNS サーバーではなく内部 DNS サーバーを指すよう
に DNS リゾルバを構成します。

スタンバイ・サイトのノードに対しても同じ手順を実行します。ただし、スタンバ
イ・サイト用の内部 DNS サーバーの IP アドレスを使用します。

表表表表 6-7 内部内部内部内部 DNS サーバーを指すようにサーバーを指すようにサーバーを指すようにサーバーを指すように DNS リゾルバを構成する方法リゾルバを構成する方法リゾルバを構成する方法リゾルバを構成する方法

Windows 2000 またはまたはまたはまたは Windows 2003 の場合の場合の場合の場合

1. 「ローカル エリア接続 状態」ダイアログ・ボックスを表示します。

Windows 2000 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

「ネットワークとダイヤルアップ接続ネットワークとダイヤルアップ接続ネットワークとダイヤルアップ接続ネットワークとダイヤルアップ接続」をダブルクリックし、次に「ローカルローカルローカルローカル エリア接続エリア接続エリア接続エリア接続」を

ダブルクリックします。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「コントロール パネル」→「ネットワーク接続」→

「ローカル エリア接続」を選択します。

2. 「プロパティプロパティプロパティプロパティ」をクリックして、「ローカル エリア接続のプロパティ」ダイアログ・ボックスを

表示します。

3. 「全般」タブでリスト・ボックスから「インターネットインターネットインターネットインターネット プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル (TCP/IP)」を選択して、

「プロパティプロパティプロパティプロパティ」をクリックします。「インターネット プロトコル (TCP/IP) のプロパティ」ダイ

アログ・ボックスが表示されます。

4. 既存のネーム・サーバーの IP アドレスを、本番サイトの内部 DNS サーバーの IP アドレスに変

更します。

5. 「詳細設定詳細設定詳細設定詳細設定」をクリックします。「TCP/IP 詳細設定」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「DNS」タブを選択して、DNS サーバーのアドレスを更新します。
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d. 内部 DNS サーバー内の Oracle Data Guard 用に別のエントリを作成します。このエン
トリは、Oracle Data Guard がスタンバイ・サイトのデータベースに REDO データを
送るために使用します。

次の例では、「remote_infra」エントリはスタンバイ・サイトのインフラストラク
チャ・ノードを示します。この名前は、スイッチオーバーが発生した場合に TNS エン
トリを変更しなくてもよいように、本番サイトとスタンバイ・サイトの両方の TNS エ
ントリで使用されます。

図図図図 6-30 内部内部内部内部 DNS サーバー内のサーバー内のサーバー内のサーバー内の Oracle Data Guard エントリエントリエントリエントリ

本番サイトでは、DNS エントリは次のようになります。

asmid1.asha        IN  A  138.1.2.333
asmid2.asha        IN  A  138.1.2.444
asinfra.asha       IN  A  138.1.2.111
remote_infra.asha  IN  A  213.2.2.110

スタンバイ・サイトでは、DNS エントリは次のようになります。

asmid1.asha        IN  A  213.2.2.330
asmid2.asha        IN  A  213.2.2.331
asinfra.asha       IN  A  213.2.2.110
remote_infra.asha  IN  A  138.1.2.111

方法方法方法方法 2: 両サイトの各ノードの C:¥Windows¥system32¥drivers¥etc¥hostsファイル
を編集します。この方法には DNS サーバーの構成は含まれませんが、OracleAS Disaster 
Recovery 環境内の各ノードの hostsファイルをメンテナンスする必要があります。たと
えば、IP アドレスが変更されたら、すべてのノード上のファイルを更新し、ノードを再起
動する必要があります。

方法方法方法方法 2 の詳細の詳細の詳細の詳細

a. 本番サイトの各ノードで、C:¥Windows¥system32¥drivers¥etc¥hostsファイル
に次の行を含めます。IP アドレスは、本番サイトのノードで解決します。

127.0.0.1    localhost
138.1.2.333  asmid1.oracle.com   asmid1
138.1.2.444  asmid2.oracle.com   asmid2
138.1.2.111  asinfra.oracle.com  asinfra

注意注意注意注意 : hostsファイルでは、現在のノードを識別する行を localhost 定義
（アドレス 127.0.0.1 の行）の直後に指定してください。
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b. スタンバイ・サイトの各ノードで、hostsファイルに次の行を含めます。IP アドレス
は、スタンバイ・サイトのノードで解決します。

127.0.0.1    localhost
213.2.2.330  asmid1.oracle.com   asmid1
213.2.2.331  asmid2.oracle.com   asmid2
213.2.2.110  asinfra.oracle.com  asinfra

c. ホスト名の解決順序を設定して、ノードがホスト名を解決する際に hostsファイルが
最初に読み取られるようにします。hostsファイルに目的のホスト名のエントリが含
まれていない場合、ノードは DNS を介してホスト名を解決します。

これを行うには、hostsファイルにエントリを追加した後で nbtstat -Rコマンド
を実行し、キャッシュされた情報の消去および名前表の再ロードを実行します。詳細
は、システム管理者に問い合せてください。

ノードがホスト名を正しく解決することの確認ノードがホスト名を正しく解決することの確認ノードがホスト名を正しく解決することの確認ノードがホスト名を正しく解決することの確認

変更を行い、ノードを再起動した後で、次のコマンドを実行して、ノードがホスト名を適切に
解決することを確認します。

� 両サイトの中間層ノードで、hostnameコマンドを実行します。これによって、内部ホス
ト名が戻されます。たとえば、prodmid1 および standbymid1 上でこのコマンドを実行す
ると、「asmid1」が戻されます。

C:¥> hostname
asmid1

� 各ノードで、内部ホスト名および外部ホスト名を使用して、環境内の他のノードに対して
ping を実行します。このコマンドは成功する必要があります。たとえば、最初の中間層
ノードである prodmid1 から、次のコマンドを実行します。

C:> ping prodinfra        ping the production infrastructure node
Pinging prodinfra [138.1.2.111] with 32 bytes of data:
Reply from 138.1.2.111: bytes=32 time<1ms TTL=128

C:> ping asinfra          ping the production infrastructure node
Pinging prodinfra [138.1.2.111] with 32 bytes of data:
Reply from 138.1.2.111: bytes=32 time<1ms TTL=128

C:> ping asmid2           ping the second production midtier node
Pinging asmid2 [138.1.2.444] with 32 bytes of data:
Reply from 138.1.2.444: bytes=32 time<1ms TTL=128

C:> ping prodmid2         ping the second production midtier node
Pinging asmid2 [138.1.2.444] with 32 bytes of data:
Reply from 138.1.2.444: bytes=32 time<1ms TTL=128

C:> ping standbymid1       ping the first standby midtier node
Pinging asmid2 [213.2.2.330] with 32 bytes of data:
Reply from 213.2.2.330: bytes=32 time<1ms TTL=128

注意注意注意注意 : hostsファイルでは、現在のノードを識別する行を localhost 定義
（アドレス 127.0.0.1 の行）の直後に指定してください。
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6.4.2.4 本番サイトで本番サイトで本番サイトで本番サイトで OracleAS Cold Failover Cluster を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合
（（（（OracleAS 10.1.2.n.n のみ）のみ）のみ）のみ）

OracleAS Disaster Recovery システムの本番サイトで OracleAS Infrastructure を設定し、
OracleAS Cold Failover Cluster 構成で実行できます。この場合、1 つのハードウェア・クラス
タに 2 つのノードがあり、OracleAS Infrastructure を共有ディスクにインストールします。詳
細は、10g リリース 2（10.1.2）の Oracle Application Server インストレーション・ガイドの第
11 章「高可用性環境へのインストール : OracleAS Cold Failover Cluster」を参照してください。

図図図図 6-31 OracleAS Cold Failover Cluster 構成内のインフラストラクチャ構成内のインフラストラクチャ構成内のインフラストラクチャ構成内のインフラストラクチャ

この環境で OracleAS Cold Failover Cluster を設定するには、本番サイト上の asinfra.asha に対
して（物理 IP アドレスのかわりに）仮想 IP アドレスを使用します。次の例では、138.1.2.120
が仮想 IP アドレスであると仮定します。

asmid1.asha          IN  A  138.1.2.333
asmid2.asha          IN  A  138.1.2.444
asinfra.asha         IN  A  138.1.2.120         this is a virtual IP address
remote_infra.asha    IN  A  213.2.2.110

スタンバイ・サイトでは、asinfra.asha には引き続き物理 IP アドレスを使用しますが、
remote_infra.asha には仮想 IP アドレスを使用します。

asmid1.asha          IN  A  213.2.2.330
asmid2.asha          IN  A  213.2.2.331
asinfra.asha         IN  A  213.2.2.110         physical IP address
remote_infra.asha    IN  A  138.1.2.120         virtual IP address

注意注意注意注意 : このインストールは、OracleAS リリース 10.1.2.n.n 環境で実行す
る必要があります。n.n は 0.0 以上を表します。この情報は、情報目的で
のみ提供されます。
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Oracle Fail Safe に作成が必要なパスワード・ファイルに作成が必要なパスワード・ファイルに作成が必要なパスワード・ファイルに作成が必要なパスワード・ファイル

OracleAS Disaster Recovery 環境で OracleAS Cold Failover Cluster を設定する場合は、
OracleAS Metadata Repository を Oracle Fail Safe グループに追加するときにパスワード・ファ
イルを作成する必要があります。つまり、Oracle データベースのリソース・タイプを追加しま
す。

Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）のインストレーション・ガイドで、
OracleAS Metadata Repository の高可用性設定に関する項を参照してください。

手順 3c で、「はい、パスワード・ファイルを作成しますはい、パスワード・ファイルを作成しますはい、パスワード・ファイルを作成しますはい、パスワード・ファイルを作成します ( 推奨推奨推奨推奨 )」を選択します。

「ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名」で、SYSと入力します。

「パスワードパスワードパスワードパスワード」と確認のために「パスワードの確認パスワードの確認パスワードの確認パスワードの確認」にも、SYS ユーザーに設定するパスワード
を入力します。

6.4.3 OracleAS Disaster Recovery 環境への環境への環境への環境への Oracle Application Server のインスのインスのインスのインス
トールトールトールトール

OracleAS リリース 10.1.3.1.0 では、本番サイトとスタンバイ・サイトでの中間層インストール
のみを行うことができます。

次のようにして Oracle Application Server をインストールします。

中間層のインストール（中間層のインストール（中間層のインストール（中間層のインストール（OracleAS リリースリリースリリースリリース 10.1.3.1.0 のみ）のみ）のみ）のみ）

1. 本番サイトで中間層をインストールします。

2. スタンバイ・サイトで中間層をインストールします。

OracleAS Infrastructure と中間層のインストール（リリースと中間層のインストール（リリースと中間層のインストール（リリースと中間層のインストール（リリース 10.1.2.n.n のみ）のみ）のみ）のみ）

1. 本番サイトで OracleAS Infrastructure をインストールします。

2. スタンバイ・サイトで OracleAS Infrastructure をインストールします。

3. サイトに中間層をインストールする前に、各サイトで OracleAS Infrastructure を起動しま
す。

4. 本番サイトで中間層をインストールします。

5. スタンバイ・サイトで中間層をインストールします。

注意注意注意注意 : すべてのインストールに対して、staticports.ini を使用してコン
ポーネントのポート番号を指定します。詳細は、6.4.2.2 項「staticports.ini
ファイルの設定」を参照してください。

注意注意注意注意 : このインストールは、OracleAS リリース 10.1.2.n.n 環境で実行す
る必要があります。n.n は 0.0 以上を表します。この情報は、情報目的で
のみ提供されます。
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6.4.3.1 OracleAS Infrastructure のインストール（のインストール（のインストール（のインストール（OracleAS リリースリリースリリースリリース 10.1.2.n.n
のみ）のみ）のみ）のみ）

OracleAS リリース 10.1.2.0.0 環境では、OracleAS Infrastructure の Oracle Identity 
Management および OracleAS Metadata Repository コンポーネントを同じノードにインストー
ルする必要があります。コンポーネントを複数のノードに分散することはできません。
OracleAS リリース 10.1.2.0.2 環境では、コンポーネントを複数のノードに分散できます。

インストール手順は、OracleAS Cold Failover Cluster の手順の場合と同様です。表示される一
連の画面については、10g リリース 2（10.1.2）の Oracle Application Server インストレーショ
ン・ガイドの「OracleAS Cold Failover Cluster（Infrastructure）構成のインストール」を参照
してください。

次の点に注意してください。

� 「構成オプションの選択構成オプションの選択構成オプションの選択構成オプションの選択」画面 : 「高可用性およびレプリケーション高可用性およびレプリケーション高可用性およびレプリケーション高可用性およびレプリケーション」を指定します。
表 11-7 の手順 2 を参照してください。

� 「仮想ホストの指定仮想ホストの指定仮想ホストの指定仮想ホストの指定」画面で、仮想アドレスとしてローカルの完全修飾ホスト名
（asinfra.oracle.com など）を入力します。表 11-7 の手順 6 を参照してください。

6.4.3.2 中間層のインストール（中間層のインストール（中間層のインストール（中間層のインストール（OracleAS リリースリリースリリースリリース 10.1.3.1.0 およびおよびおよびおよび
10.1.2.n.n））））
構成に応じて、OracleAS 10.1.3.1.0 中間層または OracleAS 10.1.2n.n 中間層をインストールでき
ます。n.n は 0.0 以上を表します。

OracleAS リリースリリースリリースリリース 10.1.3.1.0
OracleAS リリース 10.1.3.1.0 では、任意の中間層タイプをインストールできます。

J2EE サーバーのインストールについては、5.2.4 項「J2EE サーバーのインストール」を参照し
てください。

Web サーバーのインストールについては、5.2.5 項「Web サーバーのインストール」を参照して
ください。

J2EE サーバーおよび Web サーバーのインストールについては、5.2.3 項「J2EE サーバーおよび
Web サーバーのインストール」を参照してください。

J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストールについては、5.2.2 項「J2EE
サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストール」を参照してください。

OracleAS リリースリリースリリースリリース 10.1.2.n.n

OracleAS リリース 10.1.2.n.n では、任意の中間層タイプをインストールできます。

注意注意注意注意 : このインストールは、OracleAS リリース 10.1.2.n.n 環境で実行す
る必要があります。n.n は 0.0 以上を表します。この情報は、情報目的で
のみ提供されます。

注意注意注意注意 : このインストールは、OracleAS リリース 10.1.2.n.n 環境で実行す
る必要があります。n.n は 0.0 以上を表します。この情報は、情報目的で
のみ提供されます。
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J2EE and Web Cache のインストールについては、10g リリース 2（10.1.2）の Oracle 
Application Server インストレーション・ガイドの「Database-Based Farm Repository への
J2EE and Web Cache のインストール（Oracle Identity Management Access を使用する場合）」
を参照してください。

Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストールについては、Portal 
and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストールに関する項を参照してくだ
さい。

OracleAS 10.1.2.n.n では、次の点に注意してください。

� インストーラによって、Oracle Internet Directory に登録し、Oracle Internet Directory のホ
スト名を入力するよう要求されたら、OracleAS Infrastructure を実行しているノードの別
名（asinfra.oracle.com など）を入力します。

6.4.4 Oracle ホームへのホームへのホームへのホームへの OracleAS 10g（（（（10.1.3.1.0）の）の）の）の OracleAS Guard スタンドスタンドスタンドスタンド
アロン・インストールアロン・インストールアロン・インストールアロン・インストール

OracleAS 10g（10.1.3.1.0）の OracleAS Guard スタンドアロン・インストールは、Companion 
CD の Disk 2 に収録されています。この OracleAS Guard スタンドアロン・インストールは、
次の環境にインストールできます。

� 新規スタンバイ・システムにインスタンスまたはトポロジをクローニングする場合は、専
用のホーム（詳細は、『Oracle Application Server 高可用性ガイド』のスタンバイ・サイト
のクローニングに関する項を参照）。

� OracleAS Metadata Repository Creation Assistant を使用して作成された OracleAS 
Metadata Repository 構成用の Oracle データベース・サーバーのホーム。

� OracleAS 10g（9.0.4）から OracleAS 10g（10.1.3.1.0）に完全にアップグレードされた
OracleAS Disaster Recovery サイト（詳細は、『Oracle Application Server 高可用性ガイド』
の「OracleAS Disaster Recovery サイトのアップグレード手順」を参照）。

� OracleAS 10g（10.1.2.0.0）から OracleAS 10g（10.1.2.0.2）にパッチによってアップグレー
ドされた OracleAS Guard（詳細は、6.4.5 項「OracleAS Guard リリース 10.1.2.n.n へのリ
リース 10.1.3.1.0 のパッチの適用」を参照）。

OracleAS Guard がアップグレード・インストールされた場合は、dsa.conf構成ファイルのコ
ピーを作成して、現在の OracleAS Guard 環境の設定を保存します。OracleAS 10g（10.1.3.1.0）
の OracleAS Guard スタンドアロン・インストール・キットを実行後、保存しておいた
dsa.conf構成ファイルをリストアして、アップグレードされた OracleAS Guard 環境で以前
と同じ設定を使用できます。

OracleAS 10g（10.1.3.1.0）の OracleAS Guard スタンドアロン・インストール・キットを実行
するには、次のディレクトリ・パスから実行します。

Windows システムの場合 :

¥Disk2¥asg¥install¥setup.exe

実行するインストールの種類を選択します。一般のインストールには、「標準標準標準標準」を選択します。
OracleAS Guard の旧リリースから現行リリースへアップグレードする場合は、「カスタムまたカスタムまたカスタムまたカスタムまた
は再インストールは再インストールは再インストールは再インストール」を選択します。

oc4jadminアカウントのパスワードを入力し、インストールを続行します。
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6.4.5 OracleAS Guard リリースリリースリリースリリース 10.1.2.n.n へのリリースへのリリースへのリリースへのリリース 10.1.3.1.0 のパッチの適用のパッチの適用のパッチの適用のパッチの適用
OracleAS Guard リリース 10.1.2.n.n（n.n は 0.0 以上を表します）を使用してすでに OracleAS 
Disaster Recovery 環境が設定されている場合は、環境に OracleAS Guard のパッチを適用して、
新しい機能および 6.4.1 項「OracleAS Disaster Recovery: 概要」に記載されているトポロジのサ
ポートを利用できます。OracleAS Disaster Recovery 環境にパッチを適用する基本的な手順は、
次のとおりです。

1. 本番サイトおよびスタンバイ・サイトのすべての OracleAS 10.1.2.n.n の Oracle ホームで、
次の opmnctl コマンドを使用して、OracleAS Guard サーバーを停止します。

Windows システムの場合 :

<ORACLE_HOME>¥opmn¥bin¥opmnctl stopall

2. OracleAS 10g（10.1.3.1.0）の OracleAS Guard スタンドアロン・インストールを、本番お
よびスタンバイ・サイトのそれぞれの Oracle ホームにインストールします。

同じシステムに複数の Oracle ホームが存在する場合は、構成ファイルで OracleAS Guard
サーバーごとに異なるポートが構成されていることを確認します。

ここでは OracleAS Guard をアップグレード・インストールするので、dsa.conf構成
ファイルのコピーを作成して、現在の OracleAS Guard 環境の設定を保存します。
OracleAS 10g（10.1.3.1.0）の OracleAS Guard スタンドアロン・インストール・キットを
実行後、保存しておいた dsa.conf構成ファイルをリストアして、アップグレードされた
OracleAS Guard 環境で以前と同じ設定を使用できます。

Windows システムの場合 :

<ORACLE_HOME>¥dsa¥dsa.conf

3. 本番およびスタンバイ・サイトの両方のすべての OracleAS 10.1.3.1.0 の Oracle ホームで、
次の opmnctl コマンドを使用して OracleAS Guard サーバーを起動します。

Windows システムの場合 :

<ORACLE_HOME>¥opmn¥bin¥opmnctl startall
<ORACLE_HOME>¥opmn¥bin¥opmnctl startproc ias-component=DSA

6.4.6 次に読むマニュアル次に読むマニュアル次に読むマニュアル次に読むマニュアル
Oracle Data Guard の設定や OracleAS Metadata Repository データベースの構成などの
OracleAS Disaster Recovery 環境の管理方法については、『Oracle Application Server 高可用性
ガイド』を参照してください。
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7

インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業

内容は次のとおりです。

� 7.1 項「インストール後の Oracle Application Server インスタンスの状態」

� 7.2 項「Oracle Application Server コンポーネントのパスワード」

� 7.3 項「OracleAS Cluster の構成」

� 7.4 項「バックアップおよびリカバリ」

� 7.5 項「SSL 対応」

� 7.6 項「地域および言語オプションの設定および NLS_LANG パラメータ」

� 7.7 項「プロキシ設定」

� 7.8 項「次の作業」
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インストール後の Oracle Application Server インスタンスの状態
7.1 インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の Oracle Application Server インスタンスの状態インスタンスの状態インスタンスの状態インスタンスの状態
インストール後、構成したコンポーネントが起動されます。

ブラウザに「ようこそ」ページおよび「Application Server Control」ページが表示されます。
これらのページの URL は、インストーラの最後の画面に示されます。最後の画面の内容は、
ORACLE_HOME¥install¥readme.txtファイルで確認できます。

Oracle Application Server の一部のコンポーネントは、Windows サービスとして実行されま
す。これらのコンポーネントは、「サービス」ダイアログ・ボックスで確認できます。「サービ
ス」ダイアログ・ボックスを表示するには、次の手順を実行します。

Windows 2000 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「プログラム」→「管理ツール」→「サービス」を選択
します。

Windows 2003 の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「管理ツール」→「サービス」を選択します。

Windows XP の場合 : 「スタートスタートスタートスタート」→「すべてのプログラムすべてのプログラムすべてのプログラムすべてのプログラム」→「管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール」→「サービスサービスサービスサービス」
を選択します。

Oracle Application Server インスタンスを起動および停止するには、スクリプトまたは Oracle 
Enterprise Manager 10g Application Server Control を使用します。詳細は、『Oracle 
Application Server 管理者ガイド』を参照してください。

7.2 Oracle Application Server コンポーネントのパスワードコンポーネントのパスワードコンポーネントのパスワードコンポーネントのパスワード
デフォルトでは、Oracle Application Server コンポーネントのすべてのパスワードが Oracle 
Application Server インスタンス・パスワードと同じに設定されます。セキュリティ上の理由か
ら、様々なコンポーネントのパスワードを異なる値に変更する必要があります。

インストールしたコンポーネントのパスワードを変更する方法の詳細は、Oracle Application 
Server ドキュメント・ライブラリの『Oracle Application Server 管理者ガイド』およびコン
ポーネントのマニュアルを参照してください。

7.3 OracleAS Cluster の構成の構成の構成の構成
インストール中に OracleAS Cluster を構成しなかった場合は、インストール後に Oracle 
Process Manager and Notification Server（OPMN）のコマンドを使用して構成できます。詳細
は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の「クラスタ・トポロジの構成」を参照してく
ださい。

7.4 バックアップおよびリカバリバックアップおよびリカバリバックアップおよびリカバリバックアップおよびリカバリ
インストール後というのは、ファイルのバックアップを開始し、バックアップおよびリカバリ
の計画を立てるのによいタイミングです。詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』
を参照してください。

7.5 SSL 対応対応対応対応
デフォルトでは、すべてのコンポーネントが SSL に対応するように構成されています。詳細は、

『Oracle Application Server 管理者ガイド』の SSL に関する項を参照してください。
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7.6 地域および言語オプションの設定および地域および言語オプションの設定および地域および言語オプションの設定および地域および言語オプションの設定および NLS_LANG パラパラパラパラ
メータメータメータメータ

アカウントの言語設定がシステムのデフォルト言語と一致することを確認します。NLS_LANG
パラメータは、言語設定に基づいて Windows レジストリに自動的に定義されます。

インストール後、システムのデフォルト言語は変更しないでください。変更すると、
NLS_LANG パラメータと言語設定で一貫性がなくなります。

7.7 プロキシ設定プロキシ設定プロキシ設定プロキシ設定
Oracle Application Server インスタンスでプロキシ・サーバーを使用する場合は、次の手順を
実行します。

1. 次のコマンドを実行して、すべてのプロセスを停止します。

C:¥> ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl shutdown

2. BPEL 用にプロキシ・サーバーを設定するには、
ORACLE_HOME¥bpel¥bin¥obsetenv.batファイルの次の行を変更します。

set PROXY_SET="true"
...
:set_proxy
set OB_JAVA_PROPERTIES="-Dhttp.proxySet=true" "-Dhttp.proxyHost=proxy_server_
hostname" "-Dhttp.proxyPort=proxy_server_port" "-Dhttp.nonProxyHosts=localhost|non_
proxy_host|other_non_proxy_hosts"
:end_set_proxy 

3. OC4J 用にプロキシ・サーバーを設定するには、
ORACLE_HOME¥opmn¥config¥opmn.xmlファイルの OC4J モジュールに対する次の行を
変更します。

<process-type id="oc4j_instance_name" module-id="OC4J" status="enabled">
<module-data>
<category id="start-parameters">
<data id="java-options" value= ...
-Dhttp.proxySet=true -Dhttp.proxyHost=proxy_server_hostname
-Dhttp.proxyPort=proxy_server_port
-Dhttp.nonProxyHosts=localhost|non_proxy_host|other_non_proxy_hosts"/>

</category> 

7.8 次の作業次の作業次の作業次の作業
Oracle Application Server をインストールした後で、『Oracle Application Server 管理者ガイド』
を読む必要があります。特に、「Oracle Application Server のインストール後の作業」という章
を読む必要があります。

また、Oracle Application Server のインストール後に Oracle Application Server 環境の完全な
バックアップを行う必要があります。これにより、万一何か異常が発生した場合に作業環境を
リストアできます。Oracle Application Server 環境の完全なバックアップの方法の詳細は、

『Oracle Application Server 管理者ガイド』を参照してください。

Oracle Application Server 環境の完全なバックアップは、パッチセットのアップグレードが正
常に行われた後や構成変更が正常に行われた後にも実行する必要があります。
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サイレント・インストールとサイレント・インストールとサイレント・インストールとサイレント・インストールと

非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール

この付録では、Oracle Application Server をサイレント・モードでインストールする方法につ
いて説明します。内容は次のとおりです。

� A.1 項「サイレント・インストール」

� A.2 項「非対話型インストール」

� A.3 項「インストール前」

� A.4 項「レスポンス・ファイルの作成」

� A.5 項「インストールの開始」

� A.6 項「インストール後」

� A.7 項「サイレント・インストールおよび非対話型インストールでのセキュリティ上の
ヒント」

� A.8 項「削除」
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サイレント・インストール
A.1 サイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストール
サイレント・インストールでは画面表示やユーザーによる入力がないため、Oracle Application 
Server のインストールを監視する必要はありません。

Oracle Application Server のサイレント・インストールは、Oracle Universal Installer にレスポ
ンス・ファイルを提供し、コマンドラインで -silentフラグを指定することによって実行し
ます。このレスポンス・ファイルは、インストーラ・プロンプトにレスポンスする変数および
パラメータ値が含まれているテキスト・ファイルです。

Oracle Application Server を初めてインストールする場合は、開始する前にレジストリ・キー
を作成する必要があります。レジストリ・キーの作成については、A.3 項「インストール前」
を参照してください。

複数のコンピュータに同種のインストールが存在する場合は、Oracle Application Server のサ
イレント・インストールを使用してください。また、Oracle Application Server のインストー
ルをリモートの位置からコマンドラインを使って行う場合は、サイレント・インストールを使
用してください。

A.2 非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール
非対話型インストールでも、Oracle Application Server のインストールを自動化するためにレ
スポンス・ファイルが使用されます。非対話型インストールでは、画面表示が行われ、ユー
ザーが値を入力できます。

Oracle Application Server の非対話型インストールは、Oracle Universal Installer にレスポン
ス・ファイルを提供することによって実行しますが、コマンドラインで -silentフラグは指
定しません。このレスポンス・ファイルは、インストーラ・プロンプトにレスポンスする変数
およびパラメータ値が含まれているテキスト・ファイルです。レスポンスしていないインス
トーラ・プロンプトがある場合は、インストール中に情報を入力する必要があります。

Oracle Application Server を初めてインストールする場合は、開始する前にレジストリ・キー
を作成する必要があります。レジストリ・キーの作成については、A.3 項「インストール前」
を参照してください。

インストール時に特定の画面を監視する場合は、Oracle Application Server の非対話型インス
トールを使用します。

A.3 インストール前インストール前インストール前インストール前
コンピュータに Oracle Application Server をインストールしていない場合は、次のレジスト
リ・キーと値を作成する必要があります。

� HKEY_LOCAL_MACHINE / SOFTWARE / Oracle / inst_loc = Inventory_
Directory

Inventory_Directoryは、インストーラ・ファイルへのフルパスです。たとえば、次のよう
になります。

C:¥Program Files¥Oracle¥Inventory
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レスポンス・ファイルの作成
A.4 レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成
サイレント・インストールまたは非対話型インストールを行う前に、インストール固有の情報
をレスポンス・ファイルに指定する必要があります。正しく構成されていないレスポンス・
ファイルを使用してインストールを試行すると、インストーラは正常に実行されません。レス
ポンス・ファイルは、テキスト・エディタで作成または編集可能なテキスト・ファイルです。

A.4.1 テンプレートからのレスポンス・ファイルの作成テンプレートからのレスポンス・ファイルの作成テンプレートからのレスポンス・ファイルの作成テンプレートからのレスポンス・ファイルの作成
レスポンス・ファイルのテンプレートは、Oracle Application Server の CD-ROM の Disk 1、
stage¥Responseディレクトリにありますレスポンス・ファイルのテンプレートは、次のイン
ストール・タイプに使用できます。

このファイルのパラメータについては、パラメータ・ファイルを参照してください。

J2EE サーバーおよび SOA スイートの基本インストールを実行する場合は、レスポンス・ファ
イルに次の変数を設定する必要があります。

b_oneClick=true
s_installOption="installSOABasic"

A.4.2 インストーラの記録モードを使用したレスポンス・ファイルの作成インストーラの記録モードを使用したレスポンス・ファイルの作成インストーラの記録モードを使用したレスポンス・ファイルの作成インストーラの記録モードを使用したレスポンス・ファイルの作成
インストーラを記録モードで実行すると、後でレスポンス・ファイルとして使用可能なファイ
ルに入力内容を保存できます。この機能は、異なるコンピュータで同じインストールを実行す
る必要がある場合に有効です。

インストーラを記録モードで実行するには、次の手順を実行します。

1. -recordおよび -destinationFileパラメータを指定してインストーラを起動します。

E:¥> setup.exe -record -destinationFile newResponseFile

newResponseFile は、インストーラで作成するレスポンス・ファイルのフルパスに置き換え
ます。例 : C:¥myJ2EEResponse.rsp.

2. インストーラの画面に値を入力します。これらの値は、インストーラによって、
-destinationFileパラメータに指定されたファイルに書き込まれます。

「インストールインストールインストールインストール」ボタンをクリックすると、インストーラによって、指定したファイルにす
べての値が自動的に書き込まれます。この時点で、このコンピュータへのインストールを
完了するか、またはインストールを実行せずに終了できます。

表表表表 A-1 stage/Response ディレクトリ内のレスポンス・ファイルのテンプレートディレクトリ内のレスポンス・ファイルのテンプレートディレクトリ内のレスポンス・ファイルのテンプレートディレクトリ内のレスポンス・ファイルのテンプレート

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名

基本インストール : J2EE サーバーと SOA スイート oracle.as.j2ee.top.allProducts.rsp

拡張インストール : J2EE サーバー、Web サーバー

および SOA スイート

oracle.as.j2ee.top.allProducts.rsp

拡張インストール : J2EE サーバー oracle.as.j2ee.top.core.rsp

拡張インストール : Web サーバー oracle.as.j2ee.top.httpServer.rsp

拡張インストール : J2EE サーバーと Web サーバー oracle.as.j2ee.top.allProductsNoSOA.rsp

注意注意注意注意 : ブール型パラメータには、true または false のどちらかを指定しま
す。
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レスポンス・ファイルの作成
パスワードなどの保護情報はレスポンス・ファイルに書き込まれないため、レスポンス・ファ
イルは、使用する前に変更する必要があります。パスワードを設定するには、
sl_adminDialogReturnパラメータを変更します。パラメータの詳細は、生成されたレスポ
ンス・ファイルを参照してください。

A.4.3 レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例
次の項では、Oracle Application Server インストール・タイプのレスポンス・ファイルの例を
示します。

� A.4.3.1 項「基本インストール（J2EE サーバーおよび SOA スイート）のレスポンス・ファ
イルの例」

� A.4.3.2 項「拡張インストール（J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイート）のレ
スポンス・ファイルの例」

� A.4.3.3 項「拡張インストール（J2EE サーバーおよび Web サーバー）のレスポンス・ファイ
ルの例」

� A.4.3.4 項「拡張インストール（J2EE サーバー）のレスポンス・ファイルの例」

� A.4.3.5 項「拡張インストール（Web サーバー）のレスポンス・ファイルの例」

A.4.3.1 基本インストール（基本インストール（基本インストール（基本インストール（J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイート）のレススイート）のレススイート）のレススイート）のレス
ポンス・ファイルの例ポンス・ファイルの例ポンス・ファイルの例ポンス・ファイルの例
次に、4.2 項「基本インストールの手順」で説明している基本インストール（J2EE サーバーお
よび SOA スイート）のサイレントサイレントサイレントサイレント・インストール用のレスポンス・ファイルの例を示します。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME=<Value Unspecified>
FROM_LOCATION="E:¥Disk1¥stage¥products.xml"
FROM_LOCATION_CD_LABEL="LABEL1"
ORACLE_HOME="C:¥oracle¥oracle_home"
ORACLE_HOME_NAME="OHOME1"
SHOW_SPLASH_SCREEN=false
SHOW_WELCOME_PAGE=false
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=false
SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=false
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=false
SHOW_SUMMARY_PAGE=false
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_RELEASE_NOTES=false
SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=false
SHOW_END_SESSION_PAGE=false
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=false
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=false
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=false
SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=false
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
RESTART_SYSTEM=<Value Unspecified>
CLUSTER_NODES=<Value Unspecified>

注意注意注意注意 : 記録モードで作成されたレスポンス・ファイルは、非対話型イン
ストールにのみ使用できます。記録モードで作成されたレスポンス・ファ
イルは、サイレント・インストールでは使用できません。

注意注意注意注意 : この項で示す例の各 parameter=value の記述を参照し、環境に応じ
て value を編集してください。
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OUI_HOSTNAME=localhost.mycompany.com
 
PreReqConfigSelections=""
n_ValidationPreReqConfigSelections=0
SELECTED_LANGUAGES={"en"}
 
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
DEINSTALL_LIST={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
INSTALL_TYPE="allProducts"
b_oneClick=true
s_installOption="installSOABasic"
sl_DlgClusterInfoSOAReturn={"NO","","","NO","", ""}
n_DlgClusterInfoWebValidate=0
bMaskValidationClusterWebInfo=false
b_accessFromSeperateOHS=false
b_ohsType="oc4j"
s_deinstallOption="deinstallSOA"
nValidationSpecifyRepository=0
bMaskValidationRepository=false
s_asInstanceName="appserver"
s_adminName="oc4jadmin"
s_adminPassword="welcome1"
s_adminPasswordConfirm="welcome1"
b_useRemoteInstance=false
b_useLocalInstance=true
s_oc4jInstanceName="home"
oracle.as.j2ee.top:sl_
adminDialogReturn={"appserver","oc4jadmin","welcome1","welcome1","true", "home"}
s_selection="Using the local Application Server Control installed with this instance"
oracle.as.j2ee.top:n_validateAdminDialogInfo=0
oracle.as.j2ee.top:bMaskValidationAdminInfo=false
sDBType="olite"
sDBTypeName="OLite (Embedded)"
b_autoPortDetect=true
DEPENDENCY_
LIST={"oracle.iaspt:10.1.3.0.0","oracle.java.jdbc.datadirect:10.1.2.0.1","oracle.xds:10
.1.3.0.0","oracle.as.welcomepages:10.1.3.1.0","oracle.askernel.common:10.1.3.0.0","orac
le.iappserver.iappcore:10.1.3.0.0","oracle.options.ano.fullssl:10.1.0.2.0","oracle.lite
.components:10.2.0.1.0"}

A.4.3.2 拡張インストール（拡張インストール（拡張インストール（拡張インストール（J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA
スイート）のレスポンス・ファイルの例スイート）のレスポンス・ファイルの例スイート）のレスポンス・ファイルの例スイート）のレスポンス・ファイルの例
次に、5.2.2 項「J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイートのインストール」で説明し
ている拡張インストール（J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイート）のサイレンサイレンサイレンサイレン
トトトト・インストール用のレスポンス・ファイルの例を示します。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME=<Value Unspecified>
FROM_LOCATION="E:¥Disk1¥stage¥products.xml"
FROM_LOCATION_CD_LABEL="LABEL1"
ORACLE_HOME="C:¥oracle¥oracle_home"
ORACLE_HOME_NAME="OHOME1"
SHOW_SPLASH_SCREEN=false
SHOW_WELCOME_PAGE=false
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=false
SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=false
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=false
SHOW_SUMMARY_PAGE=false
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_RELEASE_NOTES=false
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SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=false
SHOW_END_SESSION_PAGE=false
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=false
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=false
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=false
SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=false
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
RESTART_SYSTEM=<Value Unspecified>
CLUSTER_NODES=<Value Unspecified>
 
OUI_HOSTNAME=localhost.mycompany.com
 
PreReqConfigSelections=""
n_ValidationPreReqConfigSelections=0
SELECTED_LANGUAGES={"en"}
 
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
DEINSTALL_LIST={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
INSTALL_TYPE="allProducts"
b_oneClick=false
s_installOption="installSOAAdvanced"
sl_DlgClusterInfoSOAReturn={"NO","", "", "NO", "",""}
b_configureCluster=false
n_DlgClusterInfoSOAValidate=0
bMaskValidationClusterInfoSOA=false
n_DlgClusterInfoWebValidate=0
bMaskValidationClusterWebInfo=false
b_accessFromSeperateOHS=false
b_ohsType="local"
s_deinstallOption="deinstallSOA"
nValidationSpecifyRepository=0
bMaskValidationRepository=false
s_asInstanceName="appserver"
s_adminName="oc4jadmin"
s_adminPassword="welcome1"
s_adminPasswordConfirm="welcome1"
b_useRemoteInstance=false
b_useLocalInstance=true
s_oc4jInstanceName="oc4j_soa"
oracle.as.j2ee.top:sl_
adminDialogReturn={"appserver","oc4jadmin","welcome1","welcome1","true", "oc4j_soa"}
s_selection="Using the local Application Server Control installed with this instance"
oracle.as.j2ee.top:n_validateAdminDialogInfo=0
oracle.as.j2ee.top:bMaskValidationAdminInfo=false
sDBType="oracle"
sDBTypeName="Oracle Database"
s_dbHost="dbhost.mycompany.com"
s_dbPort="1521"
s_dbSid="orcl.mycompany.com"
oracle.as.j2ee.top:s_dbUser="SYS"
oracle.as.j2ee.top:s_dbPassword="welcome1"
oracle.as.j2ee.top:s_bpelPwd="orabpel"
oracle.as.j2ee.top:s_esbPwd="oraesb"
oracle.as.j2ee.top:s_wsmPwd="orawsm"
szl_PasswordUserInput={"orabpel", "oraesb", "orawsm"}
nValidationSpecifyPassword=0
bMaskValidationPassword=false
szl_RepositoryUserInput={"Oracle 
Database","SYS","welcome1","dbhost.mycompany.com:1521","", "", "orcl.mycompany.com"}
szl_PortListSelect={"YES","C:¥oracle¥mystaticports.ini"}
b_autoPortDetect=true
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DEPENDENCY_
LIST={"oracle.iaspt:10.1.3.0.0","oracle.java.jdbc.datadirect:10.1.2.0.1","oracle.xds:10
.1.3.0.0","oracle.as.welcomepages:10.1.3.1.0","oracle.askernel.common:10.1.3.0.0","orac
le.iappserver.iappcore:10.1.3.0.0","oracle.options.ano.fullssl:10.1.0.2.0","oracle.apac
he:10.1.3.0.0"}

A.4.3.3 拡張インストール（拡張インストール（拡張インストール（拡張インストール（J2EE サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび Web サーバー）のレスサーバー）のレスサーバー）のレスサーバー）のレス
ポンス・ファイルの例ポンス・ファイルの例ポンス・ファイルの例ポンス・ファイルの例
次に、5.2.3 項「J2EE サーバーおよび Web サーバーのインストール」で説明している拡張イン
ストール（J2EE サーバーおよび Web サーバー）のサイレントサイレントサイレントサイレント・インストール用のレスポンス・
ファイルの例を示します。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME=<Value Unspecified>
FROM_LOCATION="E:¥Disk1¥stage¥products.xml"
FROM_LOCATION_CD_LABEL="LABEL1"
ORACLE_HOME="C:¥oracle¥oracle_home"
ORACLE_HOME_NAME="OHOME1"
SHOW_SPLASH_SCREEN=false
SHOW_WELCOME_PAGE=false
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=false
SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=false
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=false
SHOW_SUMMARY_PAGE=false
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_RELEASE_NOTES=false
SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=false
SHOW_END_SESSION_PAGE=false
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=false
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=false
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=false
SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=false
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
RESTART_SYSTEM=<Value Unspecified>
CLUSTER_NODES=<Value Unspecified>
OUI_HOSTNAME=localhost.mycompany.com
PreReqConfigSelections=""
n_ValidationPreReqConfigSelections=0
SELECTED_LANGUAGES={"en"}
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
DEINSTALL_LIST={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
INSTALL_TYPE="allProductsNoSOA"
b_oneClick=false
s_installOption="installSOAAdvanced"
sl_DlgClusterInfoWebReturn={"NO","",""}
b_configureCluster=false
n_DlgClusterInfoWebValidate=0
bMaskValidationClusterWebInfo=false
b_accessFromSeperateOHS=false
b_ohsType="local"
s_deinstallOption="deinstallSOA"
nValidationSpecifyRepository=0
bMaskValidationRepository=false
s_asInstanceName="appserver"
s_adminName="oc4jadmin"
s_adminPassword="welcome1"
s_adminPasswordConfirm="welcome1"
b_useRemoteInstance=false
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b_useLocalInstance=true
s_oc4jInstanceName="my_OC4J"
oracle.as.j2ee.top:sl_
adminDialogReturn={"appserver","oc4jadmin","welcome1","welcome1","true", "my_OC4J"}
s_selection="Using the local Application Server Control installed with this instance"
oracle.as.j2ee.top:n_validateAdminDialogInfo=0
oracle.as.j2ee.top:bMaskValidationAdminInfo=false
sDBType="oracle"
sDBTypeName="Oracle Database"
s_dbHost=""
s_dbPort=""
s_dbSid=""
oracle.as.j2ee.top:s_dbUser=""
oracle.as.j2ee.top:s_dbPassword=""
oracle.as.j2ee.top:s_bpelPwd=""
oracle.as.j2ee.top:s_esbPwd=""
oracle.as.j2ee.top:s_wsmPwd=""
szl_PasswordUserInput={"", "", ""}
nValidationSpecifyPassword=0
bMaskValidationPassword=false
szl_RepositoryUserInput={"Oracle Database","","",":","", "", ""}
b_autoPortDetect=true
DEPENDENCY_
LIST={"oracle.iaspt:10.1.3.0.0","oracle.java.jdbc.datadirect:10.1.2.0.1","oracle.xds:10
.1.3.0.0","oracle.as.welcomepages:10.1.3.1.0","oracle.askernel.common:10.1.3.0.0","orac
le.iappserver.iappcore:10.1.3.0.0","oracle.options.ano.fullssl:10.1.0.2.0","oracle.apac
he:10.1.3.0.0"}

A.4.3.4 拡張インストール（拡張インストール（拡張インストール（拡張インストール（J2EE サーバー）のレスポンス・ファイルの例サーバー）のレスポンス・ファイルの例サーバー）のレスポンス・ファイルの例サーバー）のレスポンス・ファイルの例
次に、5.2.4 項「J2EE サーバーのインストール」で説明している拡張インストール（J2EE サー
バー）のサイレントサイレントサイレントサイレント・インストール用のレスポンス・ファイルの例を示します。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME=<Value Unspecified>
FROM_LOCATION="E:¥Disk1¥stage¥products.xml"
FROM_LOCATION_CD_LABEL="LABEL1"
NEXT_SESSION_RESPONSE=<Value Unspecified>
ORACLE_HOME="C:¥oracle¥oracle_home"
ORACLE_HOME_NAME="OHOME1"
SHOW_SPLASH_SCREEN=false
SHOW_WELCOME_PAGE=false
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=false
SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=false
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=false
SHOW_SUMMARY_PAGE=false
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_RELEASE_NOTES=false
SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=false
SHOW_END_SESSION_PAGE=false
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=false
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=false
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=false
SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=false
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
RESTART_SYSTEM=<Value Unspecified>
CLUSTER_NODES=<Value Unspecified>
OUI_HOSTNAME=localhost.mycompany.com
PreReqConfigSelections=""
n_ValidationPreReqConfigSelections=0
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SELECTED_LANGUAGES={"en"}
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
DEINSTALL_LIST={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
INSTALL_TYPE="core"
b_oneClick=false
s_installOption="installSOAAdvanced"
sl_DlgClusterInfoReturn={"NO","NO","",""}
b_configureCluster=false
n_DlgClusterInfoWebValidate=0
bMaskValidationClusterWebInfo=false
b_accessFromSeperateOHS=false
b_ohsType="local"
s_deinstallOption="deinstallSOA"
nValidationSpecifyRepository=0
bMaskValidationRepository=false
s_asInstanceName="appserver"
s_adminName="oc4jadmin"
s_adminPassword="welcome1"
s_adminPasswordConfirm="welcome1"
b_useRemoteInstance=false
b_useLocalInstance=true
s_oc4jInstanceName="home"
oracle.as.j2ee.top:sl_
adminDialogReturn={"appserver","oc4jadmin","welcome1","welcome1","true", "home"}
s_selection="Using the local Application Server Control installed with this instance"
oracle.as.j2ee.top:n_validateAdminDialogInfo=0
oracle.as.j2ee.top:bMaskValidationAdminInfo=false
sDBType="oracle"
sDBTypeName="Oracle Database"
s_dbHost=""
s_dbPort=""
s_dbSid=""
oracle.as.j2ee.top:s_dbUser=""
oracle.as.j2ee.top:s_dbPassword=""
oracle.as.j2ee.top:s_bpelPwd=""
oracle.as.j2ee.top:s_esbPwd=""
oracle.as.j2ee.top:s_wsmPwd=""
szl_PasswordUserInput={"", "", ""}
nValidationSpecifyPassword=0
bMaskValidationPassword=false
szl_RepositoryUserInput={"Oracle Database","","",":","", "", "orcl.mycompany.com"}
szl_PortListSelect={"YES","C:¥oracle¥mystaticports.ini"}
b_autoPortDetect=true
DEPENDENCY_
LIST={"oracle.iaspt:10.1.3.0.0","oracle.java.jdbc.datadirect:10.1.2.0.1","oracle.xds:10
.1.3.0.0","oracle.as.welcomepages:10.1.3.1.0","oracle.askernel.common:10.1.3.0.0","orac
le.iappserver.iappcore:10.1.3.0.0","oracle.options.ano.fullssl:10.1.0.2.0","oracle.apac
he:10.1.3.0.0"}

A.4.3.5 拡張インストール（拡張インストール（拡張インストール（拡張インストール（Web サーバー）のレスポンス・ファイルの例サーバー）のレスポンス・ファイルの例サーバー）のレスポンス・ファイルの例サーバー）のレスポンス・ファイルの例
次に、5.2.5 項「Web サーバーのインストール」で説明している拡張インストール（Web サー
バー）のサイレントサイレントサイレントサイレント・インストール用のレスポンス・ファイルの例を示します。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME=<Value Unspecified>
FROM_LOCATION="E:¥Disk1¥stage¥products.xml"
FROM_LOCATION_CD_LABEL="LABEL1"
ORACLE_HOME="C:¥oracle¥oracle_home"
ORACLE_HOME_NAME="OHOME1"
SHOW_SPLASH_SCREEN=false
SHOW_WELCOME_PAGE=false
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=false
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SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=false
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=false
SHOW_SUMMARY_PAGE=false
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_RELEASE_NOTES=false
SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=false
SHOW_END_SESSION_PAGE=false
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=false
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=false
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=false
SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=false
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
RESTART_SYSTEM=<Value Unspecified>
CLUSTER_NODES=<Value Unspecified>
 
OUI_HOSTNAME=localhost.mycompany.com
 
PreReqConfigSelections=""
n_ValidationPreReqConfigSelections=0
SELECTED_LANGUAGES={"en"}
 
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
DEINSTALL_LIST={"oracle.as.j2ee.top","10.1.3.1.0"}
INSTALL_TYPE="httpServer"
b_oneClick=false
s_installOption="installSOAAdvanced"
sl_DlgClusterInfoWebReturn={"NO","",""}
b_configureCluster=false
n_DlgClusterInfoWebValidate=0
bMaskValidationClusterWebInfo=false
b_accessFromSeperateOHS=false
b_ohsType="local"
s_deinstallOption="deinstallSOA"
nValidationSpecifyRepository=0
bMaskValidationRepository=false
s_asInstanceName="appserver"
s_adminName="oc4jadmin"
s_adminPassword="welcome1"
s_adminPasswordConfirm="welcome1"
b_useRemoteInstance=false
b_useLocalInstance=true
s_oc4jInstanceName="home"
oracle.as.j2ee.top:sl_
adminDialogReturn={"appserver","oc4jadmin","welcome1","welcome1","true", "home"}
s_selection="Using the local Application Server Control installed with this instance"
oracle.as.j2ee.top:n_validateAdminDialogInfo=0
oracle.as.j2ee.top:bMaskValidationAdminInfo=false
sDBType="oracle"
sDBTypeName="Oracle Database"
s_dbHost=""
s_dbPort=""
s_dbSid=""
oracle.as.j2ee.top:s_dbUser=""
oracle.as.j2ee.top:s_dbPassword=""
oracle.as.j2ee.top:s_bpelPwd=""
oracle.as.j2ee.top:s_esbPwd=""
oracle.as.j2ee.top:s_wsmPwd=""
szl_PasswordUserInput={"", "", ""}
nValidationSpecifyPassword=0
bMaskValidationPassword=false
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szl_RepositoryUserInput={"Oracle Database","","",":","", "", ""}
szl_PortListSelect={"YES","C:¥oracle¥mystaticports.ini"}
b_autoPortDetect=true
DEPENDENCY_
LIST={"oracle.iaspt:10.1.3.0.0","oracle.java.jdbc.datadirect:10.1.2.0.1","oracle.xds:10
.1.3.0.0","oracle.as.welcomepages:10.1.3.1.0","oracle.askernel.common:10.1.3.0.0","orac
le.iappserver.iappcore:10.1.3.0.0","oracle.options.ano.fullssl:10.1.0.2.0","oracle.apac
he:10.1.3.0.0"}

A.5 インストールの開始インストールの開始インストールの開始インストールの開始
インストーラがレスポンス・ファイルを使用するには、使用するレスポンス・ファイルの場所
をインストーラの起動時にパラメータとして指定します。

非対話型インストールを実行するには、次のように入力します。

E:¥> setup.exe -responseFile absolute_path_and_filename

サイレント・インストールを実行するには、パラメータ -silentを次のように使用します。

E:¥> setup.exe -silent -responseFile absolute_path_and_filename

A.6 インストール後インストール後インストール後インストール後
非対話型インストールおよびサイレント・インストールの成功または失敗は、
installActions<time_stamp>.logファイルに記録されます。また、サイレント・インス
トールでは silentInstall<time_stamp>.logファイルが作成されます。ログ・ファイル
は、C:¥Program Files¥Oracle¥Inventory¥Logsディレクトリに作成されます。

インストールが成功すると、silentInstall<time_stamp>.logファイルに次の行が記録さ
れます。

The installation of OracleAS <Installation Type> was successful.

installActions<time_stamp>.logファイルには、Oracle Application Server の各インス
トール・タイプの情報が記録されます。

A.7 サイレント・インストールおよび非対話型インストールでのサイレント・インストールおよび非対話型インストールでのサイレント・インストールおよび非対話型インストールでのサイレント・インストールおよび非対話型インストールでの
セキュリティ上のヒントセキュリティ上のヒントセキュリティ上のヒントセキュリティ上のヒント

レスポンス・ファイルには、インストール・パスワード情報が含まれています。このパスワー
ドの情報は、クリアテキストです。

レスポンス・ファイル内のパスワードに関するセキュリティ上の問題を最小にするには、次の
ガイドラインに従ってください。

� サイレント・インストールまたは非対話型インストールを実行しているオペレーティン
グ・システム・ユーザーのみが読み取ることができるように、レスポンス・ファイルに権
限を設定します。

� 可能な場合は、サイレント・インストールまたは非対話型インストールの完了後、システ
ムからレスポンス・ファイルを削除します。
サイレント・インストールと非対話型インストール A-11



削除
A.8 削除削除削除削除
インストールに使用したレスポンス・ファイルに、サイレント・モードによる削除のパラメー
タを追加すると、サイレント・モードを使用して Oracle Application Server を削除できます。

インストール用のレスポンス・ファイルで次のパラメータを変更します。

REMOVE_HOMES={"<ORACLE_HOME to be removed>"} 

たとえば、次のようになります。

REMOVE_HOME="C:¥oracle¥ora_j2ee"

サイレント・モードを使用した削除を実行するには、コマンドの入力時に、パラメータ
-deinstallを次のように使用します。

E:¥> setup.exe -silent -deinstall -responseFile absolute_path_and_filename

注意注意注意注意 : 付録 C「削除および再インストール」に示すクリーンアップ手順
に従う必要があります。サイレント・モードによる削除コマンドは、イン
ストーラを対話モードで実行してインスタンスを削除する手順のかわりに
のみ実行できます。
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デフォルトのポート
B

デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号

デフォルトでは、インストーラはデフォルトのポート番号のセットからコンポーネントにポー
ト番号を割り当てます。この付録には、それらのポート番号のリストが含まれています。

別のポート番号のセットを使用する場合は、使用するポート番号を含めた staticports.ini という
ファイルを作成する必要があります。詳細は、2.4.4 項「カスタムのポート番号の使用（「静的
ポート」機能）」を参照してください。

内容は次のとおりです。

� B.1 項「デフォルトのポート番号の割当て方法」

� B.2 項「デフォルトのポート番号」

� B.3 項「ファイアウォール内で開くポート」
番号 B-1



デフォルトのポート番号の割当て方法
B.1 デフォルトのポート番号の割当て方法デフォルトのポート番号の割当て方法デフォルトのポート番号の割当て方法デフォルトのポート番号の割当て方法
インストーラは、次の方法を使用して、デフォルトのポート番号を各コンポーネントに割り当
てます。

1. インストーラは、デフォルトのポート番号が使用中であるかどうかを確認します。使用中
でなければ、それをコンポーネントに割り当てます。

2. デフォルトのポート番号が Oracle 製品または実行中のアプリケーションによってすでに使
用されている場合は、ポート番号の範囲内で最も小さな番号が試されます。使用できる番
号が見つかるまで、その範囲内のポート番号が試されます。

B.2 デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号
表 B-1 に、コンポーネントに使用するデフォルトのポート番号を示します。最後の列の
staticports.ini での名前は、staticports.iniファイルに表示されるときのコンポーネント名
を示しています。これを使用して、デフォルトのポート番号を上書きできます。詳細は、2.4.4
項「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照してください。

表表表表 B-1 デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの
ポートポートポートポート

ポート番号のポート番号のポート番号のポート番号の
範囲範囲範囲範囲 staticports.ini での名前での名前での名前での名前

Oracle Process Manager and Notification Server 
(OPMN)

Oracle Notification Server リクエスト・ポート 6003 6003 - 6099 Oracle Notification Server 
Request port

Oracle Notification Server ローカル・ポート 6100 6100 - 6199 Oracle Notification Server 
Local port

Oracle Notification Server リモート・ポート 6200 6200 - 6299 Oracle Notification Server 
Remote port

Oracle Application Server Containers for J2EE
（（（（OC4J））））

OC4J AJP 12501 12501 - 12600 staticports.ini では設定不可

OC4J RMI 12401 12401 - 12500 staticports.ini では設定不可

JMS 12601 12601 - 12700 staticports.ini では設定不可

IIOP 13301 13301 - 13400 staticports.ini では設定不可

IIOPS1 13401 13401 - 13500 staticports.ini では設定不可

IIOPS2 13501 13501 -13600 staticports.ini では設定不可

Oracle HTTP Server

Oracle HTTP Server リスニング・ポート 7777 7777 - 7877、
8888

staticports.ini では設定不可

Oracle HTTP Server リスニング（SSL 対応）ポート 4443 4443 staticports.ini では設定不可

Oracle HTTP Server ポート 80 80; 
7777 - 7877、
8888

Oracle HTTP Server port

Oracle HTTP Server SSL ポート 4443 443、4443 Oracle HTTP Server SSL port

Java Object Cache 7000 7000 - 7099 staticports.ini では設定不可

ポート・トンネリング 7501 7501 - 7599 staticports.ini では設定不可
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ファイアウォール内で開くポート
B.3 ファイアウォール内で開くポートファイアウォール内で開くポートファイアウォール内で開くポートファイアウォール内で開くポート
ファイアウォールの内側に Oracle Application Server をインストールする予定の場合は、イン
ストール中に（実行時にも）ファイアウォール内で特定のポートを開く必要があります。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）中間層インスタンスでは、Oracle Notification Server および AJP
ポートにアクセスする必要があります。これらのコンポーネントによって使用される次のポー
トをファイアウォール内で開く必要があります。

� OPMN Oracle Notification Server リモート・ポート

� OC4J AJP ポート

Oracle HTTP Server Diagnostic port 7200 7200 - 7299 staticports.ini では設定不可

Oracle Application Server Guard

Oracle Application Server Guard 7890 7890 - 7895 ASG port

表表表表 B-1 デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの
ポートポートポートポート

ポート番号のポート番号のポート番号のポート番号の
範囲範囲範囲範囲 staticports.ini での名前での名前での名前での名前
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ファイアウォール内で開くポート
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削除および再インスト
C

削除および再インストール削除および再インストール削除および再インストール削除および再インストール

この付録では、Oracle Application Server の削除および再インストールのプロセスについて説
明します。

� C.1 項「削除手順 : 概要」

� C.2 項「削除手順」

� C.3 項「すべての Oracle 製品の手動での削除」

� C.4 項「再インストール」
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削除手順 : 概要
C.1 削除手順削除手順削除手順削除手順 : 概要概要概要概要
次の手順に従って、Oracle Application Server を削除します（詳細は、後述の項で説明しま
す）。

1. アンインストーラを実行します。

2. 残りのすべてのファイルをクリーンアップします。

削除またはクリーンアップするアイテム削除またはクリーンアップするアイテム削除またはクリーンアップするアイテム削除またはクリーンアップするアイテム

Oracle Application Server インスタンスを削除するには、表 C-1 に示すアイテムをクリーン
アップする必要があります。削除手順は、この付録の後半で説明します。

インストーラでは、個々のコンポーネントをカスタムで削除することはできません。

C.2 削除手順削除手順削除手順削除手順
1. 削除するインスタンスをインストールしたオペレーティング・システム・ユーザーとして

ログインします。

2. 削除するインスタンスに関連付けられているプロセスをすべて停止します。

プロセスの停止方法の詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』を参照してくだ
さい。

表表表表 C-1 削除するアイテム削除するアイテム削除するアイテム削除するアイテム

クリーンアップするアイテムクリーンアップするアイテムクリーンアップするアイテムクリーンアップするアイテム 使用するツール使用するツール使用するツール使用するツール

Oracle ホーム・ディレクトリのファイル インストーラ

インストーラによってすべてのファイルが削除されない場合
は、delコマンドを使用して残りのファイルを削除できます。

インベントリ・ディレクトリ内の削除済インスタンス
のエントリ

インストーラ

ファーム・ページのインスタンス名 インストーラ

Windows レジストリ内の削除済インスタンスのエン

トリ

インストーラ

インストーラでは、Oracle レジストリから削除されないエント

リもあります。Oracle レジストリのすべてのエントリを削除す

る場合は、C.3 項「すべての Oracle 製品の手動での削除」を参

照してください。

注意注意注意注意 : この項で説明する手順を実行すると、すべての Oracle 製

品のエントリが削除されるため、コンピュータが他の Oracle 
Application Server インスタンスまたは Oracle 製品を実行して

いない場合にのみ、エントリを削除してください。
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すべての Oracle 製品の手動での削除
3. アンインストーラを起動します。

「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「Oracle - InstanceName」→「Deinstall」を選択します。

図図図図 C-1 Oracle Universal Installer: 「削除」画面「削除」画面「削除」画面「削除」画面

4. アンインストーラで次の手順に従います。

a. 「OK」をクリックしてアンインストーラを起動します。

b. 削除が完了したら、[Enter] キーを押してアンインストーラを終了します。

5. コンピュータを再起動して、削除に関連する残りのプロセスをすべて停止します。

6. 削除済インスタンスの Oracle ホーム・ディレクトリの残りのファイルをすべて削除しま
す。

C:¥> del %ORACLE_HOME%

C.3 すべてのすべてのすべてのすべての Oracle 製品の手動での削除製品の手動での削除製品の手動での削除製品の手動での削除
すべての Oracle 製品をコンピュータから削除するには、次の手順を実行します。

注意注意注意注意 : 次の手順を実行すると、すべての Oracle コンポーネント、サービ
スおよびレジストリ・エントリがコンピュータから削除されます。レジス
トリ・エントリの削除は、慎重に行ってください。間違ったエントリを削
除すると、コンピュータが停止する可能性があります。
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すべての Oracle 製品の手動での削除
1. レジストリ・キーを削除します。

a. 「スタートスタートスタートスタート」→「ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行」を選択して「regedit」と入力し、「OK」
をクリックします。レジストリ・エディタが表示されます。

b. レジストリから次のフォルダを削除します。フォルダを削除するには、削除するフォ
ルダを選択して、メニューから「編集編集編集編集」→「削除削除削除削除」を選択します。

次のエントリの InstanceName は、「Oracle Application Server 10g 10.1.3.1.0 インストー
ル」画面で入力した Oracle Application Server インスタンスの名前です。

* HKEY_LOCAL_MACHINE / SOFTWARE / ORACLE

* HKEY_LOCAL_MACHINE / SYSTEM / CurrentControlSet / Services / 
Oracle-InstanceNameProcessManager

* HKEY_LOCAL_MACHINE / SYSTEM / ControlSet X / Services / 
Oracle-InstanceNameProcessManager

X は数字です（001 など）。

* HKEY_CLASSES_ROOT / ORACLE

c. レジストリ・エディタを終了します。

2. 環境変数を編集または削除します。

環境変数を表示するには、次の手順を実行します。

� デスクトップの「マイマイマイマイ コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ」（Windows 2003 では、コンピュータ名の付いた
アイコン）を右クリックし、「プロパティプロパティプロパティプロパティ」を選択します。「詳細詳細詳細詳細」タブを選択して、

「環境変数環境変数環境変数環境変数」をクリックします。

システム変数 PATH を変更して、以前の Oracle ホームを参照するすべてのパスを削除しま
す。

システム変数 PATH を選択します。「編集編集編集編集」ボタンをクリックして、「変数値変数値変数値変数値」フィールド
でパスを変更します。

たとえば、Oracle によって変更されたシステム変数 PATH は次のようになります。

C:¥OraHome¥jdk¥jre¥bin¥classic;C:¥OraHome¥jdk¥jre¥bin;C:¥OraHome¥bin;
C:¥OraHome¥jlib;C:¥OraHome¥jre¥1.1.8¥bin;C:¥WINNT¥system32;C:¥WINNT;
C:¥WINNT¥System32¥Wbem

Oracle ホームを参照するパスを削除すると、システム変数 PATH は次のようになります。

C:¥WINNT¥system32;C:¥WINNT;C:¥WINNT¥System32¥Wbem

3. 「OK」をクリックします。

4. Oracle のプログラム・フォルダを削除します。

「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」（Windows 2000 の場合）、または「スタートスタートスタートスタート」→「すべてのすべてのすべてのすべての
プログラムプログラムプログラムプログラム」（Windows 2003/Windows XP の場合）を選択します。Oracle フォルダを右
クリックし、「削除」を選択して Oracle フォルダを削除します。

5. Oracle ユーザーを削除します。

a. 「マイマイマイマイ コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ」（Windows 2003 では、コンピュータ名の付いたアイコン）を右
クリックし、「管理管理管理管理」を選択します。

b. 「ローカルローカルローカルローカル ユーザーとグループユーザーとグループユーザーとグループユーザーとグループ」を展開します。

c. 「ユーザーユーザーユーザーユーザー」を選択します。

d. Oracle 製品をインストールしたユーザーを削除します。

e. デスクトップ上で「マイマイマイマイ コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ」をダブルクリックします。ハード・ドライブ
の「Documents and Settings」ディレクトリを検索し、Oracle ユーザー・エントリを
削除します。
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再インストール
6. コンピュータを再起動します。

7. ハード・ドライブから残りの Oracle ホーム・ディレクトリを削除します。

たとえば、次のようになります。

C:¥Oracle¥*、C:¥Program Files¥Oracle¥*

8. コンピュータを再起動します。

C.4 再インストール再インストール再インストール再インストール
インストーラでは、すでに Oracle Application Server インスタンスが含まれているディレクト
リに Oracle Application Server インスタンスを再インストールすることはできません。同じ
ディレクトリに Oracle Application Server を再インストールするには、そのディレクトリを一
度削除してから、インストールする必要があります。
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Configuration Ass
D

Configuration Assistant

この付録では、Configuration Assistant およびそのログ・ファイルの場所を示します。

� D.1 項「Configuration Assistant のトラブルシューティング」

� D.2 項「Oracle Application Server Configuration Assistant の説明」
istant D-1



Configuration Assistant のトラブルシューティング
D.1 Configuration Assistant のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング
内容は次のとおりです。

� D.1.1 項「一般的なヒント」

� D.1.2 項「Configuration Assistant の結果コード」

D.1.1 一般的なヒント一般的なヒント一般的なヒント一般的なヒント
Configuration Assistant が失敗した場合は、次の手順で障害を修正します。

1. E.1 項「ログ・ファイル」に示したインストール・ログ・ファイルを調べます。

2. 失敗した Configuration Assistant のログ・ファイルを調べます。D.2 項「Oracle 
Application Server Configuration Assistant の説明」に、Configuration Assistant のログ・
ファイルを示します。エラーの原因となった問題を修正します。

3. 失敗した Configuration Assistant に依存関係がある場合は、その依存関係にあるものを再
度実行します。依存関係にあるものが無事完了している場合でも、この作業は必ず行って
ください。

4. オプションの Configuration Assistant が失敗した場合、その Configuration Assistant に依
存関係がなければ、残りの Configuration Assistant を実行します。取り消されたオプショ
ンの Configuration Assistant の選択を解除し、次に示された Configuration Assistant を選
択して、「再試行再試行再試行再試行」をクリックします。

5. コマンドラインで Configuration Assistant の実行コマンドを実行しているときに、
Configuration Assistant に障害が発生した場合は、Configuration Assistant の実行コマンド
を再実行します。

ORACLE_HOME¥binディレクトリにある configtoolcmds.plという名前で生成された
スクリプト・ファイルを使用して、失敗した Configuration Assistant を再実行できます。
configtoolcmds.plスクリプトは、インストーラを終了した後に生成されます。サイレ
ント・インストールまたは非対話型インストールでは、Configuration Assistant が失敗し
た直後に、configtoolcmds.plスクリプトが生成されます。

6. 「致命的エラーです。再インストールしてください。」というメッセージが表示された場合
は、ログ・ファイルを分析して障害の原因を突き止めます。致命的エラーは、障害を修正
して続行してもリカバリできません。現在のインストールを削除して、Oracle Application 
Server を再インストールする必要があります。次の説明に従って、リカバリ手順を実行し
てください。

a. 付録 C「削除および再インストール」に記載されている手順に従って、失敗したイン
ストールを削除します。

b. 致命的エラーの原因を修正します。

c. Oracle Application Server を再インストールします。

D.1.2 Configuration Assistant の結果コードの結果コードの結果コードの結果コード
Configuration Assistant が失敗すると、インストール画面の下半分にエラー・メッセージが表
示され、Configuration Assistant によって次のログ・ファイルに結果コード（表 D-1）が書き
込まれます。

C:¥Program Files¥Oracle¥Inventory¥logs¥installActionstimestamp.log

表表表表 D-1 Configuration Assistant の結果コードの結果コードの結果コードの結果コード

結果コード結果コード結果コード結果コード 説明説明説明説明

0 Configuration Assistant の成功

1 Configuration Assistant の失敗

-1 Configuration Assistant の取消
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Oracle Application Server Configuration Assistant の説明
D.2 Oracle Application Server Configuration Assistant の説明の説明の説明の説明
表 D-2 に、Oracle Application Server Configuration Assistant をアルファベット順に示します。
選択したインストール・タイプと構成オプションに応じて、インストールごとに使用する
Configuration Assistant が異なります。

表表表表 D-2 Oracle Application Server Configuration Assistant

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所

Oracle Application 
Server 
Configuration 
Assistant

Application Server Control の Java Single Sign-On を有

効にします。

ORACLE_HOME¥cfgtoollogs¥
configtoolstimestamp.log

Oracle ESB 
Configuration 
Assistant

Enterprise Service Bus アプリケーションをアクティブ

な OC4J インスタンスにデプロイおよび構成します。基

本インストールの場合、アクティブな OC4J インスタン

スに homeという名前を付けます。J2EE サーバー、

Web サーバーおよび SOA スイートの拡張インストール

の場合、アクティブな OC4J インスタンスの名前は、

「管理 (Administration) 設定」画面で指定します。

ORACLE_HOME¥cfgtoollogs¥
configtoolstimestamp.log

Oracle BPEL 
Process Manager 
Configuration 
Assistant

Business Process Execution Language Process Manager
アプリケーションをアクティブな OC4J インスタンスに

デプロイおよび構成します。基本インストールの場合、
アクティブな OC4J インスタンスに homeという名前を

付けます。J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA
スイートの拡張インストールの場合、アクティブな
OC4J インスタンスの名前は、「管理 (Administration)
設定」画面で指定します。

ORACLE_HOME¥cfgtoollogs¥
configtoolstimestamp.log

Oracle Web 
Services Manager 
Configuration 
Assistant

Web Services Manager アプリケーションをアクティブ

な OC4J インスタンスにデプロイおよび構成します。基

本インストールの場合、アクティブな OC4J インスタン

スに homeという名前を付けます。J2EE サーバー、

Web サーバーおよび SOA スイートの拡張インストール

の場合、アクティブな OC4J インスタンスの名前は、

「管理 (Administration) 設定」画面で指定します。

ORACLE_HOME¥cfgtoollogs¥
configtoolstimestamp.log

OPMN 
Configuration 
Assistant

OPMN と OPMN が管理するプロセスを起動します。 ORACLE_HOME¥cfgtoollogs¥
configtoolstimestamp.log

ORACLE_HOME¥opmn¥logs¥opmn.log

Oracle Web 
Services Inspection 
Language 
Configuration 
Assistant

Web Services Inspection Language アプリケーションを

デプロイします。

ORACLE_HOME¥cfgtoollogs¥configtoolst
imestamp.log

ORACLE_HOME¥cfgtoollogs¥wsil.txt
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トラブルシューティ
E

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この付録では、Oracle Application Server のインストール時に発生する可能性がある一般的な
問題の解決策について説明します。内容は次のとおりです。

� E.1 項「ログ・ファイル」

� E.2 項「一般的なトラブルシューティングのヒント」

� E.3 項「インストールの問題および解決策」

� E.4 項「関連ドキュメント」
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ログ・ファイル
E.1 ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル
次のログ・ファイルは、インストーラによって書き込まれます。

� inventory_location¥logs¥installActionstimestamp.log

� inventory_location¥logs¥oraInstalltimestamp.err

� inventory_location¥logs¥oraInstalltimestamp.out

デフォルトでは、inventory_locationは次のディレクトリです。

C:¥Program Files¥Oracle¥Inventory

E.2 一般的なトラブルシューティングのヒント一般的なトラブルシューティングのヒント一般的なトラブルシューティングのヒント一般的なトラブルシューティングのヒント
インストール中にエラーが発生した場合は、次のように対処してください。

� 最新の更新については、Oracle Application Server のリリース・ノートを参照してくださ
い。このリリース・ノートは、プラットフォーム固有のドキュメントに付属しています。
最新のリリース・ノートは、Oracle Technology Network のサイト

（http://www.oracle.com/technology/documentation）で入手できます。

� 第 2 章「要件」に示す要件をコンピュータが満たしていることを確認します。

� インストール画面のいずれかで間違った情報を入力した場合は、「戻る戻る戻る戻る」をクリックしてそ
の画面まで戻ります。

� Configuration Assistant が失敗した場合は、その Configuration Assistant のログ・ファイル
を確認します。D.2 項「Oracle Application Server Configuration Assistant の説明」に、
Configuration Assistant およびそのログ・ファイルの場所を示します。Configuration 
Assistant のログ・ファイルが ORACLE_HOME¥cfgtoollogsディレクトリにない場合は、
インストーラを終了します。こうすると、インストーラによってこのディレクトリにロ
グ・ファイルがコピーされます。

� インストーラでファイルのコピーやファイルへのリンクを実行しているときにエラーが発
生した場合は、次のように対処してください。

1. エラーの内容に注意し、インストール・ログ・ファイルを確認します。

2. 付録 C「削除および再インストール」に記載されている手順に従って、失敗したイン
ストールを削除します。

3. エラーの原因となった問題を修正します。

4. インストールをやりなおします。

E.3 インストールの問題および解決策インストールの問題および解決策インストールの問題および解決策インストールの問題および解決策
この項では、インストールに関する一般的な問題および解決策について説明します。

� E.3.1 項「ログ・ファイルの場所」

� E.3.2 項「インストーラが表示されない」

� E.3.3 項「失敗したインストールをクリーンアップできない」

� E.3.4 項「ユーザー・インタフェースが希望の言語で表示されない、または正しく表示され
ない」

� E.3.5 項「ネットワークに接続されているかどうかに関係なく Oracle Application Server を
実行できない」

� E.3.6 項「Configuration Assistant の失敗 : 一般」
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インストールの問題および解決策
E.3.1 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
次の 2 つのセットのログ・ファイルがあります。

� 次のログ・ファイルは、インストーラによって書き込まれます。

– inventory_location¥logs¥installActionstimestamp.log

– inventory_location¥logs¥oraInstalltimestamp.err

– inventory_location¥logs¥oraInstalltimestamp.out

デフォルトでは、inventory_locationは次のディレクトリです。

C:¥Program Files¥Oracle¥Inventory

� ORACLE_HOME¥cfgtoollogsディレクトリ内のログ・ファイルは、Configuration 
Assistant によって書き込まれます。

Configuration Assistant によって作成されたログ・ファイルにアクセスする場合は、イン
ストーラを終了しておく必要があることに注意してください。インストーラを使用してい
る場合、このログ・ファイルにはアクセスできません。

E.3.2 インストーラが表示されないインストーラが表示されないインストーラが表示されないインストーラが表示されない

問題問題問題問題

setup.exeを実行してもインストーラが表示されません。

解決策解決策解決策解決策

Oracle Database 10g がすでに実行されているコンピュータに Oracle Application Server をイン
ストールする場合は、次のオプションを指定してインストーラを起動する必要があります。

E:¥> setup.exe -J-Dsun.java2d.noddraw=true -Dsun.awt.nopixfmt=true

E.3.3 失敗したインストールをクリーンアップできない失敗したインストールをクリーンアップできない失敗したインストールをクリーンアップできない失敗したインストールをクリーンアップできない
インストールに成功しなかった場合は、Oracle Application Server を再度インストールする前
に、失敗したインストールを削除する必要があります。詳細は、付録 C「削除および再インス
トール」を参照してください。

E.3.4 ユーザー・インタフェースが希望の言語で表示されない、または正しくユーザー・インタフェースが希望の言語で表示されない、または正しくユーザー・インタフェースが希望の言語で表示されない、または正しくユーザー・インタフェースが希望の言語で表示されない、または正しく
表示されない表示されない表示されない表示されない

問題問題問題問題

メッセージが希望の言語で表示されない、または正しく表示されません。

解決策解決策解決策解決策

現在、Oracle Application Server では、インストール後の言語の追加または削除はサポートさ
れていません。

英語以外の内容を表示する場合は、インストール時に、すべての必要な言語を追加してくださ
い。インストール時に言語を追加するには、「インストール・タイプの選択」画面の「製品の言製品の言製品の言製品の言
語語語語」ボタンをクリックします。デフォルトでインストールされている言語を確認する場合は、
3.2 項「追加の言語のインストール」を参照してください。

英語以外の内容を表示する場合、インストール時に「製品の言語」をクリックし忘れると、必
要なフォントがインストールされないため、ユーザー・インタフェースが正しく表示されない
ことがあります。この問題を解決するには、必要なフォントについてオラクル社カスタマ・サ
ポート・センターに問い合わせてください。
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関連ドキュメント
E.3.5 ネットワークに接続されているかどうかに関係なくネットワークに接続されているかどうかに関係なくネットワークに接続されているかどうかに関係なくネットワークに接続されているかどうかに関係なく Oracle Application 
Server を実行できないを実行できないを実行できないを実行できない

問題問題問題問題

コンピュータがネットワークに接続されているときにインストールした Oracle Application 
Server を、ネットワークに接続せずに使用する必要があります。

解決策解決策解決策解決策

ネットワークに接続されているかどうかに関係なく Oracle Application Server を実行する場合
は、ループバック・アダプタをインストールする必要があります。静的 IP アドレスを持つコン
ピュータでは、ネットワークに接続していない場合、Ethernet アダプタが停止します（切断さ
れたケーブルが ipconfigに表示されます）。ipconfigでこの IP は解決できません。

ループバック・アダプタの詳細は、2.9.6 項「ループバック・アダプタのインストール」を参照
してください。

E.3.6 Configuration Assistant の失敗の失敗の失敗の失敗 : 一般一般一般一般
この項では、Configuration Assistant の失敗に対するトラブルシューティングでの一般的なヒ
ントを示します。特定の Configuration Assistant の失敗については、次の項を参照してくださ
い。付録 D「Configuration Assistant」も参照してください。

問題問題問題問題

Configuration Assistant が失敗しました。

解決策解決策解決策解決策

Configuration Assistant の失敗には、様々な原因があります。次に、確認可能な事項を示しま
す。

� 失敗した Configuration Assistant のログ・ファイルを確認して問題を判別します。ログ・
ファイルは、ORACLE_HOME¥cfgtoollogsディレクトリにあります。

ログ・ファイルに示された問題を修正し、「再試行再試行再試行再試行」をクリックして、失敗した
Configuration Assistant を再実行します。

コマンドラインで Configuration Assistant の実行コマンドを実行しているときにConfiguration 
Assistant に障害が発生した場合は、Configuration Assistant の実行コマンドを再実行します。

ORACLE_HOME¥binディレクトリにある configtoolcmds.plという名前で生成されたスク
リプト・ファイルを使用して、失敗した Configuration Assistant を再実行できます。
configtoolcmds.plスクリプトは、インストーラを終了した後に生成されます。サイレン
ト・インストールまたは非対話型インストールでは、Configuration Assistant が失敗した直後
に、configtoolcmds.plスクリプトが生成されます。

E.4 関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
この付録で、発生した問題を解決できない場合は、次に示すドキュメントも参照してください。

� Oracle Technology Network
（http://www.oracle.com/technology/documentation）で入手可能な Oracle 

Application Server のリリース・ノート

� OracleMetaLink (http://metalink.oracle.com）

発生した問題の解決策が見つからない場合は、サービス・リクエストを行ってください。
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